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【１】




　瞼まぶたを開けると木々の隙すき間まから鈍にび色いろの空が見えた。そこからふわふわと小雪が舞まい降りてくる。

　体に雪が積もり、半ば埋うもれかけていた。

　どうしてこんな場所に倒たおれているんだろう？

　地面に横たわる体は氷のように冷たい。

　辺りを見回すと、太い幹の木々が見える。鬱うつ蒼そうとした森のようだ。昼なのか夜なのかわからないほど薄うす暗ぐらい。

　体に積もった雪を振ふり落とすと、白い毛並みが姿を現す。

　三角のぴんと立った耳、ふさふさとした白い被ひ毛もう。そして尻しりからは長い尻尾しつぽが伸のびていた。

　この体……なんとなく覚えている。

　けれど、名前は？

　家族は？

　……何も思い出せない。

　僕は今までどうやって生きてきたんだろう？

　不安と寒さが入り混じり、ぶるっと体が震ふるえた。耳の裏がズキッとして、前まえ脚あしで耳の裏を触さわる。真っ白い毛が鮮せん血けつに染まり子こ猫ねこは驚おどろいた。

　一体、どこでこんな傷を？　酷ひどい怪け我がをしたのなら、絶対覚えているはずなのに。

　せめてどこからやってきたのかわかればと左右を見み渡わたしたが、雪が足あし跡あとを綺き麗れいに覆おおい隠かくしていて何の手がかりもない。

　うなだれる子猫の足元に雪が降り積もっていく。辺りを歩き回ってみたが、雪をしのげそうな場所はなかった。

　このままでは凍こごえてしまいそうだ。

　当てもないままのろのろと歩き出す。やがて木々はまばらになり、森を抜ぬけ出た。目の前には雪原が広がっていて、地平線がぽうっと橙だいだい色いろに輝かがやいているのが見える。

　何だろう、あれ？

　伸び上がると、橙色の明かりはぽつぽつと増え続け、子猫を誘さそうように瞬またたいた。

　とても温かそう。でもあの明かりのある場所まで随ずい分ぶんと距きよ離りがある。

　無事に辿たどりつけるか迷っているとヒョーと風が唸うなり声を上げ始めた。積もった雪が巻き上げられ視界は白く霞かすんでいく。

　これはもたもたしていられないと、子猫は勇気を出して雪原に飛び込んだ。

　どれほど駆かけたことだろう。体がすっかりかじかんでしまっていた。

　うなだれて歩いているとふいに、額にこつんと何かがぶつかる。目の前に革かわの長ちよう靴かがあった。さらに目線を上に移動させると赤い褲ズボン。そして腰こしを覆い尽つくす丈たけの同じ色の上着。上着の襟えり元もとには流れる雲の刺し繡しゆうが金の糸で施ほどこされている。

　すらりとした背丈の男が立っていた。腰に短刀を下げ、じっと雪原を眺ながめている。風が吹ふくたびに、肩かたよりも長い漆しつ黒こくの髪かみが揺ゆれた。

「……猫か。どこから来た？」

　男は膝ひざを折って子猫の前にしゃがみ込む。形のよいくっきりした眉まゆに涼すずし気な目元。鼻筋がすっと通っている。唇くちびるは薄く、冬の季節をずっと生きてきたかのような冷たい顔立ちをしていた。

　子猫は恐おそろしくなり雪の上にぺたっと体を伏ふせた。

「酷い怪我をしている。もしかして、あの森から一匹ぴきでやってきたのか？」

　男は子猫が雪原につけた足跡を辿り、森の方角を見て表情を曇くもらせる。

　その隙に逃にげ出そうとすると、むんずっと首の根っこを摑つかまれ、雪原から引き剝はがされた。男はもう片方の手で、着ている長衣の紐ひも飾かざりの釦ボタンを一つ、二つと外していく。そして胸むな元もとをはだけ子猫をそこにひょいと放ほうり込んだ。

　一体、何!?

　懐ふところに閉じ込められたのかと子猫は盛大に暴れた。なんとか脱だつ出しゆつしようと、衣ころもの内側に爪つめを立ててよじ登り、胸元に顔を出す。すると大きな手でぎゅっと体を摑まれ、男の鎖さ骨こつの辺りに押おさえ付けられた。ひんやりした手とは対照的に、鎖骨の辺りの肌はだは温かかった。

「一匹であの森に戻もどったところで凍え死ぬだけだぞ。その小さな体では一晩と持つまい。そこでじっとしていろ」

　子猫は男を見上げる。

　もしかして、僕を温めようとしてくれているの？

　ちょっと怖こわそうな雰ふん囲い気きだけど、悪い人ではないのかも。

　子猫は素す直なおに懐にうずくまる。

　風が唸り声を上げ始めても、男は一向に雪原から立ち去る様子を見せなかった。

　この人、こんな夜よ更ふけに一体何をしているんだろう？

　雪原を越こえてきた子猫はその風の冷たさを知っている。先ほど触ふれた手はとても冷たく、もしかしたら子猫より長い時間、雪原にいたのかもしれなかった。

「……様ー!!　晧コウ月ゲツ様ー!!」

　遠くから声が聞こえ、男が体を軽く捻ひねる。

　晧月様？　もしかして、この人の名前？

　子猫が懐から伸び上がって襟元からそっと顔を出すと、雪を蹴け散ちらして駆けてくる若者の姿があった。黒い武具を身に着け、ひょろっとした体付きだ。

　若者は、晧月と呼ばれた男の前までやってくると拝礼した。

「何用だ？」

　晧月が問いかけると、若者は白い息を吐はき出しながら答える。

「天候を見てくると言って雪原に出て以来、なかなか戻ってこられないので。もしや銀ギン華カの森に向かわれたのかと」

「行きやせん」

　晧月は、森に背を向けずんずんと歩き出した。雪を踏ふみしめる、ぎゅっぎゅっという音が何だか乱暴に聞こえる。

「すみません。出過ぎたことを」

　若者が晧月の後を追ってきて隣となりに立った。

「雪、止やみそうにありませんね。やはり夜戦は中止されるのですか？」

「夜戦どころか今年の戦いくさも中止だ。この分ではあっという間に積もって根雪になる」

「では撤てつ退たいを？　口くち惜おしい。あと一歩のところまで追いつめたのに」

「天候のせいではない。あの下らない儀ぎ式しきのせいで兵の士気が下がった。それだけだ。部隊に撤退の旨むねを」

　若者は一礼し、来た道を駆け戻っていく。晧月も若者が雪に付けた足跡をたどるように、明かりの方向に向かって歩き出した。

　子猫のいた森が遠ざかっていく。

　銀華の森と先ほどの青年は言っていたが、子猫には初めて聞く言葉にしか思えない。

　僕はどうしてあの森にいたんだろう？

　考えると、晧月と出会った驚きで忘れていた耳の裏の傷が、再びジクジクと痛み始めた。

　地平線の向こうでぽうっと光っていた明かりは、距離が縮むにつれ姿が次し第だいに明らかになった。

　松明たいまつだ。雪原に建つたくさんの天幕を赤々と照らしている。

　天幕は柵さくで囲まれていて、若者と同じく黒い武具で身を固めた男たちが慌あわただしく行き来していた。どうやらここは軍隊が駐ちゆう留りゆうする野営地らしい。晧月はとても上の立場にあるようで、野営地の中に歩み入ると男たちが一いつ斉せいに動きを止め拝礼をする。

　さっき部隊とか撤退とか言っていたけれど、この人は何者？

　子猫は野営地と晧月を交こう互ごに見比べる。

　晧月は野営地の奥にある一ひと際きわ大きな天幕を目指して歩いていた。入り口にいた兵が晧月に気付き、さっと幕を捲めくる。中は人間が数十人入ってもまだ余るぐらいの広さで、天てん井じようが高く床ゆかには赤い布が敷しきつめられていた。隅すみに三日月のように反り返った太刀たちや赤い色の胸当て、それに兜かぶとなどがある。

　部屋の中央には、青い長衣を着て同じ色の頭ず巾きんを被かぶった線の細い男が座っていた。入って来た晧月に頭を下げる。仕草は優ゆう雅がで男の無骨さは微み塵じんも感じられない。

「賢シエン輪ルン、引き上げるぞ」

　晧月が言うと、賢輪と呼ばれた男は頷うなずく。

「敵方への休戦の伝令はすでに出しております。賢けん明めいなご判断かと」

「寒さで兵を失うのはあちらも本意でなかろう。すぐに天幕を畳たたんで金キン華カに帰き還かんする」

「仰おおせのままに」

　軽く頭を下げた賢輪は、晧月の胸元から顔をのぞかせていた子猫に目を留めた。

「随分と可愛かわいらしい拾い物をされたんですね」

「雪原でな。怪我をしているようなので連れてきた。今すぐ手当ては可能か？」

「薬箱を取ってまいります」　>>>♥

　賢輪はさっと立ち上がって天幕の外に消えていく。

　子猫は懐から取り出され、晧月の掌てのひらに乗せられた。

「暗がりでは分からなかったが、随分、珍めずらしい見てくれをしているな。純白の長毛に緑色の目とは。怪我のせいで少し汚よごれが酷いが」

　まじまじと見られて、子猫は掌の上で小さくなる。

　やがて薬箱と水差しを持った賢輪が戻って来た。

「晧月様は相変わらずお優やさしい。昔からこの手の動物に弱かったですものね。母猫を失った子こ狐ぎつね、傷を負って飛べなくなった水鳥、それから……」

　賢輪が晧月の掌の上の子こ猫ねこの傷口を確かめながら言うと、

「いいから早く怪け我がの手当てを」

　と晧月は少し声を荒あららげる。

「仰せのままに」

　くすっと笑って賢輪は床にひざまずく。持っていた薬箱の蓋ふたを開け、治ち療りようの準備を始めた。晧月は掌の子猫を賢輪の膝の上に置く。

　子猫は賢輪の膝から薬箱を覗のぞき込んだ。薬やく匙さじや乳にゆう鉢ばち、白い布や、小さな紙の包みがぎっしりと入っている。賢輪は幾いくつかの包みを取り出すと乳鉢の中に入れた。

　晧月は天幕の入り口に向かって歩いていき、幕を捲ると外の様子を眺め始める。

「撤退の準備は進んでいるか？」

「ええ。滞とどこおりなく。風フウ国コクも銀華の国境沿いから撤退を始めたとの報告がありました」

「冬の訪おとずれは、春から秋まで小こ競ぜり合いが続くこの地の民たみにとって喜ばしいはずだが、今年はさぞかし失望したに違ちがいない」

「皇こう帝ていが二十三歳を迎えた年には、神しん獣じゆうが現れるのが通例ですものね」

「皇帝が神獣を連れて戦場にやってきて、瞬またたく間に戦を終わらせてくれると期待していたはずだ。国境線を三国に囲まれ、絶えず戦を仕し掛かけられる彩の国がやっと平和になると」

「何も知らない民が神獣を心待ちにするのは致いたし方のないこと。晧月様は皇帝として精せい一いつ杯ぱいのことをされています」

　神獣？

　賢輪が薬を作る様子を眺ながめていた子猫はひょいと顔を上げ、晧月を見る。晧月は、天幕から外に向かって手を伸のばし、降ってくる雪を掌で受け止めていた。

　この人は彩の国という国の皇帝なんだ。

　神獣という生き物が現れるのを待っているの？

　続いて賢輪を見ると、彼は乳棒を動かす手を止め、心配そうに晧月の背中を眺めていた。

　やがて天幕に、沈ちん黙もくがやってくる。

　長い間、晧月を見つめていた賢輪は、やがて薬箱の中から白い布を取り出して水差しの水で布を濡ぬらした。そして、膝ひざの上の子猫を抱だき上げ、体の汚れを拭ふき取っていく。

「なんとまあ！　汚れを落とすと美猫に変身ですね」

　賢輪の声は、沈しずんだ天幕の空気を振ふり払はらうかのように明るかった。

「見てくださいよ、晧月様。このふさふさとした長い毛の見事なこと。名前は決められたのですか？」

　子猫をチラッと見た晧月は、

「翠ツエイ玉ユー」

　と答えた。

　賢輪は、はいはいと頷く。

「瞳ひとみが緑色の宝石のようですものね。翠玉、素す敵てきな名前でよかったですね」

「にゃあん」

　膝の上で返事をすると、「まあ！　賢かしこい子」と賢輪が笑う。そして、乳鉢の中の粉を水で溶といていった。

　翠玉は出来上がった薬を耳の裏の傷に塗ぬられる。傷口に染しみて最初は少し痛かったが、すぐにジクジクとした痛みは薄うすらいでいった。

「はい。もういいですよ」

　手当てが終わり、翠玉は賢輪の膝から飛び降りて彼の周りを一回りする。

「元気になったな」

　晧月は翠玉を見て小さく笑い、賢輪が頷いた。

「鎮ちん痛つう成分の入った野草を少し使ったので、それが効いてきたのでしょう」

　天幕の中は、先ほどの沈黙とは違い和なごやかな雰ふん囲い気きに包まれる。

　翠玉は尻尾しつぽをゆらゆら揺ゆらしながら晧月に近づいていった。足元で一いつ緒しよに降ってくる雪を眺める。視界が真っ白な色で閉とざされそうになる中、肩かたに雪を積もらせて先ほどの若者が天幕にやってきた。

「馬車の準備が揃そろいました」

　晧月様。どこかに行ってしまうの？　僕は……？

　足元をウロウロとすると、晧月は迷うことなく翠玉を抱き上げ天幕を出て歩き始める。賢輪と若者が後ろに続く。

　外は他ほかの天幕が取り払われ更さら地ちと化していた。野営地を抜ぬけた先に四頭立ての馬車が止まっていて、控ひかえていた兵がやってきた晧月のために扉とびらを開ける。赤い革かわが張られた座席は大人四人が楽に座れそうだった。

　踏ふみ台に足をかけ晧月は振りかえる。雪が降る中、微び動どうだにせず長い間、銀華の森の方向を眺めていた。

「この雪では……凍こごえてしまうな」

　懐ふところの中から見上げた晧月は、誰だれかを憐あわれむような表情をしていた。振り切るようにして馬車に乗り込もうとするが、また唸うなり声を上げ始めた風の音に苦しそうに顔を歪ゆがめる。

「楊ヤン毅イ、森を……」

　背後に控える若者から「かしこまりました」と声が上がった。

「銀華の森は広大です。捜そう索さくに少しお時間を下さい」

　楊毅に背を向けたまま無言で晧月は頷いた。馬車の座席に座ると賢輪が続いて乗り込んでくる。

　御ぎよ者しや台だいの兵がぴしりと馬に鞭むち打うつ音が聞こえる。

　馬車が動き出すと、賢輪が心配そうな顔で馬車の小窓を開けた。数名の兵を率いて銀華の森へ向かう楊毅の後ろ姿が翠玉の目に映った。




　太陽が昇のぼる方角に向かって馬車は進む。護衛の馬車を先頭に次に晧月の馬車。そして将軍らが乗った馬車が続く。銀華を離はなれると吹雪ふぶく日は少なくなり、澄すみ切った青空の日が続く。馬車の小窓から流れ込んでくる空気は暖かい。

　しかし幾いく日にち過ぎても、翠玉の失った記き憶おくは戻もどってくる兆きざしがなかった。不安になって「みゃーみゃー」と鳴くと、晧月は銀華の雪原で出会ったときと同じように翠玉を懐に入れてくれた。人ひと肌はだは母猫に温めてもらっているような安心感があり、すぐにそこが翠玉の定位置となった。それに、晧月の懐は花のようないい香かおりが漂ただよっていて幸せな気分になる。

「翠玉。手当ての時間ですよ」

　今日も晧月の懐でうとうとしていると、賢輪の声で起こされた。懐の中に手が伸びて来て、外に出される。真向かいの席に座る賢輪に翠玉は手て渡わたされた。傍かたわらには乳鉢と水差しが置いてあって、半はん透とう明めいな傷薬がすでに出来上がっている。

「みゃー」

「はいはい。手当てが終わったらまた晧月様の懐に戻れますから」

　ジタバタと四し肢しを動かして賢輪の手から逃のがれようとするが、膝の上で首の根っこを押おさえられた。

　翠玉を手渡した晧月は、片かた肘ひじをついて半分開けた馬車の小窓から景色を眺めはじめた。帰き還かんの旅が始まってからというものずっとこんな感じだ。口数も少ない。何やら考え事をしているようだ。

「気分が塞ふさいでおられるのですか？」

　翠玉の耳の裏に傷薬を塗りながら賢輪が聞く。

　しかし、晧月は黙だまったままだ。

「薬くす師しには話せないことでしょうか？　なら、晧月様の乳ち兄きよう弟だいとしての私ではいかがでしょう？　離り宮きゆうでずっと一緒に過ごした仲ではありませんか」

「……ああ」

　窓の外を眺める晧月の眉まゆ根ねが中央にくっと寄る。

　晧月様。どうしてしまったんだろう？

　傷の手当てが終わって賢輪から解放されると、すぐに晧月の膝に飛び乗った。長衣をよじ登り、肩まで辿たどりついて小窓を覗き込んで驚おどろいた。馬車は小高い丘おかのてっぺんを走っていて、眼下に城じよう壁へきに囲まれた街が見える。碁ご盤ばんの目に仕切られ、整然と屋根が並んでいた。

　真向かいの賢輪が腰こしを浮うかせ外を見る。

「間もなく王都金華ですね」

　ここが、金華。なんて巨きよ大だいな街！

　街の入り口には細長い塔とう。それに中央には抜きんでて大きな建物が見える。赤色の屋根と壁かべが目を引いた。

　あれはお城なのかな？　もしかして晧月様のお住まい？

　嬉うれしくなって翠玉はぴんと尻尾を立ち上げるが、隣となりの晧月の表情は険しいままだ。

　どうして？　長い旅を終えて王都に戻ってきたのに。

　翠玉の疑問は解決されないまま馬車は丘を下り始める。

　いよいよ金華の街が近づいてきた。左右の端はしが見えないほど延々と黄おう褐かつ色しよくの城壁が続いている。そそり立つような高さで、遥はるか頭上の見張り台には兵士が何人も立っていた。街への入り口は一本道で両側に堀ほりが掘ほられている。

　奥には門があり、馬車が近づくと重々しい音を立てて門が開いた。丘から見えた細長い塔が間近に立っている。塀へいと同じく石作りで、四角く窓が切り取られていて随ずい分ぶん遠くまで見ることができそうだ。

　潜くぐって街へと入っていくと、黒い石が敷しきつめられた道が真っ直すぐに続いている。

　両りよう脇わきには平屋建ての家がひしめき合うように建っていて、どの玄げん関かん先さきにも赤い灯タン籠ロン（提ちよう灯ちん）がぶら下がっていた。明かりが灯ともされ、夕暮れの金華は幻げん想そう的だ。

　通りは嬉しそうな顔をした人で溢あふれかえっていた。護衛の馬車を先頭に一行がゆっくりと進み始めると、

「皇こう帝てい様のご帰還だ！」

「晧月様！　お帰りをお待ちしておりました」

　という声が方々で上がる。顔を覆おおって道みち端ばたにしゃがみ込み泣きだす者さえいた。

「王城まで人が鈴すずなり……。意外ですね」

　賢輪が馬車の小窓をさっと閉めた。

「いつもの出で迎むかえにしては騒さわぎが大きすぎる。あいつらが扇せん動どうしているのかもしれん。油断できんな」

　晧月の言葉に賢輪が険しい顔で頷うなずく。

　こんなに歓かん迎げいを受けているというのに、二人はなぜか警けい戒かいしている。

　あいつらって……。

　翠玉の疑問は深まるばかりだ。

　やがて馬車が止まり扉が開けられた。数十人の男が二列になり頭を下げている。片方は橙だいだい色いろ、もう片方は白色の長衣を着ていた。

　出迎えの男達の背後には、何千人も並べそうな広場があった。さらに奥には白い石の階段があり、赤い二重の屋根が特とく徴ちよう的な城がそびえ立っている。建物を支える数百にも及およぶ真っ赤な太い柱が美しい。

　男たちをじっと見ていた晧月は、翠玉がこれまで聞いたことのないような冷たい声を出した。

「官かん吏りの出迎えはあるにしても……」

　橙色の長衣を着た男たちを見た後、少し間を置き、今度は白色の長衣の男たちを見て突つき放すように言う。

「お前たち、神官がまだ俺を出迎える気があったとは」

　すると、一人の青年が歩み出て来る。

　翠玉は青年の顔を凝ぎよう視しした。

　この人、なんだか晧月様に似ている。

　髪かみは肩かたまで、体つきも小こ柄がらだ。でも冷たげな目の辺りがなんとなく……。

「我ら神官は、皇帝のしもべ。晧月様が皇帝の職務を全まつとうされるならどこまでも従います」

　晧月によく似た青年は、口元に薄うす笑わらいを浮かべる。

「民たみの歓迎ぶりはいかがでした？　戦いくさで勝利したときよりも凄すごかったのでは？」

　戦は雪が降って引き分けたと晧月は言っていた。なのに勝利のときよりも民は喜んでいるらしい。

「笑え顔がおの民を、これから失意のどん底に突き落とすのは心が痛みませんか？」

　青年は体を捻ひねって背後にある城を指さす。

「加か冠かんの儀ぎの一件はお互たがいに水に流して、話し合いをいかがでしょう？　皇帝家と神官家は五代に渡わたって共に歩んできたのですから、一度の過あやまちで決別するのはあまりにも残念です」

「炎イエン輝フウイ。少し黙れ」

　晧月は冷たく言い放った後、すっと賢輪に視線を送る。賢輪は小さく頷いて馬車の扉とびらの取っ手に手を伸のばした。

「晧月様は長旅からの帰りです。話は明日、伺うかがいましょう」

　扉を閉めた賢輪は、馬車の天てん井じようを見上げてふうっと深い息をついた。

「民の心情を人質に晧月様を脅おどしてくるとは、あの方々は、一ひと筋すじ縄なわではいきませんね」

　加冠の儀？　晧月様は銀華へ戦に行っていたのではないの？

　それに、神官は皇帝のしもべと言うわりに、炎輝という神官が晧月に対して居い丈たけ高だかなのも不思議だ。

　再び馬車は動き始め、次に止まった先はこぢんまりとした門の前だ。左右に白い塀と小道が続いている。

　翠玉は晧月の腕うでに抱だかれ外に出た。外はすっかり日が暮れて、空に月が出ている。門を潜くぐって中に入って行くと大きな池があって、中央に浮かぶように屋や敷しきが建っていた。

　屋敷までは石で作られた橋を幾いくつか渡っていくようだ。部屋の内部に明かりが灯って揺ゆらめいている。

　晧月の腕の中から辺りを眺ながめていると、橋と橋の中間に四阿東屋が見えてきた。使用人らしき男が廂ひさしに灯籠を掲かかげている。

「あ、晧月様。賢輪様。お帰りなさいませ」

　二人に気付いた男は、拝礼をした後、急いで屋敷に駆かけこんで行く。余りにも慌あわてすぎて靴くつが片方脱ぬげてしまった。その様子を見て、神官らと別れてからずっと疲つかれた顔をしていた賢輪が少し笑った。

　晧月と賢輪が屋敷へ入って行くと、入り口に数十人の女官と使用人の男が並んで待っていた。二人の顔を見て、

「お帰りなさいませ」

「御ご無ぶ事じで何よりです」

　と口々に言う。彼らもまた、金華の街の民のように嬉しそうな顔をしていた。しかし、晧月は、「今、戻もどった」と答えたきり黙っているので、女官や使用人の顔から徐じよ々じよに笑顔が消えていく。

「みゃー」

　不ふ穏おんな空気に翠玉は鳴き声を上げた。すると「あら、子こ猫ねこ」と一人の女官が晧月の腕に抱かれた翠玉に気付く。

「銀華の雪原で拾った子猫だ。皆みなで可愛かわいがってやってくれ。名前は翠玉と言う」

　晧月は翠玉を女官に押し付けると、足早に屋敷の奥へと歩いて行く。賢輪もその後に続いた。

　晧月様、どこに？

　翠玉は甲かん高だかい声で鳴くが晧月が戻ってくる様子はない。女官の腕から這はい出て、廊ろう下かに飛び降りると後を追いかけた。

　四阿と同じく灯籠が灯され薄明かりに包まれた廊下を駆けてようやく追いついた翠玉は、晧月にまとわりつきながら必死になって声を張り上げる。

「みゃー!!」

　晧月はちょろちょろ動き回る翠玉に、その場で立ち止まる。

「何だ、ついてくるとは」

「よっぽど晧月様のお傍そばがいいのでしょう」

　賢輪にそう言われ、呆あきれ顔で晧月は手を伸ばしてくる。

「帰き還かんの旅の間中、散々、懐ふところに入れてやったのにまだ甘え足りないのか」

「にゃあん」

　ひしっと胸むな元もとにしがみつくと、晧月は「本当に、この猫は」と大げさなため息をついた。そして、翠玉を抱いたまま、すぐ傍の部屋に入って行く。

　明かりが灯された部屋には、大きな寝しん台だいがあった。天てん蓋がいに獅し子しや豹ひようなどの細工が施ほどこされている。壁かべに書が飾かざられ、真下に長机がある。そこには分厚い書物が数冊積まれてあった。

「部屋まで連れて来たということは、翠玉を屋敷の猫でなく、ご自分の猫にするおつもりですか？」

「この様子じゃな」

　晧月は、長衣に爪つめを出ししがみついている翠玉を胸元から引き離はなそうとしてみせた。

「では、貴方あなたにいい物をあげましょう」

　賢輪は翠玉の頭を軽く撫なで晧月の部屋を出て行く。すぐに底の浅い箱と赤い布を持って戻って来た。

　晧月の了りよう承しようを得て賢輪は寝台の下に箱を置く。そして、ひざまずいて底に花の刺し繡しゆうが入った綺き麗れいな赤い布を敷しいた。

「さあ、翠玉のお家うちが出来ましたよ」

　翠玉は箱を見つめた。

　晧月様の部屋に僕のお家？

　嬉うれしくなって晧月の腕の中で右に左にゆっくりと尻尾しつぽを動かす。

「にゃあーん」

「分かりやすい猫だ。賢輪、お気に召めしたようだぞ」

　晧月は腰こしを折って翠玉を箱に放した。中を一周して自分の体をこすりつけ、翠玉はころりと横たわる。

　ここが僕のお家なんだ。

　安心感に眠ねむ気けが襲おそってきて、大きなあくびが出た。

　晧月は、賢輪に手伝わせ、長衣から夜着へと着き替がえを始める。光こう沢たくのあるツヤツヤとした生き地じが、蠟ろう燭そくの明かりに反射していた。

「賢輪、お前は明日から薬やく事じ殿でんの仕事に戻っていい。仕事が溜たまっているだろう」

　袖そでを通しながら晧月は言う。

「でも……」

「神官らがどう出ようが、俺の気持ちは変わらん」

「わかりました。でも、大変なときはいつでも呼んでくださいね」

「ああ」

　二人が話をしていると、お膳ぜんを持った数人の女官がやってきて長机の上に食事を並べていく。

　賢輪が翠玉に焼いた魚を一切れくれた。香こうばしい匂においの焼き魚だが、夢の世界に旅立とうとしている翠玉は口に咥くわえたままうとうとしてしまう。

「まあ、翠玉ったら。食べながら眠ねむっている。この子には癒いやされますね。王城に戻ったら、笑うこともままならないだろうと覚かく悟ごしていたのに」

　二人の会話は、眠りかけている翠玉の耳にはどこか遠い。

　完全に眠りの世界に旅立ちかけたときだった。どこからかともなく低い声が聞こえてきて、翠玉の白い毛が瞬しゆん時じにばっと逆立った。

　何十人もの男の声がする。

　何だろう。この声。怖こわい。

　翠玉は箱から飛び出して晧月の傍に駆けよって行った。

　晧月が抱き上げながら言う。

「夜の祈き禱とうが始まったか。神官家の庭は王城の広場のさらに先にあるのに、風向きが変わると聞こえてくる。鬱うつ陶とうしいものだ」

「可哀かわい想そうに。尻尾をこんなに太くして。翠玉、少し待てば夜の祈禱は終わりますからね」

　賢輪が翠玉の背中を撫でながら慰なぐさめてくれた。

　この声は、王城の広場で出会った神官たちの声らしい。

　初めて聞く声が、どうしてこんなに怖いんだろう。

　晧月の腕に抱かれても、賢輪に背中を撫でてもらっても恐きよう怖ふは一向に薄うすまらない。

　翠玉は晧月にしがみついてずっと震ふるえ続けた。




　遠くでチュンチュンという雀すずめの鳴き声がする。目を開けると布ふ団とんの中で丸まっていた。

　這い出すと、寝台は無人だった。部屋は窓が開けられていて、朝あさ陽ひが差し込んでいた。長机にお膳と空の食器がある。

　晧月様がいない。

　試ためしに「みゃー」と鳴いてみるが、晧月がどこからか出てくる気配はない。

　翠玉は諦あきらめて寝台の上で毛づくろいを始めた。ぺろぺろと体を舐なめた後、前まえ脚あしで顔を擦こする。額に触ふれると、昨晩のことが思い出された。

　昨晩、祈禱が終わっても震え続ける翠玉を、可哀想に思ったのか、晧月は腕うでに抱だいて眠ってくれた。それでもなかなか震えは収まらなくて体を縮こめていると、額を唇くちびるで擦られた。毛並みに沿って何度も唇を動かされているうちに翠玉は安心し、眠りに落ちた。

　もしかしたら昨夜のあれは、子猫の毛並みを母猫が整えてやるようなものなのかなあ？

　何だか猛もう烈れつに晧月に会いたくなって、寝台から飛び降り、開いている扉とびらの隙すき間まからするっと抜ぬけ出た。廊下をトコトコと歩き出す。昨日は必死に後を追っていたから気づかなかったが、この屋や敷しきにはたくさんの部屋があるようだ。白磁に青い小花が散った大きな壺つぼが置かれていたり、昨日、広場で見た赤い建物の絵が飾られていたりする。

　各部屋を見て回ったが晧月は見つけられず、代わりに今までとは様相の異なる部屋を見つけた。土造りの床ゆかにたくさんの竈かまどが設しつらえられている。竈は勢いよく炎ほのおを上げていて、かけられた鍋なべの中でぐつぐつと何かが煮にえている音がした。

　大きな包丁を持った男が小気味よい音を立てながら野菜を刻んでいる。

「みゃー」と鳴くと、男の手が止まった。

「おや？　昨日、晧月様が連れてきた子猫じゃないか。並んでいる食材は晧月様の夕ゆう餉げになるものだ。頼たのむからいたずらはしないでくれよ」

「にゃあん」

「返事が出来るのか。賢かしこい子猫だねえ」

　どこかに晧月が隠かくれていないかと、炊すい事じ場ばを捜さがし回っていると、廊下の辺りが急に騒さわがしくなった。お膳を持った女官たちがやって来る。

「今朝も晧月様は加か冠かんの儀ぎのことを何もおっしゃらなかったわね」

「無愛想な方だけど、嬉しいことがあったときは語ってくださるのに」

「加冠の儀が失敗した……なんてことはないわよね？」

「まさか！　神しん獣じゆうの加護がある彩の国よ？　晧月様はその国の皇こう帝ていよ？　きっと今は言えないご事情があるのよ」

　料理人の男はふうっとこれ見よがしなため息をつく。

「お前達、おしゃべりはやめな。晧月様が拾って来た子猫に全部聞かれているよ」

「やだ、子猫ちゃんたら。今の話は内ない緒しよよ」

　台の上にお膳を置いた女官は、翠玉を手招きする。

「晧月様のお部屋にいないと思ったらこんなところにいたのね。賢輪様から朝ごはんをあげるように言いつかっているのよ」

「きっと、目が覚めて晧月様がいなかったから捜しにきたんだよな？」

　再び野菜を刻み始めた料理人の男が言ったので、翠玉は「にゃあん」と返事をする。

「でもな、晧月様は大たい和わ殿でんというところで夜まで政務をされているんだ。この屋敷を捜し回っても残念ながらいらっしゃらない」

　真ま面じ目めに翠玉に語りかける料理人の男に、女官はぷっと吹ふき出す。

「来ライ儀ギさん。その子猫がいくら賢くても、さすがに大和殿はわからないわよ」

　来儀と呼ばれた男は少しムキになって言う。

「大和殿はな、あっちだ。二重の大きな屋根の建物」

　翠玉は馬車が広場に止まったときに見た特とく徴ちよう的な赤い屋根を覚えていた。

　そうか。晧月様はあそこにいるのか。

　嬉しくなって炊事場から飛び出すと、

「あ、こら。この屋敷の敷しき地ちから出ちゃだめだぞ。庭で遊んでいろ」

　という来儀の声が追いかけて来た。だが、翠玉の足は止まらない。庭を突つっ切り屋敷を出て行く。

　小道に出ると遠くに大和殿の屋根が見えた。子猫の足では随ずい分ぶん距きよ離りがある。だが、晧月に会えると思えば足取りは軽い。昨日馬車でやってきた道をひたすら歩いて行く。

　雪原を溺おぼれるようにして何時間も歩いたのだから、これぐらいへっちゃらだ。

　大きな広場に出ると大和殿はもう目の前だった。

　橙だいだい色いろの長衣を着た官かん吏りや白色の長衣を着た神官が広場を行き来している。彼らの足元を縫ぬうようにして大和殿に近づいていった。自分の背せ丈たけの倍はある階段を一段一段飛び上がる。

　ここが……大和殿。

　翠玉は豪ごう華かな建物にしばし見み惚とれた。圧あつ倒とうされる大きさだ。

　馬車から見たときも思ったが、赤い柱が美しい。雨あま除よけの廂ひさしは緑と金の唐から草くさが絡からみ合う模様とともに獅し子しや豹ひようが描えがかれている。

　大和殿の扉は幾いくつもあった。各所に槍やりを片手に持った門番が立っている。一人の門番の足元を通り抜けようとすると、がしゃんと槍の取っ手を床に打ち付けられ音で脅おどされた。

「ね、こ、は、通れない」

　どうにかして大和殿の中に潜もぐり込もうと幾人かの門番の足元に寄っていくが、結果は皆みな同じ。シッシッと追い払はらわれてしまう。

「どうしました？　騒がしい」

　聞き覚えのある声が聞こえてきた。大和殿の中から青い衣ころもを着た線の細い男が姿を現す。

　賢輪様！

　翠玉は嬉うれしくなって尻尾しつぽをぴんと立ち上げた。

　門番は恐きよう縮しゆくしたように言った。

「申し訳ありません。何度退けても子猫が入り込もうとするもので」

「子猫？」と首を傾かしげた賢輪は、門番の足元にいる翠玉を見てぎょっとする。

「翠玉！　貴方あなた、屋敷から一匹ぴきでやってきたのですか？　あの距離ですよ!?」

　伸のび上がって晧月の屋敷の方角を見た賢輪は、翠玉を抱き上げ門番に言った。

「この子は晧月様の猫ねこでして。目が覚めて一匹ぽっちだったので、晧月様を捜しに来たのでしょう。迷めい惑わくをかけましたね」

　賢輪は門番に軽く頭を下げると大和殿の階段を下りて行く。

　腕の中でもがくと、「逃にげようとしても駄だ目めですよ」と怒おこられた。

「今、大和殿に忍しのび込んで晧月様の足元にすり寄ったところで、鬱陶しがられるだけです。神官らと激しくやりあっていますから」

　賢輪は肩かた先さきでチラリと振ふり返り大和殿を見る。

「心配になって覗のぞきにきてみれば、政務の場は炎輝様の独どく壇だん場じようではないですか。晧月様寄りだった官吏や軍人の代表者まで心を動かされつつある。このままでは晧月様の立場が……」

　そこまで言った賢輪は激しく首を振った。

「激しい反発があるのはあらかじめ分かっていたこと。晧月様が頑がん張ばっているのに、私が弱気になってどうする」

「みゃー？」

　賢輪を見つめていると、彼は無理やりというように唇の端はしを引き上げる。

「私は急ぎの用事があるので仕事場に戻もどるのですが、貴方も来ますか？　薬事殿というところで、人がたくさんいて楽しいですよ。一匹ぽっちで屋敷にいるよりいいでしょう」

　晧月様に会いに来たのになあ。

　翠玉はだらりと尻尾を下げた。

　賢輪は広場に出ると屋敷と逆方向に歩き出した。辿たどりついたのは木造の建物が並ぶところだ。大和殿周辺がきらびやか、晧月の屋敷周辺が落ち着いた雰ふん囲い気きならば、ここは簡素と言っていい。王城の敷地内でも随分と様子が違ちがう。

　賢輪が建物に入っていく。中も外見と同じく飾かざり気がなく、百人は楽に入れる広い部屋が廊ろう下かを挟はさんでいくつもある。部屋によって、竈にかけられた胴どうの長い鍋の中を長い棒でかき回している者がいたり、カラカラに乾かわいた野草を乳にゆう鉢ばちに入れて粉にしている者がいたり、皆、忙いそがしそうだ。

　不思議な匂においに翠玉は鼻をヒクつかせる。

　ここは一体？　賢輪様が薬事殿と言っていたから、薬を作るところなのかな？

「賢輪様。野草を摘つみに行ったら珍めずらしいものが」

　パタパタと廊下を駆かけて来る音がして賢輪が振り向く。手に一本の野草を持った少年がやってきた。水色の長衣に同じ色の頭ず巾きんを被かぶっている。

「ああ、飛フエイ承シヨウ。これは珍しいですね」

　賢輪は飛承と呼ばれた少年の持つ野草を眺ながめる。

「猫……ですか？」

　賢輪の腕うでの中にいる翠玉に飛承は気づいた。

「晧月様が銀華で拾った猫で翠玉といいます。部屋に残して来たら一匹ぽっちが寂さびしかったみたいで大和殿のあたりをうろついてましてね。そのままにしておけないので薬事殿に連れてきました。私はすぐに片付けなければならない用があるので、ちょっとの間、翠玉を見ていてもらえませんか？」

「え？　俺、猫は苦手で……。しかも、晧月様の猫なんて恐おそれ多くて預かれませんよ」

「翠玉は人の言葉が分かるいい子です。大人しくしてろと言えばちゃんとそうしています」

　翠玉を半ば押し付けられた飛承は「参ったな」と言いながら部屋に入っていく。

　十人は楽に作業できそうな大きな机が部屋の各所にあり野草が束で積まれていた。飛承と同じ年代の少年たちが一本の野草を茎くきや葉、根などに分ける作業をしている。彼らも水色の長衣に頭巾を被っていた。

　飛承が席に着くと真向かいで作業する少年が翠玉を見て怪け訝げんな顔をする。

「どうしたんだよ、その猫？」

「賢輪様に預けられた。晧月様の猫らしい」

「「ええっ!?」」

　作業台の傍そばに椅い子すが用意され、翠玉はそこにちょこんと座った。きょろきょろと辺りを見回す。

　この子たちは賢輪様と同じ薬くす師しなんだろうか？　随分、小さい子もいる。

「大人しい猫なんだなあ。いたずらもしないし逃げ出す様子もない」

「人の言葉が分かるんだって賢輪様が言っていたよ」

「さすが、皇こう帝ていの猫は一味違うな」

　少年らが白く長い毛の翠玉を珍しがって可愛かわいがっていると、賢輪と同じ青色の長衣を着た青年が、野草の束を持ってやってきた。

「おい、見習い薬師共！　お前達、仕事がのろい上に、猫まで連れてくるとは何事だ」

「違いますよ。これは賢輪様から預かった猫で……」

「くっちゃべってないで、手を動かせ、手を。ほら、追加分だ」

　青年は少年らを叱しかると野草の束をどんと机の上に置いて去って行く。

「見ろよ、この量。嫌いやになるぜ」

「薬事殿の教室で一日中、勉強させられるのも嫌だけどな」

　どうやら少年たちは薬師ではなくその見習いのようだ。薬師は青、見習い薬師は水色で長衣の色が区別されているらしい。

「何で俺達、今年もまたこんな作業をしているんだろう？」

　真正面に座る少年の一人が緑に染まった指を見て言った。

「それは作った薬が戦場で使われるからだよ」

　飛承が黙もく々もくと野草を仕分けながら言う。

「でもさ。今年は晧月様が加か冠かんの儀ぎを行う年だから、晧月様の下もとに神しん獣じゆうが現れるはずだろう？　そうしたら、戦いくさなんてすぐに終わっちゃうんだから、去年や一昨年おととし並みに薬を作らなくてもいいはずだ。でも、晧月様からは大々的な発表が無い。……ということは、加冠の儀で神獣に逃げられちゃったんじゃ……」

「それじゃあ、これから彩の国はどうなっちゃうんだ？　神獣って加冠の儀でしか呼び出せないんだろう？」

　作業の手を止めて少年たちは不安げに顔を見合わせる。

　神獣に……逃げられた？

　翠玉は作業台の上に飛び乗り走り回った。

「みゃーっ！　みゃーっ!!」

　神獣は晧月様のことが嫌だったのかな？

「わわわっ。おい。一体、どうしたんだよ、急に。野草を散らかさないでくれよ」

「ひょっとして神獣の話で興奮したのかな？」

　子供らが首を傾げる中、翠玉は鳴き声を上げ続けた。

　この声が神獣に届くはずがない。でも晧月様は怪け我がをし凍こごえていた子猫を懐ふところで温めてくれるぐらい優やさしい方だと、なんとかして教えてあげたかった。




　日が暮れて、翠玉は晧月の部屋に戻り箱の中で寝ねそべっていた。

　脳のう裏りに銀華の雪原に佇たたずむ晧月の姿が蘇よみがえる。

　晧月様はもしかして、あの寒い雪原で神獣を探していたの？

　賢輪が箱の前に座った。

「どうしたんです？　薬事殿から戻って以来、元気がないですねえ」

　頭を撫なでられても、翠玉は鳴きもせず黙だまっていた。

「もしかして、お腹なかが空すいているんですか？　大和殿まで歩いて行ったんですものね」

　賢輪は部屋から出て行ったかと思うと手に小皿を持って戻ってくる。

「貴方、炊すい事じ場ばにも顔を出したんですって？　来儀がいたずらをしない賢い猫だと褒ほめていましたよ。これは貴方へとっておきの小魚だそうです」

　差し出された小皿には、ぴちぴちと跳はねそうなぐらい新しん鮮せんな小魚が載のっていた。朝から何も食べていないのでさすがに空腹を覚えかぶりつく。

　むしゃむしゃと食べていると、廊下から足音が聞こえてきた。翠玉は三角耳を震ふるわせて小魚を口から放す。

　もしかしたら、晧月様？

　少し乱暴に扉とびらが開き、険しい顔の晧月が部屋に入ってきた。

「お帰りなさいませ。お部屋に長居してしまってすみません。今、翠玉に餌えさを与あたえていたところです」

　賢輪が謝ると、晧月が無言で頷うなずく。

「今日は……いかがだったんですか？」

「怒いかり半分、喜び半分といったところだ」

「それはどういう？」

「炎輝が加冠の儀をやり直すべきだと主張している。官かん吏りも軍人もそれがいいのではないかと賛同した」

「やり直す？　加冠の儀は、民たみに真の皇帝と認められる儀式。皇帝となってからの四年で、全力で彩の国を守り善政を敷しき民の生活を豊かにしてきました。一体、何の落ち度が？」

　晧月は賢輪の話に耳を傾かたむけながら、腰こしの短刀を抜ぬいて寝しん台だいの枕まくら元もとにぽんと投げる。そして窓辺に行って座った。

「炎輝は、民は神獣と契けい約やくを交かわさなかった俺に、退位を求めるだろうとさも心配そうに言った。次の皇帝の座を狙ねらっているくせに、白々しい演技をする」

「炎輝様は神官家の人間ですが、先せん帝ていの妹君の御ご子し息そくでもあるので、白王帝継けい承しようの順位は低くはありませんが……」

「あの様子では、すぐにでも『皇帝は乱心し彩の国を破は滅めつさせる気だ』と言って後を継つぐのは自分しかいないと主張しはじめる」

　皇帝の座を降ろされるかもしれないなんて、大変なことになっている……。

　加冠の儀というものをやり直せば、神獣と契約ができて彩の国を守れるみたいだけど、晧月様はそれには応じないって……どういうこと？

　翠玉は窓辺に座る晧月の傍まで行って顔を見上げる。

　何故なぜか、彼の口元は少し上がっていた。

「賢輪、気付いているか？　炎輝が再度、加冠の儀をやろうと言ったのは何故か？」

　晧月は足元の翠玉を掬すくうようにしてひょいと抱だきあげる。

「それは神獣と晧月様に契約を結ばせるためですよね」

「加冠の儀は、皇帝が二十三歳の誕生日を迎むかえる日に銀華の神しん殿でんで行われ、神獣はその日のみ呼び出すことが可能だと彩の国には言い伝えられている。でも、俺はもうその日を過ぎた」

　賢輪は、ぱっと顔を上げる。

「喜びとおっしゃったのはそれですか？」

　翠玉の背中を撫でながら晧月が頷く。

「実は天界から自由に呼び出せるのを、神官家の優位性を保つために秘密にしていたのだろう。炎輝は今回の件で下手を打った」

「神獣の秘密を明らかにし、なんとか神官家を王城から一いつ掃そうしたいですね」

　晧月は深く頷いた。

「今晩は寝付けそうですか？　眠ねむり薬をお作りしましょうか？」

「いや。これがいるからいい」

　そう言って晧月は翠玉を撫でまわす。

「翠玉がお薬代わりになるなら何よりです。翠玉も良かったですね。思いが伝わって」

「どういう意味だ？」

「晧月様に会いたくて、屋や敷しきを抜け出し大和殿まで行ったんですよ。炊事場にも顔を出したみたいで。悪さをするなよと言ったら、ちゃんと返事をしてその通りにする賢かしこい猫ねこだと、来儀が褒めていました」

「そうか。賢い猫か」

　声を立てて晧月が笑った。

「翠玉は本当に人を和なごませる猫ですね。彩の国一悩なやんでいる男をあっという間に元気にしてしまいました。では、お休みなさいませ。また明日」

　ほっとした顔で賢輪は部屋を去っていく。

　一人になり晧月は、長机の傍そばに行き分厚い書物を一冊手に取ると寝台へと向かう。そこに翠玉を放すと自身も横たわり、翠玉を指でじゃらして遊びはじめた。

「確かにお前は癒いやしの力を持っているのかもしれないな。抱いたりじゃらしたり、話をしているだけで心が楽になっていく」

　晧月は胸の上に翠玉を乗せた。

　翠玉は晧月の体の匂においを嗅かぎまわる。

「しかしよく、大和殿まで辿たどりつけたものだ。一いつ匹ぴきぽっちで部屋に置かれたのがそんなに寂さびしかったのか？」

「にゃあん」

　返事をすると、晧月の口元に笑えみが浮うかぶ。

「わかったかのように返事をしやがって。でも、一匹で王城をうろつくのは駄だ目めだ。高い木に登って降りられなくなったり、野鳥に狙われたりするからな。明日からは賢輪と一いつ緒しよに薬事殿に行け。子供らが大勢いて楽しいだろう」

　翠玉は再び返事をした。

「本当に人間の言葉がわかるように鳴くな。もしかしてお前は、銀華の化け猫か？」

　銀華には化ける猫がいるの？

　僕はその化け猫なの？

　記き憶おくが戻もどる手がかりになるかもしれないと嬉うれしくなって、翠玉はぴょんぴょんと晧月の体の上を跳ねまわる。

「銀華の猫は少年の姿に化ける。金華の猫は妖よう艶えんな女の姿に化ける。俺が昔住んでいた北の白ハツ華カには、犬が知ち恵えを授さずけてくれるという言い伝えがあったな。逆に南の銅ドウ華カでは狐きつねが妖よう術じゆつを教えてくれる」

　晧月は翠玉を摑つかまえて、腕うでの中に抱きながら言った。

「さあ、大分夜も更ふけた。風向きによっては夜の祈き禱とうの声が聞こえてくるかもしれないぞ」

　そう言われて、急いで翠玉は布ふ団とんの中に潜もぐり込む。

「死んだ神しん獣じゆうを弔とむらう祈禱を何故猫のお前が怖こわがるんだろうな？」

　晧月は不思議がりながら、うつぶせになり翠玉を脇わきの下に入れる。そして、先ほど長机から持ってきた書物を真しん剣けんに読み始めた。

「みゃー」

　構って欲しくて鼻先で腕を突つつく。

「今、神記という書物を読んでいるんだ。この書物には、神獣のでたらめな話がたくさん書かれている」

　晧月は頁ページを捲めくりながら言った。

　でたらめ？

　腕から抜け出して、書物を眺ながめた。翠玉には理解できない文字がたくさん並んでいる。

「みゃー？」

「興味があるのか？　不思議な猫だ」

　ふっと息を吐はいてから、晧月は語り始めた。

「神記にはこう書かれている。彩の国はその昔、百余の国に分かれていて戦いくさが絶えなかった。天界からその様子を眺めていた獅し子しの神獣は、下界に舞まい降りて来て戦を終わらせる力がある男を見み出いだした。神獣と男は契約を交わし、神獣は命が尽つきるまで彩の国のために戦い、男は下界の平和のために尽じん力りよくした」

　晧月は神記を閉じて、表紙をコンコンと叩たたいた。

「よくできた話だ。人間の戦に付き合わせておいて、それが神獣の使命だなんて。だが、彩の国の民は、神記に書かれた話が真実だと思っている。二代目、三代目、そして俺の父と、代が変わるごとに神獣は天界からやって来て、命が尽きるまで彩の国のために戦っているからな」

　そこまで言って、晧月は寝台横の小机に神記を載せた。

「けど、俺はそんな戦はしない。絶対にだ。だから彩の国には神獣は不要だ」

　翠玉は晧月の肩かたに額をこすりつけた。

　どうして？　神獣が彩の国を守ってくれるなら頼たのもしいはずなのに？

　晧月は翠玉を腕に抱き、布団を被かぶると目を瞑つぶる。

「猫相手に……随ずい分ぶんおしゃべり……してしまったな」

　言葉はとぎれとぎれになり、やがて規則正しい呼吸が聞こえてきた。すーすーという寝ね息いきに耳を傾かたむけながら、翠玉は考えた。

　子猫って、晧月様のお話し相手にもなれるんだ。

　僕は撫なでられるだけの存在だと思っていた。

　もしかしたら、他ほかにも出来ることがあるのかな？

　お話をじっと聞いてるだけじゃなくて、晧月様へ僕から何かしてあげたりとか！

　晧月様のお役に立って喜ばせてあげたいな。

　新発見に気持ちが弾はずんで、その夜、翠玉にはなかなか眠りは訪おとずれなかった。




　大和殿まで大だい冒ぼう険けんをした翌日から、翠玉は晧月の言いつけ通り薬事殿に行くことになった。賢輪が腕に抱いて連れて行ってくれるが、薬事殿に着くとすぐに飛承に預けられる。

「すみませんね、飛承」

「賢輪様は、野草の研究に講師にとお忙いそがしいから仕方ないですよ。今日も、翠玉の面めん倒どうはしっかり見ます」

「じゃあ、お願いします」

　足早に薬事殿の廊ろう下かを歩いて行く賢輪を見送ると、飛承は薬事殿の一室に入って行く。

　青い長衣を着た中年の男性が入ってきて野草の授業が始まった。男性は野草を少年たちにあれこれ見せる。

「この野草は、葉は傷薬になり根は煎せんじると頭痛をやわらげてくれる。一本あるだけで重宝するから覚えておけ」

「はい」と返事をする少年たちを翠玉は黙だまって見ていた。

　この子たちもいずれ薬くす師しになってこうやって授業をしたり、薬を病人や怪け我が人に作ってやるのだろう。

　賢輪様は野草の研究や薬作りをして、晧月様の体を守ってあげることができる。

　屋敷の使用人は、晧月様のために美味おいしい料理を振ふる舞える。

　じゃあ、僕はどんなことができるんだろう？

　答えはまだ見つからない。

　午後になると少年たちは作業場に移動し、翠玉も飛承に抱だかれ連れて行かれた。

　作業場の机には野草の束が山と積まれて、少年たちはげんなりとした顔で椅い子すに座る。翠玉もいつもと同じ場所に椅子を与あたえられた。

　縄なわでくくられた野草の束をばらすと少年らはそれを葉、茎くき、根と分けていく。一束は一種類の野草でまとめられていて、流れ作業で野草の仕分けは進んでいく。

　束の中に珍めずらしく、花の蕾つぼみを付けた野草が紛まぎれ込んでいた。一人の少年がそれを机の脇に寄せる。

　翠玉は机の上に飛び乗って前まえ脚あしで花の蕾を手た繰ぐり寄せた。花は他の野草に潰つぶされ傷いたんでしまい、もう茎から蕾が取れかけている。綺き麗れいに花を咲さかせたかったろうにと思っていた翠玉は、ふっと閃ひらめいた。

　そうだ、お花だ！

　晧月様のお部屋はちょっと殺風景だ。花が飾かざられていたら、きっと華やかな雰ふん囲い気きになる。険しい顔で大和殿から帰ってくる晧月様もお花を見たら気持ちが和なごむはずだ。

　それに子猫の僕でもお花なら摘つめる。

　翠玉は椅子からトンと床ゆかに飛び降りた。

「作業場から出るんじゃないぞー」

　という飛承の声が追いかけてくるが、翠玉は花のことで頭がいっぱいだ。言葉は耳を素す通どおりしていく。

　さっそく外に出て薬事殿の周りを探し回った。しかし、花を付けていない野草ばかりで、これでは晧月の部屋を華やかに出来そうにない。

　銀華より冬の訪れが遅い金華なら、どこかにお花は咲いてないかなあ？

　薬事殿を出て隣となりの建物へ足を伸のばす。入り口を覗のぞき込むと、壁かべにずらっと槍やりと剣けんが立てかけられていた。続いての建物は黒い武具が置かれてある。軍関係の建物のようだ。

　ひとしきり中を見た後、翠玉はまた歩き出す。次の建物をぐるりと巡めぐっていくと窓が開け放たれていて、部屋の中で橙だいだい色いろの長衣を着た男達が机に向かって筆を動かしていた。

　橙色の長衣は……確か官かん吏りだったはず。

　薬事殿、軍関係の建物、官吏の建物と並んでいるということは、晧月の屋や敷しきの逆側には彩の国の運営に必要な物が集められているらしい。

　これまで見た王城のことを思い出しながら官吏の建物を巡っていると、ついに軒のき下したに目当ての物を見つけた。青い花が数本咲いている。近寄ってじっくり眺めると、火花が散るような花びらの形をしていた。

　このお花なら喜んでくれそうだ！

　地面に近い部分の茎を咥くわえて後あと退ずさりする。ぷちんと音がして無事摘み取ることができた。それを咥えて、一番近い出口から出て行く。

　すぐ横手には赤い門があった。柱に蔦つたが絡からまる模様が金色で描えがかれている様子は、まるで小さな大和殿だ。

　薬事殿、軍の建物、官吏の建物と飾り気のない建物ばかりだったのに、ここは他とは雰囲気が違ちがうなあ。

　横目で見ながら通り過ぎようとすると、急に風向きが変わった。

　何だか嗅かいだことのある匂においがする。

　翠玉は鼻をヒクつかせた。

　これ、晧月様の匂いだ！

　懐ふところに入れてもらうと微かすかに香かおる花のような匂いがなぜか門の奥から漂ただよって来る。

　晧月様、もしかして今日は大和殿ではなくこちらの庭に来ているんだろうか？

　でも、どうして今日はこんなに匂いが強いんだろう？　普ふ段だんは懐に潜もぐり込まないとわからないのに。

　口に花を咥えたままトコトコ進んで行くと、お堂が姿を現した。赤い壁に黒い瓦かわらの載のった屋根。戸口が細く開いている。一ひと巡めぐりすると六角形の形をしていた。

　ここに晧月様がいるなら、摘んだばかりのこのお花を渡わたせる。

　翠玉の心が弾んだ。

　綺麗だなって喜んでくれるかな？

　尻尾しつぽをゆらゆら揺ゆらしながらお堂へと入っていくが、残念ながら中は無人だった。

　花を床に置いて翠玉は鳴いた。

　晧月様、晧月様、どこですか？

　さほど広くないお堂は、人が十人も入ったらいっぱいになってしまう大きさだ。中央には台座が置かれてあって、木き彫ぼりの像が四体飾られている。傍かたわらに香こう炉ろが置かれてあった。

　匂いはするのに姿が見えないなんておかしい。

　香炉の傍そばまでやってきて、足を止める。

　あれ？　ここから強く晧月様の匂いがする。

　覗き込むと香炉にはお香の燃えかすが残っていた。クンクンと何度も嗅いでみる。

　やっぱり、これは晧月様の匂いだ！

　ぴんと尻尾を立ち上げ、翠玉は何度も香炉の周りを回る。

　結局、晧月はいなかったのに、翠玉は晧月の匂いがする香炉を見つけただけで、嬉うれしくなってしまった。

　どうしよう。この傍から離はなれられないよ。

　クルクルと香炉の傍を回っているうちに、気分が高こう揚ようしてきてお堂の中を駆かけずり回る。足を止めることができなかった。

　やがて体力に限界がやってきて、香炉の傍にぱたりと寝転んだ。ちょうどその場は、お堂の窓から差し込んだ光が陽ひだまりを作っていて、ぽかぽかと暖かい。

　一度横たわってしまうと、走り回って疲つかれた体を起こすのは難なん儀ぎだ。床には香の匂いが濃こく溜たまっていて、いい匂いに瞼まぶたが重くなっていく。

　お花……、早く晧月様の屋敷に戻もどって水に挿さしてもらわなければ。

　それでも眠ねむ気けには勝てず瞼を瞑つぶりかけると、摘んだ花とともに視界の隅すみに四体の木彫りの像が映った。

　……この動物たち、どうしてここに祀まつられているんだろう。

　立派な鬣たてがみの怖こわい顔をした一番端はしの像に目が留まる。

　……もしかしてこれは獅し子しかな？　獅子は初代皇こう帝ていの神しん獣じゆうだって……晧月様が……。

　考えているうちに意識がすうっと途と切ぎれていく。

　どこか遠くで銅ど鑼らが鳴り響ひびく音がした。

　気が付くと、目の前に森らしき風景が広がっていて、たくさんの人が翠玉を追いかけて来る。みんな槍や剣を持っているが、なぜか子こ猫ねこの自分より小さい。

　ああ、僕はきっと夢を見ているんだ。

　人間より大きくなってしまうなんておかしな夢だ。

　翠玉が笑うと、アハハという声が響く。

　アハハだって！　まるで人間みたい。

　またおかしくなって笑う。

　うっすら目を開けると、お堂に吹ふき込む風が摘んできた花をコロコロと転がしていた。

　晧月様にあげるお花、傷んでしまう。

　ぱっと起き上がり、前脚を伸ばす。

「……え？」

　動きが止まった。

「何、……これ？」

　目の前にあったのは真っ白な長い毛の生えた前脚ではなく、長い指と短い爪つめの人間の手だ。

「ええっ!?」

　聞き覚えのない声がお堂の中に響き渡り、慌あわてて口を押さえた。

「にゃあん、じゃない……人間の声……」

　恐おそる恐る体を触さわって確かめると、手と同じく毛のない腹、にょきっと伸びた足がある。

「これ……人間の体だ」

　続けて体を撫なでまわしていた翠玉は悲鳴を上げた。尻しりの付け根からふさふさとした毛を蓄たくわえた尻尾が生えている。

「噓うそ……」

　頭に手をやれば、三角の耳のようなものがピクピク蠢うごめく感かん触しよくがあった。

「こんなの人間じゃない。けど……猫でもない」

　こんな摩ま訶か不ふ思し議ぎな生き物、どこの世にいるだろうか。

「戻ろう！　猫の姿に……。でもどうやって？　僕、記憶がないのに、さらに人間に化けちゃって……」

　このまま子猫に戻れなかったらどうしよう。

　耳と尻尾のついた人間としてずっと生きていくの？

　中ちゆう途と半はん端ぱな姿にガタガタと体が震ふるえ始める。

「……晧月様」

　助けを求めて名を呼んだ途と端たん、翠玉の目からぶわっと涙なみだが溢あふれ始めた。

　こんな異形の姿を見たら晧月は何と思うだろう。これまで子猫として可愛かわいがってもらったのに、こんな姿では……。

　翠玉はどうしていいかわからなくなりお堂の隅に突つっ伏ぷした。







【２】




　王城の広場にコンッ、コンッと仕事の終わりを告げる小こ槌づちが鳴り響く。暫しばらくして通いの神官や官吏たちが、家路につくため王城の数ある殿でんの中から出て来て、金華の街に向かう。その様子を晧月は政務室の窓辺から眺ながめていた。仕事を終えた臣下たちは、皆みな、どことなく嬉うれしそうだ。

「束つかの間の平和といったところか」

　そう呟つぶやいて、金華の街にそびえる塔とうを眺める。その塔は狼煙のろしを上げるためのもので彩の国中に立っている。中には常に兵士が常じよう駐ちゆうしていて、敵てき襲しゆうがあったときに狼煙が上げられ、晧月のいる金華まで伝わるようになっている。小規模な敵襲は白はく煙えん、中規模なものは、黒煙。そして彩の国が揺らぐような規模の場合は、赤色の煙けむりが上げられることになっていた。

　そう遠くないうちに、あの塔から狼煙が上がるだろう。彩の国の兵士の振ふりをして軍に入り込んだ間者によって、加か冠かんの儀ぎの顚てん末まつが国境を囲む三国にそろそろ伝わっている頃ころだからだ。

　彩の国の皇帝が、加冠の儀で神獣と契けい約やくを交かわさなかったことを知った隣りん国ごくの王たちは、何か裏があるのではないかと疑いつつも、この冬か春には大きな戦いくさを起こす決断を下すに違いない。晧月の彩の国や三国の王が治める国がある東の大陸は、未いまだかつてない激しい戦が繰くり広げられるはずだ。

「神獣などいなくても、彩の国軍は強いということを見せてやる」

　晧月はぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

　戦に勝てば、彩の国を征せい服ふくしたいと企たくらむ三国も、そして、神獣がいなければ彩の国は成り立たないと考えている彩の国の民たみも考えが変わる。

　窓を開けると、冷たい冬の風が入り込んできた。地平線の向こうに沈しずんで行く橙だいだい色いろの太陽を見ていたらチクッと心が痛んだ。

　ゆっくりと目を瞑る。

　銀華で行われた加冠の儀も、こんな夕暮れだった。

　古びた石作りの神殿が瞼の裏に浮うかんでくる。

　彩の国の皇帝が代々加冠の儀を行う場所だった。そこで晧月が佇たたずんでいるとグルッと喉のどを鳴らす音がした。

　振り向くと巨きよ大だいな獣けものが太陽の光を背負って座っていた。

　逆光で姿は黒く、顔の形はよく分からない。目を凝こらすと体は毛だらけのようだった。

『とうとうやってきたか』と晧月は呟つぶやいた。そして腹の底から声を出す。

『去れ』

　いきなりの晧月の怒ど鳴なり声に驚おどろいたのか、巨大な獣は数歩後あと退ずさりする。『グルルッ』と喉を鳴らして何か訴うつたえようとするので、晧月は腰こしの短刀を引き抜ぬいた。

　暫くの攻こう防ぼうの後、肩かたを落として神獣は銀華の森の奥に消えて行った。逆光の中、微かすかに見えた後ろ姿はとても落ちこんでいるように見えた。

　加冠の儀を終えた銀華は、すぐに雪が降り始め、荒あれた天気となった。

　すんなり天界に戻ってくれていればいいが。

　銀華の森に居続けてはいくら神獣でも凍こごえてしまうだろう。

　楊毅に調べに行かせたが、どんな報告を持って戻ってくるのか、気がかりだ。

　晧月がここまで神獣を拒きよ絶ぜつするのは、人間の戦に神獣を付き合わせるべきではないという考えとともに、不ふ均きん衡こうな王城の権力を正したいからでもあった。

　二代目の皇帝の御み代よから、神獣の祭事を司つかさどる神官家という一家が、王城で権力を握にぎり始めた。彼らは、神獣の生態を調べ上げ、天から呼び出す秘術を見つけたという噂うわさだった。

　秘術は、門外不出のもので皇帝家にさえ公開されていなかった。だから、神獣の生態を知る者は彩の国でごくわずかだ。

　神獣を知り尽つくした神官家のお蔭かげで、神獣は最強の兵器となり、彩の国は戦に勝ち続けることができた。しかし、神官家だけに頼ることは、王城内のあらゆる均衡を乱す結果となった。

　神官家は、祭事だけでなく政治や軍事にまで口を出すようになり、皇帝が代わるたびに王城内で力を増していった。

　これでは神官家に力が集中し、いつしか皇帝家と逆転してしまう。

　晧月は危き惧ぐしていた。

　王城で力を付けすぎた神官家を一いつ掃そうするには、大きな改革が必要だった。

　彩の国は、神獣の加護を受ける国だと考える民たみや兵の意識を改めるのだ。

　やることは二つ。晧月が自ら軍を指揮して強くすることと、加冠の儀で現れた神獣と契約を交わさず天界に戻すことだ。

　これまで四代の皇帝が出来なかったことに、晧月は挑いどもうとしていた。

　とっぷりと日が暮れてから、政務室を後にした。大和殿を出たが、そのまま屋や敷しきには戻らず、別の建物へと足を向ける。文ぶん淵えん殿でんという所だ。

　ここは官かん吏りの仕事場となっていて、二つの国家事業が行われていた。一つは、晧月が政務で決定したことを記録し資料として残すこと、もう一つは歴史書の編へん纂さんだ。

　国の歴史である国記、戦の記録である軍記。そして、神獣のことを記録した神記。

　歴史の専門的な知識を持った官吏がそれぞれ歴史書の編纂に当たっていた。

「明メイ陽ヨウ。いるか？」

　文淵殿の書庫に蠟ろう燭そくを片手に入って行くと、何重にも背の高い書しよ棚だなが並ぶ部屋の奥から書物の頁ページを捲めくる音がする。

　晧月が近づいていくと、書棚に立てかけた梯子はしごに上ったまま細ほそ面おもての青年が書物を食い入るように見ていた。晧月に気付いて書物を閉じ、ぱっと梯子から飛び降りる。

　明陽は、文淵殿の書物に精通した官吏だ。薄うす暗ぐらい書庫にいるのが全然苦ではないという青年で、晧月は皇こう帝ていになって以来、神しん獣じゆうのことについて書かれた、ありとあらゆる書物を調べさせていた。神官家がひた隠かくしにする神獣の生態を探さぐるためだ。

　神獣のことは、初代皇帝の下もとに舞まい降りた日から、晧月の父の神獣まで合計四冊の神記に事細かに書かれている。編纂方法はどの歴史書よりも厳格で、皇帝と神官が中心となって話をし、官吏によってまとめられている。

　しかし、晧月は初代や二代目皇帝の時代の神記を信じていなかった。神記の編纂は二代目皇帝の代から始まったのだが、二代目皇帝が神記の作成に関かかわれたはずがないからだ。なぜなら、彼はわずか三歳で帝位につき十代後半で流行はやり病で命を落としている。となれば、一冊目も二冊目の神記も神官のみの口から語られたと考えた方がいい。

　ただの臣下にしか過ぎなかった神官は、二代目の御代で急速に力を付けていった。東の大陸の小国に過ぎなかった彩の国が、他ほかの国からの侵しん略りやくを逃のがれられたのは、神獣のお蔭だからだ。そして、その神獣のことを知り尽くした神官は、病弱な幼よう帝ていにはなくてはならない存在だったのだろう。

　やがて神獣の生態を一族以外には秘ひ匿とくにするという特別な権力を持った神官家が設立され、彩の国の王城に根を張るようになった。

「無事の御ご帰き還かん、おめでとうございます」

　晧月の傍そばにやって来た明陽は、ひどく沈ちん鬱うつそうな顔をしていた。元々明るい表情が少ないのだが、今日は特にひどい。

「何かあったのか？」

「この四年、国記、軍記、さらにはその周辺記録も確かく認にんし、神記に書かれていること以外の神獣の記録を調べてきたのですが、全すべてに目を通し終えてしまいまして」

　あまり感情を表に出さない晧月も、これには驚く。明陽は神獣の文ぶん献けん探しの専任で、集中して調べることができたとはいえ、書庫一部屋だけで数十万冊の書物が保管できる。また、この部屋以外にもまだまだ書庫があるのだ。

「そこまで探して神記以外の神獣情報は何もなしか。徹てつ底ていしているな」

「残るは併へい合ごうした国々の歴史書を収めた書庫だけですが、期待できないかもしれません。書物に書かれている言葉が異なりますので……」

　炎輝が下手を打って、加冠の儀以外でも神獣を呼び出せることを知り、一つ神官家の力を削そぐ材料を手に入れたと思ったのに、神獣に関する書物はもう探しつくしたのだという。後は、異国に攻め入ったときに手に入れた書物しかないが、初代や二代目皇帝の頃に手に入れたものとなれば、その国の言葉の読み書きをできる者はおらず、解読にはかなり手を焼くだろう。

　どうしたらよいのか、晧月は考えながら帰宅の途とについた。

　屋敷の門を潜くぐると「翠玉？　翠玉？　どこですか？」という声が薄暗い庭に響ひびいていた。賢輪の声だ。「おーい。どこだ？」「子こ猫ねこちゃん」と叫さけぶ女官や使用人の声もする。晧月は何かあったのかと思い、橋を渡わたり四阿あずまやを抜け屋敷の奥にある庭へと向かった。

　庭では灯タン籠ロンを持った賢輪たちが茂しげみを覗のぞき込んだり、木を見上げていたりする。

「どうした？　そんなに翠玉の名を呼んで」

　現れた晧月に気付き、賢輪が青ざめた顔で寄ってくる。

「翠玉がいないのです。いくら捜さがしても姿が……」

「大げさな。屋敷のどこかで遊んでいるんだろう」

「薬事殿の作業場で子供らと一いつ緒しよにいたのですが、目を離はなした隙すきに外に出てしまいそこから行方ゆくえが分からずじまいなのです。もしかしたら、一いつ匹ぴきで屋敷に戻もどって来ているのかと思って今、皆に声をかけて捜してもらっていました。……申し訳ありません。私があの子を傍に置いていればこんなことには」

　あまりのしょげように、賢輪の肩を軽く叩たたいて慰なぐさめる。

「お前にはお前の仕事があるのに、子猫を預けて負担をかけさせてしまった。薬事殿を出て以来、足取りは摑つかめないのか？　目立つなりをしているから歩き回れば人の目につくはずだ。王城を歩き回って疲つかれ、そのまま寝ねこけているのかもしれない」

　晧月は使用人を呼びよせ灯籠を一つ用意させた。

「昼、王城の警備にあたっていた衛兵に聞いてみました。白くて毛の長い猫が文淵殿のあたりをウロウロしていたのを見たそうです。そちらも捜してみたのですが」

「もう一度、行ってみよう」

　灯籠を手に歩き出すと、賢輪が後を追って来る。

「私が見てまいります。晧月様はどうかお休みください」

「たかが猫……だが、いないとなるとどうも落ち着かん」

　銀華の雪原で何気なしに拾った子猫は、みゃーみゃーと鳴きながら足元にすり寄って来る姿が愛らしく、構っていると政務の疲れも癒いやされる。

　広場までやってくると、賢輪は小走りに大和殿に向かって駆かけていく。

「もしかしたら晧月様を迎むかえに大和殿のあたりをウロウロしているのかもしれません。あちらの方を見てまいります」

「ああ。頼たのむ」

　晧月は広場を突つっ切って薬事殿まで行き、翠玉が潜り込みそうな場所を見てまわった。そのまま北の方角に足を向け、軍の詰つめ所や官吏の仕事場である文淵殿も覗いてみる。だが白くて毛の長い子猫の姿はどこにも見えない。

　やがて小ぶりな赤い門の前までやってきて立ち止まった。門の柱には金の装そう飾しよくがほどこされ月の光で鈍にぶく光っている。覗き込むと庭がある。神官家の庭だ。緑豊かな晧月の屋敷とは違ちがい、白い小こ砂じや利りが敷しきつめられている。月を背負うようにして奥に六角堂が建っていた。そこには、初代皇帝から晧月の父親まで四代の皇帝と契けい約やくした各神獣が祀まつられていた。

「ここに入り込んでいるとしたら、厄やつ介かいだな」

　賢輪が調べていないのは明らかだ。神官家の敷しき地ちには皇帝すらも立ち入らせない。神官家の特権の一つだ。敷地内では彩の国のために戦って死んでいった神獣に捧ささげる香こう作りや、祈き禱とうが行われていた。

　もう少ししたら、六角堂に神官が夜の祈禱をしにやってくる。翠玉はあの声が苦手なようだから、一匹で震ふるえさせるのは可哀かわい想そうだ。

　晧月は悩なやむのを止め、庭へと入っていった。六角堂に続く小道は硬かたく踏ふみしめられている。神官家の人間が何千、何万回と通った印だ。

　六角堂の扉とびらに手をかけ「翠玉。いるか？」と声をかける。

　驚おどろいたようにドタバタと床ゆかを駆ける音がした。子猫が立てる音にしては大きい。

　灯籠を掲かかげると、祭さい壇だんに祀られた木き彫ぼりの像が照らされる。子供の背せ丈たけほどあるそれは、獅し子し、豹ひよう、虎とら、貂てんをかたどっていてどの顔もいかめしく彫ほられている。かつて天界から地上に舞い降り彩の国のために戦ってくれた神獣たちだ。

　中に入っていくとミシミシと床ゆか板いたが鳴る。またドタバタと音がしてそちらに灯籠を向けると、何者かが明かりを避さけるように祭壇の真裏に逃にげ込んで行った。

　こそ泥どろか？

　いつ向こうが襲おそい掛かかってきてもいいように、晧月は腰こしの短刀にかけた。気配を殺して音がした方に近づいて行くと、灯籠の明かりが壁かべにへばりつき震えている白い背中を映した。背格好からして少年のようだ。

「おい。そんな格好で何をしている？」

　真冬に衣ころも一つ羽織らずにいる少年に驚いて歩み寄ると、彼は怯おびえたように背中を丸めた。

　金華の街で追いはぎにでも遭あい逃げ込んできたのだろうか？　いや、だとしたら王城に裸はだかの少年が足を踏み入れた途と端たん、衛兵が気づくはずだ。

　ともかくこの姿のままではまずい。

　灯籠を傍かたわらに置き、しゃがみ込む。背を向け俯うつむいている少年に上着をかけてやろうとした晧月の手が止まった。

「……耳が」

　銀色にも見える白い髪かみに、猫のような三角の耳が頭部に付いていた。

　上着を片手に灯籠をもう一度掲げる。

　肉の薄うすい体。尻しりの付け根から白い尻尾しつぽが伸のびていて、少年の足の間に挟はさまれ細かく震えていた。

　妖よう艶えんな女に化ける金華の猫、人間に知ち恵えを授さずける白華の犬、妖よう術じゆつを教えてくれる銅華の狐きつね。そして、少年の姿に化ける銀華の猫。

　彩の国には動物に絡からんだ伝説が幾いくつもある。だが、実際に目にしたのは初めてだ。

　少年ににじり寄って頭部に手を伸ばした。三角の耳は触さわられるのを嫌いやがるかのようにピクピクと動く。作りものとは思えない。続いて尾おを触った。明らかに猫の尻尾の感かん触しよくだ。

「……尻尾、嫌です」

　少年が壁にめり込ませる勢いで体を縮めた。そこを触られるのは好きではないらしい。ぱっと手を離すと尻尾が激しく左右に揺ゆれる。

　壁にしがみつく少年の肩かたに脱ぬいだ上着をかけた。

「人の言葉がしゃべれるのか？　なら、俺の言うことが分かるな？　お前は何者だ？」

　恐おそる恐る振ふり向いた少年は涙なみだに濡ぬれた大きな緑色の目をしていた。

　子猫の翠玉と同じ目の色をした人間がこの世にいるとは。

　頰ほおは涙でぐしょぐしょで、鼻先が赤くなっている。随ずい分ぶん長い間泣いていたようだ。

「ぼ、僕は……」

　急に少年の目から大おお粒つぶの涙が溢あふれ出し、ボタボタッと床に落ちた。やがて床に突っ伏ぷしてしゃくり上げながら泣きはじめる。手には萎しおれかけの青い花を一本握にぎっていた。

　頭部の三角耳と股またに挟んだ尻尾を震わせおいおいと泣く姿は、変へん化げした伝説の動物というより人間そのものだ。

　異形の姿に生まれついた、ただの人間なのだろうか？

　晧月は少年の肩に手を置く。骨ばった肩は、とても冷たかった。

「この世の終わりみたいに泣かんでいい。お前は異国から連れ去られてきたのか？　それとも見み世せ物もの小屋で働かされるのが嫌で逃げ出してきたのか？」

　少年が激しく首を振る。白い髪がサラサラと揺れ、人間の耳が露あらわになった。傷口が一いつ瞬しゆん見え、晧月は手を伸ばし耳の傍そばの髪をかき上げた。すると少年は、片手で傷の辺りをさっと隠かくす。

「……お前は」

　耳の裏に傷を持つ緑の目の子猫。そして同じ傷を持ち同じ目の色をした少年。おまけに子猫が拾われた銀華には猫が少年に化けるという伝説があって……。

　少年は激しく首を振った。

「違いますっ」

「しかし……」

「違いますっ。違いますっ」

　この頑かたくなさは一体何だ？

　腕うで組ぐみをして少年を見つめていると、コン、コン、コンという乾かわいた音が外で響ひびいた。

　少年は三角耳をピクピクと動かし、不安げな顔をする。

「夜の祈禱が間もなく始まるという合図だ」

「祈禱!?」

「一ひと先まずず、ここを出るぞ」

　少年の腕を摑つかんで立たせる。全ぜん裸らの少年と人ひと気けのない六角堂にいるところを、神官家の人間に見られるのはかなり分が悪い。

　上着でしっかりと体を包むと灯タン籠ロンの明かりを吹ふき消した。抱だき上げると少年は逃のがれようとバタバタと足を動かした。

「騒さわぐな」

　入り口で辺りを見回すと、門から人が数人やってくる気配があった。六角堂を出て裏に回り神官らが中に全員入ったことを確かく認にんしてから庭を駆け出した。

　誰だれにも見つからず無事、神官家の庭を出てほっと息つく。

「広場を突っ切るのはまずいな。大和殿の裏を回るか」

　晧月は人気のない道を選んで歩き出す。上着から出た少年の素す足あしは青白くなっていた。

「寒いだろう」

　話しかけると息が夜空に白く散っていく。金華は銀華より冬の到とう来らいが遅おそく、季節はまだ秋の終わりだが、今夜は相当冷える。

「お前を見つけることが出来て良かった。朝まで裸のままでいたら風邪かぜを引いていた」

　少年は黙だまったままだった。しゃべったら正体がばれてしまうと警けい戒かいしているのだろう。手の中には六角堂で握っていた花がそのままの状態であった。手放さないところを見るとよほど大事なものらしい。

「その花、変化に使う道具なのか？」

　チラッと少年は顔を上げて晧月の顔を見る。

「これは……綺き麗れいだったので……晧月様に差し上げようと」

「なぜ、俺の名前を知っている？」

　はっと息を吞のんで少年はまた黙り込んでしまった。腕に抱いた体は硬くなり頭部の耳がぺたんと後ろに倒たおれる。晧月の目にはもうこの少年が翠玉であるのは明らかだ。どうしてここまで正体がばれるのを怖こわがるのだろう。

　屋や敷しきの傍まで来ると、塀へい越ごしに「翠玉。出ておいで」「小魚を用意したぞ」と叫さけぶ女官や使用人の声が聞こえた。その声を聞いて、ますます少年の三角の耳が後ろに寝ねてしまう。

「裏から行くか」と晧月は呟つぶやいた。

　人目を避け屋敷の裏門から入っていく。誰にも姿を見られず部屋まで辿たどりつくと、まず少年を寝しん台だいに腰こし掛かけさせた。少年は裸の体にぎゅうっと上着を巻き付け、顎あごが鎖さ骨こつにくっつくほど俯く。晧月に対して絶対に何も話すまいという意思表示のようだ。あれこれ聞いても無理そうだと思い、晧月は一いつ旦たん部屋から出て庭で翠玉を捜さがす女官らに声をかけた。

「無事見つかった」

「翠玉ったらどこにいたんですか？」

　女官の一人が胸をなで下ろしながら傍にやってくる。

「木に登って降りられなくなっていた」

「まあ。やんちゃな子猫」

「賢輪にも見つかったと伝えてくれ。大和殿の辺りを捜しているだろうから」

「はい。かしこまりました」

「それと茶器一式と熱い湯、それに小ぶりな花器を」

「花器？　晧月様がお花ですか？」

　飾かざり気のない部屋を好む晧月を知っている女官は驚おどろいている。

　女官が用意した茶器一式と花器を持って晧月は部屋に戻もどった。寝台に座っていた少年は窺うかがうように顔を上げる。

「ほら」

　晧月はお茶を用意し少年の前に持っていった。少年は手に持つ青い花を傍らに置いて茶器を受け取るが口を付けようとしない。

「体が冷え切っているだろう？　飲めば温まるぞ」

　促うながすとようやく茶器を顔の傍まで持っていった。

「……いい匂におい」

　少年は呟くが、尻尾しつぽはパタッ、パタッと寝台のへりを叩たたいている。何か不満なようだ。

「ああ。お前、猫ねこだから熱いのが駄だ目めなのか」

　人間の姿をしているがやはり中身は猫らしい。そのことに気づいて晧月が言うと、

「猫じゃありません。だ、大だい丈じよう夫ぶです。飲めます」

　少年は焦あせった顔で茶器に口を付けた。

「熱っ……」

　勢いよく茶器を口から離はなしたものだから、雫しずくが飛び散り上着や床ゆかを濡らす。

「火傷やけどはしていないか？」

　晧月は少年から茶器を取り上げ机の上に置いた。それから少年を立たせ急いで濡れた上着を脱がせる。裸はだかにされて怖かったのか、足の間に挟はさまれた尻尾が震ふるえていた。自分の予備の夜着を持ってきて広げすぐに袖そでを通させる。

　片かた膝ひざを床につき腰こし紐ひもを結んでやりながら、できるだけやんわりとした口調で話しかけた。

「お前は翠玉なんだろう？　なぜ、そこまで否定する？」

　見上げると、見る見る緑の目に涙が浮うかんでくる。

「……こんな中ちゆう途と半はん端ぱな猫、嫌です」

「自分の姿を恥はじているのか？」

　聞くと声を出さずに少年は頷うなずいたが、やがて「晧月様にっ、し、知られたくなくて」と激しくしゃくり上げ泣き始めた。

　やはり翠玉だったか。

　腰紐を結び終え、晧月は立ち上がる。

　慰なぐさめ方など知らないので困り果ててしまった。何か泣き止やませる方法はないだろうかと部屋を見回し、机に置いた花器に目が留まる。卵のような形の白くて小さな一輪挿ざしだ。

　晧月は寝台にある青い花を手に取ると、机の前まで行き、翠玉を呼びよせた。

　しゃくりあげながらやってきた翠玉の手に花器を持たせ、青い花をそこにそっと活いける。

「お前は俺を喜ばせようと思ってこの花を持ってきてくれたのだろう？　とても、綺麗だ。心が和なごむ。人を喜ばせようとする心を持った者は美しい。姿が変化したことにとまどっているようだが、恥じることはない」

　晧月は腰こしをかがめ翠玉が摘つんできた花をじっくり眺ながめた。冬の花で初はつ恋こい草そうという可愛かわいらしい名前がついている。彩の国では意中の相手に思いを告げるために用いられる花だ。おそらく翠玉はそんなことは知る由よしもなく摘んだのだろうが。

　一いつ生しよう懸けん命めい、子猫が初恋草を摘み口に咥くわえ歩く姿を想像すると微笑ほほえましい。

　翠玉の泣き声が次し第だいに治まっていった。　>>>♥

「この花はどこで摘んだんだ？」

「か、官かん吏りの建物の……軒のき下した……です」

「文淵殿か。その時は猫の姿だったのか？　もう人の姿に？」

　花器を胸に抱だきしめるようにして翠玉は沈ちん黙もくした。

「翠玉、どうなんだ？　話してくれ」

　促すと翠玉は重い口を開いた。

「……花を摘んだ時は……子猫でした。この姿になったのはお堂で……」

「あそこは六角堂だ。神しん獣じゆうを祀まつっている。花を摘んだ後、そこに行こうと思ったのか？」

　翠玉なら花を摘んだらすぐに晧月の屋敷や薬事殿に向かい、萎しおれないように人間に願いそうなものだが。

　行動にひっかかりを覚えていると、翠玉が答えた。

「……文淵殿を出たら、どこからか晧月様の匂いがして」

「俺の匂い？」

　晧月は香かおりを纏まとう習慣がないので首を傾かしげた。

「懐ふところに入れていただくと、いつもお花みたいな匂いがします。僕、その匂いを嗅かぐのが大好きで、だから、すぐ近くに晧月様がいるんだなと思って嬉うれしくなって、匂いを辿って行きました。そうしたら、香こう炉ろから晧月様の匂いがして……。いい匂いとぽかぽかした日差しで眠ねむくなってしまって目覚めたらこんな姿に」

　花器を持った翠玉の手がブルブルと震え始めた。

「勝手に変へん化げしたと？」

　翠玉が緑の目から涙なみだを溢あふれさせながら頷く。

「僕、記き憶おくがなくて……何も覚えていないんです。家族のことも、自分の名前もわかりません。だから戻り方も……」

　たった一匹ぴきで記憶のないまま雪原を彷徨さまよってどれほど心細かっただろう。

　晧月は翠玉から花器を受け取り、机の上に戻す。そして、翠玉を寝しん台だいに招いて座らせた。

　目から溢れた涙が頰ほおを伝い、顎先で雫となってポタポタと手の甲こうに落ちるのを見ていたら、自然と翠玉の背中を撫なでていた。

「では頭の怪け我がは？　どこで負ったものだ？」

「目覚めたとき、すでにありました」

「頭を損傷した兵士がまれに記憶を失うということがある。時間が経たつと戻る者もいるようだが……一年後だったり十年後だったりまちまちだ」

「時間がかかっても皆みな、戻るのですか？」

「残念ながら戻らない者もいる」

　翠玉が絶望したように両手で顔を覆おおった。

「今夜、悩なやんだところで答えは出そうにないな。明日あした、起きてからじっくり考えよう」

　寝ね支じ度たくを始めると、寝台に座ったまま翠玉は所在なげに部屋を眺めている。

　晧月もまた夜着を羽織りながら困っていた。

　今夜の翠玉の寝場所が必要だ。

　晧月の部屋に寝具を運ぶとしても、他ほかに部屋を用意させるとしても人を呼ばなければいけない。他の人間に耳や尻尾をじろじろ見られるのは、今の翠玉には刺し激げきが強すぎる。

　かといって子猫のときみたいに懐に抱だいて寝てやるわけにもいかない。

　冷静になって翠玉を眺めてみれば、泣きはらした目や赤くなった鼻先を差し引いても十分、人目を引く容姿だ。どことなく浮うき世よ離ばなれしている様子は、儚はかなげで庇ひ護ご欲よくをそそる。

　さてどうしたものかと腕うで組ぐみをしていると、急に翠玉が激しく三角耳を動かした。少し遅おくれて晧月にも夜の祈き禱とうの声が届く。

「この声……嫌きらいです」

　寝台に腰こし掛かけていた翠玉は体を前のめりにし、耳を塞ふさいだ。

「なんだか……頭に響ひびいて……」

　少年の姿になっても怖こわがりなところは子猫のころと変わっていない。

　体を折り曲げ震えている翠玉の傍そばに、晧月は静かに近づいていった。

　猫の耳が晧月の目の前でせわしなく震えていた。

「月が中天に差しかかれば祈禱も終わる。それまで一いつ緒しよに過ごすか？」

　声を出さずに何度もうなずく翠玉を布ふ団とんを捲めくって横たわらせる。そして晧月も隣となりに寝そべった。翠玉はよほど祈禱の声が苦手らしい。潜もぐり込んだ布団がもこっと盛り上がり小山のようになって震えている。

「子猫のお前は俺の懐を好んでいたが、今の姿でもそうなのか？　もしそうなら……ほら」

　手を広げてやると、翠玉がわっと泣き声を上げて飛び込んできた。鼻をぐずぐずいわせながら胸むな元もとにすがりつくので、試ためしにぎゅっと抱いてやると安心したように息を吐はく。

　慣れない手つきで背中を撫で続けると、少しずつ翠玉の体が緩ゆるんでいった。尻尾が寝台横にひょこっと出て来て、撫でられるのを喜ぶように左右に蠢うごめく。

　布団の中からはスンスンと音がする。捲ると翠玉は目を瞑つぶったまま晧月の体を嗅いでいた。半分、寝ぼけているようだ。

「そういえば、文淵殿から俺の匂においがしたと言っていたな」

　体から匂いがすると、今まで誰だれにも言われたことがない。

「神官家の香こうと俺の体の匂いが同じとは不思議な話だ。賢輪に調べさせてみるか」

　翠玉は何やら寝言を言いながらむずかるので、背中をトントンと叩いてやる。少しして、尻尾が蠢くのが止まり、晧月はようやく一息をついた。

「やれやれ、これではまるで俺が母はは猫ねこのようではないか」

　寝顔を見つめていると子猫のときと同じく癒いやされる。

「さて、この子を今後、どうしたものか」

　臆おく病びようなところや甘えたなところも変わっていない。しかし、翠玉がずっと少年の姿のままなら、傍に置いておくのは危険すぎる。

　神官家の人間が無む邪じや気きに晧月にまとわりつく翠玉を見たら、皇こう帝ていは彩の国を守ってくれる神獣をそっちのけにして、少年に夢中だという作り話を金華の街中に流しかねない。

「人里離れた離り宮きゆうにやるか。信しん頼らいできる従者を一人、二人付けてやれば……」

　しかし、晧月は歯切れが悪くなる。子猫のときにあれほど甘えただった翠玉だ。遠ざけられ悲しみにくれる少年の姿が瞼まぶたの裏にはっきりと浮うかぶ。

　あやすのを忘れていると、ぎゅうっと翠玉が抱き付いてきた。

「……こんな風にすがりつかれては手放せないではないか」

　少年の翠玉を今後どうするか、皇帝としての晧月と一人の人間としての晧月がせめぎ合う。

　加か冠かんの儀ぎで神獣と契けい約やくしなかったことで、晧月が本当に彩の国の皇帝でいいのだろうかと民たみは考えているはずだ。そんな中での醜しゆう聞ぶんは避さけたい。小さな醜聞でも幾いくつも重なれば、皇帝を椅い子すから引きずり下ろす威い力りよくを持つ。

　彩の国は新たな一歩を踏ふみ出したばかりで、晧月は皇帝の座を降りることができない。晧月以外の人間が皇帝になれば、すぐに神獣頼だよりの国へ逆ぎやく戻もどりしてしまうのが目に見えていた。

　それだけは避けなければならない。

　彩の国は、神獣を加護する存在として崇あがめるとともに、戦いくさの道具として残ざん酷こくに利用してきた。

　晧月は先代の皇帝、つまり父親と契約を交かわした神獣が戦で酷ひどい扱あつかいを受けているのを見て、自分が皇帝になったら絶対に戦に神しん獣じゆうを利用しないと心に決めていた。




　晧月が神獣と初めて出会ったのは、十五歳の頃ころだ。その当時は、金華から遠く離れた北の離宮に住んでいた。

　生母の身分が低く、皇帝である父親には母親違ちがいの大勢の息子むすこがいた。だから王城から使者がやってきたときは大層驚おどろいた。

　流行はやり病で兄達がパタパタと死に、皇太子となれる健康な男子が晧月以外いないのだという。

『すぐに皇帝の下もとへ』

　使者が晧月に伝えた行き先は金華の王城ではなく、さらにそこから南にある彩の国と雲ウン国コクの国境線だった。銀華と同じく長年小こ競ぜり合いが続く場所で、今まさにそこで皇帝が神獣を率いて戦を行っていた。

　数十日間の旅を経てようやく国境線に辿たどりついた晧月は、小規模な野営地に拍ひよう子し抜ぬけした。雲国は彩の国と同じぐらい広い領土の国だから、そこと戦うとなっては動員される兵もかなりのものだろうと考えていたのに、天幕は数えるほどしかない。

　柵さくで囲われた野営地の中に入って行くと、最さい奥おうに大天幕が見えた。その軍で一番身分が高い者のための天幕だ。その横には小山のように大きな獣けものが座っていた。

『これが……神獣』

　姿形は貂てんなのだがとにかく巨きよ大だいで、胴どう体たいは細長く毛が黄金に輝かがやいている。鼻は尖とがっていて黒い瞳ひとみは黒曜石のようだ。

　晧月と目が合うと、神獣は『グルルッ』と野太い声を上げた。とても警けい戒かいしているようだ。

『こんな生き物がこの世に』

　晧月が住んでいた白華は、数十年前に彩の国に併へい合ごうされたばかりで、住んでいる民に神獣信しん仰こうの風習はない。そんな場所で育った晧月もまた、神獣がこの世に存在しているという実感は薄うすかった。

『おい。新人兵か？　神獣の正面に立つな。敵だと勘かん違ちがいする』

　大天幕の中から出てきた白い長衣を着た男が言った。年ねん齢れいは晧月と同じぐらいだ。

　白い長衣を着ているということは神官なはず。どうして戦場にいるのだろう。

『俺は晧月。父上に呼び出されてやってきた』

　名乗ると、『ああ。貴方あなたが。これはこれは皇太子様』と男は慇いん懃ぎん無礼な態度で拝礼をし、『炎輝と申します』と名乗った。

　そして大天幕の幕を捲りあげ、『皇帝。そろそろ御ご準じゆん備びを』と声をかける。

　こんな年若い、しかも神官の身分であるのに、戦場の指揮権を持っているらしい。

　天幕の中では、髭ひげを蓄たくわえ鋭するどい目をした男が椅子に座って腕組みをしていた。

　あれが、父。

　父親は椅子から立ち上がると、天幕の外に出て来て神獣の前に立つ。すると神獣は先ほど晧月に見せた態度とは打って変わり、目を細め愛いとおしい者を見るような顔で鼻先を父親にこすりつけようとする。が、うるさそうに父親はそれを払はらった。

『寄るな。獣の匂いがつく』

　神獣は悲し気に鳴いて砂地に体を伏ふせた。

　これが、神獣とその神獣を娶めとったとされる男の関係か？

　まるで機き嫌げんの悪い主とそれに飼われている獣にしか見えない。

　これではあまりにも神獣が可哀かわい想そうだ。

　撫なでてやろうと手を伸のばすと、また神獣は唸うなり声を上げる。

『誰だ、お前は？』

　ジロッと父親は晧月を睨にらみつけた。息子であることを告げると、『よく来た。間もなく戦が始まる。よく見ておけ』と素っ気なく言って野営地の外に足を向ける。するとすげなくされたというのに神獣は立ち上がって子犬のようにいそいそと父親の後をついていく。

　前線まで行って晧月は驚いた。

　兵はたったの数百人。しかも、顔には緊きん張ちよう感かんが見られない。将軍や副官たちは、談だん笑しようしている始末だ。

　神獣は砂地に立つ父親の横で腹ばいになっていた。尻尾しつぽを躍おどるように動かして砂を叩たたいていたが、開戦を告げる銅ど鑼らが鳴り響ひびくと急に体を縮めてしまった。体の大きさに似合わず臆病な性格らしい。

　やがて、前線の向こうに砂すな煙けむりが上がり始めた。おそらく、雲国の騎き馬ば隊が先せん陣じんを切ってこちらにやってきているのだろう。だが、彩の国側は将軍は騎馬もせず、兵も剣けんを構える様子はない。

『父上、これでは攻せめられてしまいます！　早く陣じん形けいの指示をっ』

　だが、父親は晧月の言葉を無視し、銅鑼の音に体を震ふるわせている神獣へ『行け』とけしかける。

　父親が尖った鼻先を叩くと、神獣はきゅうきゅうと怯おびえる子犬みたいに鳴いて体を起こす。とても怖こわがっているようだ。

　しかし、『さっさと敵てき陣じんに突つっ込めっ』と父親にけしかけられた神獣は、意を決したように一度目を瞑る。そして、再び目を開けた瞬しゆん間かん、駆かけ出した。太い後ろ脚あしから蹴けり上げられた砂が柱のように空に舞まい上がる。そして彩の国の陣じん地ちまで攻め入ってきていた騎兵を次々と体当たりで蹴け散ちらしていった。

　晧月は叫さけんだ。

『神獣は彩の国を加護する存在なのではないのですか？　あれでは兵器です』

　将軍も兵も戦場を眺ながめているだけで誰だれも動きだそうとせず、晧月は情けない気持ちでいっぱいになった。

　神獣は騎兵の一群をなんなく打ち破ったが、続く弓部隊に矢を射られ徐じよ々じよに動きが鈍にぶくなっていった。時々、助けを求めるように振ふり向いて鳴き声を上げている。

　それを見て父親が言った。

『疎うとましい』

　耳を疑いたくなる。あんな戦わせ方をしておいて、疎ましいだなんて。

『神獣を野営地に戻もどしてやってください。余りにも可哀想です。敵国兵と同じく兵を使うべきです』

『甘いな、お前は』

『ですがっ』

　言い争っていると、炎輝が傍そばにやってきて、言う。

『大だい丈じよう夫ぶですよ。晧月様。彩の国は神獣の加護を得た国ですから』

『これは、人間の戦だぞ？』

　晧月は声を荒あららげた。だが、炎輝の顔には薄うす笑わらいが浮かんでいた。そして、額に手を当てて、戦う神獣の様子を眺めはじめた。

　自国の戦だというのに、皇帝も将軍も兵も、他人ごとだ。

　ずっとこんな調子で初代皇こう帝ていの御み代よからやってきたのか？

　誰もこんな戦い方を止めようと言いだす者はいなかったのか？

　初代から今まで、戦に何千、何万人という人間が関かかわってきたはずだ。

　いないのなら、自分が神獣の解放を……。

　そこまで考えて晧月は無力感に襲おそわれた。

　戦の仕方を変えたら、神獣頼だよりでやってきた兵はろくに動けないに違いない。あっという間に負けてしまう。

　今もこの場で何もできない自分は、卑ひ怯きよう者のうちの一人なのだ。

　神獣に加護された国なんて大おお噓うそだ。

　彩の国は神獣を残酷に利用して生き残ってきただけだ。

　そう気づいた途と端たん、つんざくような神獣の悲鳴が聞こえてきて晧月は耳を塞ふさいだ。
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　チチチッと小鳥のさえずりが遠くから聞こえ、翠玉は薄く目を開けた。

　薄うす暗ぐらいのは布ふ団とんの中に潜もぐっているからだろう。体がほかほかと温かい。

　目が慣れてくると、くっきりとくぼんだ綺き麗れいな鎖さ骨こつが見えた。鼻先を近づけて深く息を吸い込むといい匂においがする。

　人間になるなんて変な夢をみちゃったなあ。

　胸みな元もとに顔を埋うずめてクンクンと嗅かいでいると、晧月が体をよじった。

「翠玉。少し……くすぐったい」

「ごめんなさい。……あっ」

　謝りながら布団から顔を出して、人間の言葉をしゃべっていることに気付く。

　夢じゃなかったんだ。

　頭を触さわれば昨晩と同じく三角耳の感かん触しよくがあり、布団を撥はね上げて尻しりの付け根を見ると尻尾もそのままだ。

　……昨夜と変わらず中ちゆう途と半はん端ぱな姿。

「よく眠ねむれたか？」

　しょんぼり俯うつむいていると、晧月が頭に手を伸ばしてきた。労いたわるように髪かみを撫でられる。

　晧月様は、僕が子こ猫ねこでもこんな姿でも全然態度が変わらない。

　翠玉は少しだけ安心する。

「お前、夜着はどうした？」

　頭を撫でられる気持ちよさに目を瞑つぶっていると、くすっという笑い声が聞こえた。

「あ、あれ？」

　体をまさぐる。昨夜、夜着を晧月に着せてもらったのに、何故なぜか裸はだかだ。

「着慣れなくて脱ぬいでしまったか。ほらあったぞ」

　晧月は寝しん台だいの隅すみで丸まっていた夜着を見つけると肩かたにかけてくれた。

「晧月様。おはようございます。もうお目覚めですか？」

　扉とびらの外では賢輪の声がする。

「入れ」と晧月が声をかけると、朝食の入ったお膳ぜんを持った賢輪が部屋に入ってきた。

「翠玉が無事見つかってよかったですね。怪け我がなどはして……」

　お膳を運んでいた賢輪は、晧月の隣となりにいる翠玉に気付き、表情を凍こおりつかせた。視線が頭部の三角の耳に注がれる。長机にお膳が置かれ、腰こしの短刀に手がかけられた。

「その者、晧月様から離はなれなさいっ」

　普ふ段だんは物静かな賢輪が出す荒あら々あらしい声に翠玉の体がビクッと震える。

「待て。賢輪、説明する。こいつはな……」

　晧月が寝台から上半身を起こし、翠玉と賢輪の間に入る。ただならぬ雰ふん囲い気きに翠玉は晧月の背中にしがみついた。

「晧月様。どうして人ではなき者と一いつ緒しよにいるのです？　猫のような耳がついているのが見えないのですか？」

「だから、賢輪。こいつはお前がよく知っている者だ」

「化け猫など、歴史書でしか見たことがありませんよ」

　晧月に手を取られ翠玉は寝台を降りた。怒おこっている賢輪は別人のようで怖く、目の前に立たされ体がすくんでしまう。

「つまり、こういうことだ」

　晧月は翠玉の耳の裏の髪の毛を捲めくって賢輪に見せた。

「同じ位置にこういう傷を持っていたのがいただろう？」

「……翠玉？　でも、翠玉は子猫で」

　賢輪は部屋を見回し床ゆかにある空の箱に目を留めた。

「だから、お前の目の前にいる。この緑の目をよく見ろ」

「信じられません」と賢輪は呟つぶやき、しげしげと翠玉の三角耳を眺めた。

　晧月は、翠玉の記き憶おくが無いこと、耳の裏の傷もいつ負ったのか分からず、もしかしたらそれが記憶を失った原因ではないかと賢輪に話した。

「つまり、子猫の姿に戻れなくなってしまったと？　困りましたね。屋や敷しきの者にどう説明したらいいのでしょう。急にこんな子がウロウロしていたらさぞかしびっくりするでしょう」

「……ごめんなさい」

　次し第だいに表情が険しくなっていく賢輪に翠玉は頭を下げた。

「僕……子猫に戻れるまで晧月様のお部屋で大人しくしています」

「晧月様のお部屋？　それが一番危険です」

　賢輪の声が少し尖とがった。

「万が一、貴方あなたが晧月様のお部屋にいるところを誰かに見られたら！　屋敷の者を信しん頼らいはしていますが、悪意なく変な噂うわさを流すかもしれません。すぐにこの屋敷を出ましょう。晧月様、いいですね？」

　賢輪は翠玉の手を取って廊ろう下かに連れ出そうとする。

「僕はどこに連れて行かれるのですか？　どうして晧月様の傍そばにいられないのですか？」

　この部屋には僕のお家うちだってある。

　賢輪様がわざわざ作ってくれたのに、どうして？

　振り向くと晧月が困った顔で翠玉を見ていた。

　賢輪が扉を開けて廊下を覗のぞき込む。

「翠玉。今なら誰もいません」

「僕……ここにいたいです」

　翠玉は廊下に出されそうになり足を踏ふん張って抵てい抗こうすると、見かねたように晧月が言った。

「賢輪。まず、衣ころもを用意してやってくれ。夜着姿で寒い廊下に出すのは可哀かわい想そうだ」

　手を摑つかむ賢輪の手が緩ゆるむ。その隙すきに翠玉は晧月の下もとに駆かけ戻った。目元にじわじわと涙なみだが溜たまってくる。

「僕、子猫に戻る方法を何とかして思い出しますから、どうか御お傍に置いて下さい」

　溢あふれ出す涙をそのままに、翠玉は晧月に抱だき付いた。

「記憶を思い出すまではっ、箱の中で大人しくしていますからっ」

　襟えり元もとにすがりつくと両手首を摑まれた。

「泣かせてしまって悪かった」

　そう言う晧月の顔は苦し気で、自分がそんな顔をさせているのだと思うと、翠玉はさらに悲しくなって大声で泣いてしまった。

「翠玉。静かに」

「ごめっんなさ……。止まらっ、ないです」

　しゃくりあげていると手首が離され、ぎゅうっと抱きしめられる。

「お前は子猫から人間に変わったばかり。赤子みたいなものだ。引き離されたら不安になると分かっていたはずなのに、俺は自分の利を優先してしまった。なんとかするから、泣き止やんでくれ」

　髪を撫なでたり背中を擦さすったりと晧月は慰なぐさめてくれたが、翠玉はなかなか泣き止むことが出来なかった。

　困った顔で晧月が翠玉の額をかき上げる。

　何をされるのだろう？

　見つめていると晧月の顔が近づいてくる。やがて額に一いつ瞬しゆんだけ唇くちびるが落とされた。猫の額に落とされるのとはまるで違ちがった。

「賢輪が言うように、少年になってしまったお前と一緒の部屋で過ごすのは難しい。この屋敷の奥に部屋を用意させよう」

「僕、このお部屋にいたい。……晧月様といたい」

　返事の代わりに額に何度も唇を落とされて、翠玉は大声で泣くしかなかった。




「……晧月様。何されてるのかなあ？」

　寝台に夜着姿で翠玉は突つっ伏ぷしていた。日当たりのよい部屋だが、晧月の部屋とは比べものにならないほど小さい。家具も寝台が一台あるだけだ。

　ここが翠玉に与あたえられた部屋だった。晧月の屋敷の奥まった場所にあり、人ひと気けはない。

　晧月の部屋とは遠く離れていて、賢輪からは部屋を絶対に出ないようにきつく言われていた。子猫への戻もどり方を探していて忙いそがしいのか、晧月も会いに来ることはなかった。

「早く……子猫に戻りたい」

　ずっと泣いて過ごしていたから、涙など涸かれ果てたと思っていたのに、また目元がじわっと濡ぬれてしまう。

「翠玉。起きていますか？　入りますよ」

　涙を拭ぬぐっていると、籐とうで編まれた茶色い籠かごを手に持った賢輪が入って来た。籠を床に置いて翠玉の隣に腰こし掛かける。

「また泣いていたのですね」

　懐ふところから取り出した手しゆ巾きんで翠玉の顔を拭いながら賢輪は言った。

「今朝も、人間の体から子こ猫ねこに戻る様子はありませんね。記憶の方はどうですか？　何か思い出しました？」

　首を振ふると、賢輪はふうっとため息をついた。

「晧月様から言われて、神官家のお香こうに元に戻る手立てがあるのかと思って調べているのですが、時間がかかっていましてね。このままでは貴方を部屋に閉じ込めておかなければならなくなると晧月様が心配していました」

　賢輪は床の籠を膝ひざの上に乗せ、中から水色の長衣と下した穿ばき、そして頭ず巾きんを取り出す。

「見習い薬くす師しの衣？」

「これは晧月様から貴方へ」

　差し出された長衣に翠玉は飛びついた。

「僕は見習い薬師に？」

「貴方は銀華の戦いくさで両親を失い、親しん戚せきである私を頼たよって金華にやってきた。年ねん齢れいは十五歳で天てん涯がい孤こ独どくの身。そのようにして欲しいと晧月様に言われました。見習い薬師の衣を着ていれば、薬師の私の後をくっついて歩いても皆みなに納なつ得とくしてもらえるでしょう」

「じゃあ、この衣を着たら晧月様の部屋に戻ってもいいですか？」

　寝しん台だいから体を起こし、翠玉は隣となりに座る賢輪ににじり寄る。

「駄だ目めです。急に銀華からやってきた少年が足しげく晧月様の部屋に通ったりしたら、おかしいでしょう？」

　晧月の傍に行くことを何故なぜここまで阻はばまれてしまうのだろう。

　納得がいかない。

　賢輪は翠玉を真正面に見み据すえ、真しん剣けんな顔で言う。

「晧月様はね、今、戦っておられるんです」

「銀華の戦から帰って来たばかりなのにですか？」

「いいえ。真の敵は王城にいます。彩の国はね、神しん獣じゆうと共に歩んできた国。皇こう帝ていは二十三歳になると加か冠かんの儀ぎという儀式を銀華の神しん殿でんで行います。その儀式を行えば、民たみに真の皇帝として認められるのですが、その時、代々の皇帝は神獣と契けい約やくを交かわしてきました。しかし、神獣を地上に呼ぶには神官家の力を借りなければなりません」

「白い衣を着た人たちですか？」

　子こ猫ねこ時代、王城内を歩いていると神官の姿をあちこちで目にした。彼らはそんなに特別なんだろうかと首を傾かしげていると、賢輪が続けた。

「確かに白い衣を着ていますが、普ふ通つうの神官とは立場が異なります。神官家は彩の国で皇帝家に次ぐ権力を持っている一族です」

「そんなに？」

「神獣を天界から呼び出す秘術を持っているのでね。しかし、その秘術を盾たてに政務の場にもしゃしゃり出てくるので、晧月様の御父様も御お爺じい様もそのことに頭を痛めてらっしゃいました。もちろん晧月様も。だから晧月様は考えたのです。彩の国は、神獣を必要としない国になろうと。そうすれば、神官家の勢力を削そぐことができます」

　翠玉は洟はなをすすりながら、賢輪の話を聞いていた。

「今、東の大陸は彩の国を含ふくむ四国が覇は権けんを争っている状態です。民は、晧月様が神獣と契約しないなんて思ってもみなかったでしょう。この国は神獣のお蔭かげで戦に勝ってきたのですから。だからね、貴方あなたが傍にいたら、ああ、晧月様は彩の国を守ってくれる神獣をないがしろにするほど、あの少年に夢中になっているんだと邪じや推すいする輩やからがきっと出てきます」

「晧月様が僕と一いつ緒しよにいると、遊んでいるように思われてしまうということですか？」

「遊んでいる!?　う、う～ん」

　翠玉の答えが的外れだったのか、賢輪の神しん妙みような表情が急に緩んだ。

「外れではありませんが今の貴方に何と説明していいものか。おいおい教えてあげます」

「……わかりました。僕……晧月様に迷めい惑わくをかけないようずっと部屋にいます」

　すると賢輪が長衣の上に重ねてあった頭巾を手に取った。翠玉の三角耳を隠かくすようにして頭に巻いていく。

「翠玉。晧月様がどうして見習い薬師の長衣と頭巾を貴方にあげたと思うんです？　見習い薬師の格好なら外に出してあげることができると考えたからですよ。見目が飛びぬけている貴方と関かかわりを持てば、厄やつ介かいな事態になるかもしれないのに。懐で温めて育てた貴方を手放すのも、部屋に閉じ込めておくのも可哀かわい想そうだという情の方が勝ってしまったんでしょう」

　貰もらった見習い薬師の服を握にぎりしめ、翠玉は俯うつむく。

　人間として外に出て生活するなど、これまで考えたこともなかった。

　ちゃんとやっていけるのか不安だ。

「貴方は人間の世界のことを何もわからないから怖こわいかもしれませんね。でも全然、知らないことをするわけではないのです」

　賢輪が床ゆかの籠を取って膝に乗せ陶とう器きの器うつわを取り出した。

「これは傷や打ち身に効く軟なん膏こうです。薬事殿の作業場で見習い薬師らが野草の仕分けをしていたのを見ていたでしょう？　あの野草を乾かん燥そうさせて作るんです。それにこっちは」

　次に賢輪が見せたのは、白い紙の包みだった。

「貴方の耳の裏の傷を治した薬です」

　翠玉はそう言われて、耳の裏を触さわった。傷はもうすっかり塞ふさがりかさぶたになっている。

「ジクジクと痛んでいたのに、賢輪様に塗ぬって貰ったらすうっと楽になりました」

「晧月様はね。貴方は花を摘つんで人を喜ばせる優やさしい子だから、見習い薬師の仕事は向いているのではないかと言っていました。少し考えてみてください」

　賢輪は籠を持って立ち上がる。

　膝の上の見習い薬師の長衣を翠玉は見つめた。

　晧月様、僕のことをいろいろ考えてくださったんだ。

　部屋に引き籠こもってメソメソしていたら、その気持ちを踏ふみにじってしまう。

「あの……僕」

　扉とびらを開けようとしていた賢輪に翠玉は声をかけた。

「見習い薬師のお仕事、上手うまくできるかわからないけれど……してみたいです」

　ふんわりとした笑えみが賢輪の顔に浮うかんだ。

「なら、すぐに着き替がえて。今から一緒にお仕事をしましょう」

　急いで夜着を脱ぬいで下穿きを身に着けた。尻尾しつぽを中で丸めていなければならないので窮きゆう屈くつだ。先ほど賢輪に付けて貰った頭巾は、三角耳が擦こすれて少し痛かった。人間として生活するには、そして少しでも晧月と接点を持つには、こういう辛しん抱ぼうが必要なのだろう。

「部屋を出たら屋や敷しきで働く者たちに挨あい拶さつを。決めたことは覚えていますね？　貴方は銀華の戦で両親を失い、親戚である私を頼ってやって来たんですよ？」

　もたもたした手つきで長衣の釦ボタンを付けながら頷うなずく。

　賢輪は炊すい事じ場ばや庭で働く女官や使用人に翠玉を次々と紹しよう介かいしていった。

「晧月様からお話は伺うかがっております。なんて、可愛かわいらしい方。珍めずらしい目と髪かみの色をされているんですね。もしかして異国の血が？」

　以前、子猫の翠玉に小魚をくれた女官が言った。

「この子は、生まれつきなんですよ。どうぞよろしく。さあ、翠玉、行きましょう」

　軽く頭を下げて通り過ぎようとすると、女官が引き止める。

「あの、賢輪様。翠玉様の名前、子猫と一緒なのですね。その子猫なんですが、いなくなった晩以来、私は一度も姿を見ていません。またどこかに行ってしまったんでしょうか？」

「え……。あ、あの子猫は気に入って手元に置きたいという方が現れたようでして……」

「まあ、そうだったのですか」

「少し出かけてきます。戻もどりは夕刻になるでしょう」

　驚おどろく女官をその場に残し、二人は外に出た。屋敷を出た途と端たん、「久しぶりに冷や汗あせをかきました」と賢輪が額を拭ぬぐう。

　外は冷たい風が吹ふいていた。翠玉はぷるっと体を震ふるわせる。何日も部屋に籠もっているうちに冬の寒さが増したようだ。日中であっても、以前より肌はだ寒ざむく感じる。賢輪も寒そうに身を縮めていた。

「その籠かご、お持ちします」

　賢輪が腕うでに持つ籠を受け取るとずっしりと重かった。

　王城の広場まで歩いて行くと、今日は妙みように青い衣ころもや水色の衣を着た男の姿が目についた。

「僕は何をすればいいんですか？」

「王城の各殿に薬を補ほ充じゆうしに回りますのでその手伝いをしてください。ここには大勢の人間が働いているのでね。風邪かぜ薬ぐすりや腹痛止めなどの置き薬が必ひつ須すなんです。王城にはたくさんの殿があり、さらに殿の中は仕事内容によって細かく建物で仕切られています。薬箱は各建物に置かれているので薬事殿の人間は月一回総出で薬の補充作業に当たるんですよ」

「だから、あちこちに薬師や見習い薬師の姿が見えるのですね」

「私の担当は大和殿です。行きましょう」

　行き先を聞いた途端、翠玉の心が弾はずんだ。

「晧月様と会えますか？」

「今は政務室で官かん吏りや神官の代表者たちと政務を行っている時間帯なので、難しいかもしれませんね」

　どうやっても会えないのか。がっかりだ。

　肩かたを落として階段を上って行くと、大和殿の前で槍やりを持った衛兵が立っていた。

　ジロッと睨にらまれて、翠玉は体がびくついた。賢輪がにこやかに説明する。

「この子は、銀華からやって来た私の親しん戚せきでして。目と髪の色が変わってますが、怪あやしい子ではありません」

「そうですか。あまりの容姿に金華の猫が見習い薬くす師しに化けて賢輪様の後をついてきているのかと思いましたよ」

「金華の猫が化けるのは妖よう艶えんな女性ですよ。この子はこう見えて男の子です」

「男の子？　そうでしたか。ああ、今日は置き薬の補充日ですね。どうぞ中へ」

　大和殿の入り口の前から衛兵はどいてくれたが、目はずっと翠玉に注がれていた。入り口ですれ違ちがう官吏や神官も翠玉の姿を見て目を丸くし、中には驚いて立ち止まる者もいた。

　その様子を見て賢輪が「気にせずに」と囁ささやく。

「……はい」

「大和殿の中は外より豪ごう華かで驚きますよ。薬の補充ついでに案内しますから楽しみましょう。ほら、天てん井じようを見て下さい」

　賢輪が指さした先は、格こう子しで仕切られた天井で、一枚一枚、花や鳥の絵が描えがかれていた。

「気づきませんでした」

「とっておきの部屋も見せてあげます」

　廊ろう下かを少し歩いた後、案内された部屋に入った途端、翠玉の顔がぱっと明るくなった。

　なんて広い部屋だろう。薬事殿の建物一つが楽に入ってしまいそうだ。赤く塗られた柱が内部にもあり、整然と続いている。床は綺き麗れいに磨みがかれた石が敷しきつめられ艶つやめいていた。

「ここは異国の使者がやって来たとき、謁えつ見けんの場として使用する部屋です」

　大和殿の奥深くに入っていってようやく賢輪が立ち止まった。廊下にずらっと扉が並んでいる。廊下にある扉の数を数えたら、両指だけではすぐに足りなくなった。

「ここは大和殿で晧月様とともに政務に励はげむ方々のお部屋です。各部屋に薬箱が設置されています。薬の数はあらかじめ決まっていて、この一ヶ月で減った薬を補充していきます。大和殿にお部屋を持っている方々は、晧月様の政務室に行っていることが多いのですが、お付きの方が部屋にいます。お付きの方を連れて来ていない方は、ほらあのように廊下に薬箱を出して下さっているので」

　指さされた方向を見ると、薬箱が幾いくつか扉の前に出されていた。

「さあ、取り掛かかりますよ」

　賢輪が扉の前に立つ。「薬の補充に参りました」と声をかけると扉が開き、橙だいだい色いろの長衣を着た男が出てきた。

「賢輪様。いつもどうも。この前、頭痛が酷ひどくて飲んだら、たちどころに良くなりましたよ。……えっと、その子は？」

　賢輪の後ろに隠かくれて立っていた翠玉は背中を押され官吏の男の前に押し出される。

「私の親戚で翠玉と申します。両親を戦いくさで亡なくし銀華から出てきました」

「ほう。それは大変でしたね」

「この度たび、見習い薬師として薬事殿で学ぶことになりました。失敗もあるかと思いますが、なにとぞよろしくお願いいたします」

「よ、よろしくお願いします」

　賢輪が深々と頭を下げたので、翠玉もならう。

　男は言った。

「両親を亡くされて大変だろうが、薬師はくいっぱぐれのない職業だ。僻へき地ちでも重宝されるし、晧月様の軍でも医い療りよう部隊が大だい活かつ躍やくされている。しかも、彩の国一の薬師と名高い賢輪様の血筋なら、君もきっといい薬師になるだろう」

　賢輪にならって薬の補充をし終えた翠玉は、男の部屋を去り際ぎわ、引き止められた。

「翠玉君、だったかな？　どうもありがとうね」

「ぼ、僕……賢輪様に教わって薬を箱に入れただけで……」

「控ひかえめな子だ。君が薬を補充してくれたお蔭かげで向こう一ヶ月、安心して政務に励めるのだから、やはりありがとうだよ」

　微笑ほほえまれて、何だかじわっと心が温かくなる。

　人間の僕ってこんなことが出来るんだと思うと少しだけ自信が湧わいてきた。

　数十部屋、賢輪と薬の補充作業をして回り、自己紹介と補充の仕方を覚えた翠玉は、今度は一人で部屋を巡めぐることになった。

「廊下の一番奥の部屋は専任の薬師を雇やとっているので補充は必要ありませんよ。それ以外の部屋をお願いしますね」

　と賢輪に指示を受け、翠玉は夢中で薬の補充作業をして回った。対応してくれた者は翠玉の姿に驚いたり、あからさまに珍しがっていろいろ聞いてくる者もいたが、賢輪の親戚で両親を戦で亡くし銀華から出てきたと伝え、一いつ生しよう懸けん命めい補充作業を済ますと最後には大たい抵ていの者が御お礼れいを言ってくれた。

　いよいよ最後の部屋になり翠玉は「薬の補充に参りました」と扉とびらの前で声をかけた。しかし、反応が無い。扉の下を見ても薬箱がないので再度声をかける。すると、

「え？　ああ……。どうぞ」

　と部屋から面めん倒どう臭くさそうな声がした。

　入っていくと、部屋はこれまで巡ったどの部屋よりも広く、壺つぼや絵などの調度品で飾かざられていた。晧月の部屋にあるような立派な長机と椅い子すが中央に置いてある。その奥には天てん蓋がいのない簡易な寝しん台だいがあって青年が横たわっていた。

　あっ！　ここ、専任の薬師がいるから薬の補充をしなくてもいいと言われていた部屋だ。

　入りかけて気づいた翠玉は、すぐにそこから立ち去ろうと思った。だが、寝台で眠ねむる青年に目が引き付けられる。

「……晧月様？」

　青年は顔を半分隠すようにして布ふ団とんで眠っている。

　先ほど賢輪が、ここは晧月と一いつ緒しよに政務に励む方々の部屋だと言っていた。

　だとしたら晧月がいるはずがない。でも彫ほりの深い顔立ちと涼すずし気な目元は……。

　扉の前でつま先立ちになって確かめようとしていると、青年が寝ね返がえりを打って背を向けてしまった。

　どうしても確かめたい。もし彼が晧月なら見習い薬師の長衣の礼を言いたかったし、着ている姿を見て欲しかった。何よりも久しぶりに会えるのが嬉うれしかった。

　寝台の傍そばに近づいていくと、枕まくら元もとに無造作に短刀が置かれてある。鞘さやには瑪め瑙のうがあしらわれ華やかだ。晧月が持っている飾り気のない短刀とは違う。

　ひざまずいて青年が再び寝返りを打つのを待ってみた。しかし、寝息が聞こえてくるばかりだったので、翠玉は寝台に手をついて覗のぞき込んだ。

　晧月様？　晧月様ですよね？

　青年は布団に潜もぐりこんでしまっているので顔半分しか見えないが、翠玉の心は華やいだ。下した穿ばきの中でワサワサと尻尾しつぽが揺ゆれる。

　もっと顔を近づけて確かく認にんしようとすると、翠玉の体重で寝台は軋きしんだ音を上げた。

　ぱっと青年が目を開ける。

「誰だれだい、君？」

　───この人、晧月様じゃないっ。

　布団を剝はいで起き上がった青年は晧月とは別人だった。銀華から王城へ戻もどった日に、広場で晧月を出で迎むかえた神官の青年だ。

「ま、まち……」

　しどろもどろになって逃にげだそうとすると、手首を摑つかまれ寝台に引き寄せられた。

「見習い薬師の長衣を着て現れるなんて、随ずい分ぶん趣しゆ向こうを凝こらした登場だ。贈おくり主は誰？　彩の国の言葉はしゃべれる？」

「……え？　僕は賢輪様の親しん戚せきで」

「なんだ」と言って、つまらなそうに青年は翠玉の手首を離はなす。

「王城の勢力図が変わるのを見み越こして、誰かが粋いきな贈り物をしてきたかと思ったのに。その見てくれで見習い薬くす師しの長衣なんて着ているから、趣しゆ味みの悪い大人に着せ替かえ人形にされているのかと思ったよ」

　着せ替え人形!?

　翠玉は少しムキになつて言い返した。

「こ、この長衣は晧月様から頂いたものです」

　半分寝ぼけ顔だった青年は、真顔になったかと思うとニヤニヤと笑い始めた。

「あの真ま面じ目めな方が君みたいな少年に贈り物なんかねえ」

　翠玉の顎あごに青年の手がかかる。

「さぞかし贈りがいがあっただろう。目は宝石みたいで、細い首や小さな唇くちびるも可愛かわいらしい。ボクだったら、君みたいな子を手に入れたら屋や敷しきに閉じ込めて絶対に外に出さないなあ」

　青年の物言いに、翠玉の背中に寒気が走った。

　皇こう帝ていとしての体てい裁さいがあるのに、翠玉をずっと部屋に籠こもらせるのは可哀かわい想そうだからと外に出られるように取り計らってくれた晧月と大おお違ちがいだ。

「で、ボクの部屋に何の用？　寝込みを襲おそいに来たのかな？」

「寝込みを襲うって僕、敵ではありません」

　真っ青になって答えると、青年は吹ふき出した。

「アハハ。言葉の意味も知らないとは初心うぶな子だ」

「僕、薬の補ほ充じゆうをしていて間ま違ちがえてこの部屋に……。寝台で眠る貴方あなたが晧月様のように見えたのでお顔を覗きこんでしまいました」

「ああ、だから、ボクをまるで愛いとおしい者を見るかのような顔で眺ながめていたのか」

　笑っていた青年が急に声こわ色いろを変えた。枕元の短刀を腰こしに差し、寝台を降りると翠玉を引きずるようにして強ごう引いんに廊ろう下かへと連れて行く。ただならぬ雰ふん囲い気きに翠玉は床ゆかに足を踏ふん張って抵てい抗こうした。ぐっと手首を引っ張られる。

「ほら、来なよ。大好きな晧月様に会わせてあげるから」

「い、痛いですっ」

　悲鳴を聞きつけて別の部屋にいた賢輪が廊下に飛び出して、翠玉と青年の姿を見ると血相を変えて寄って来た。

「炎輝様。翠玉が何か失礼を？　この子は銀華からやって来たばかりで田舎いなか育ちのため物を知りません。失礼があったなら、お詫わびいたします」

「翠玉という名前なのか。その目にぴったりの名前だね。晧月様に会いたいようだから連れて行ってやろうと思ってさ」

「晧月様は政務でお忙いそがしいはずです。翠玉をそんな場所には……」

　賢輪が炎輝と呼ばれた青年の行く手をなんとか遮さえぎろうとする。

　すると炎輝は「賢輪っ」と怒ど鳴なりつけた。

「一いつ介かいの薬師が、神官家の人間にたてつこうというのか？」

「申し訳ありません。……ですが」

　炎輝が脅おどすように腰の短刀に手をやると賢輪が黙だまった。

　暫しばらく歩かされ、衛兵が扉の前に立っている部屋までやってきた。炎輝は顎をしゃくって早く開けろと命令する。

「騒さわがしいな、炎輝。一体、何だ？　今の議題は護岸工事のことだ。神官のお前には関係ないはずだぞ」

　晧月の声がする。

　炎輝の後ろに立たされた翠玉はなんとか逃げ出そうとするが、固く手首を摑まれていた。

「そんな冷たいことを言わないでくださいよ。晧月様の大切な物を運んできたのに」

　炎輝はそう言った後、嫌いやがる翠玉を部屋の中に引きずり込んだ。

　部屋には大きな円えん卓たくが置かれていて晧月を囲むように数十人の男が座っている。

　翠玉の姿を見た男たちがどよめいた。

　炎輝が楽しそうに言う。

「こんな見目のいい子が大和殿をウロウロしていて、もし間違いがあったら大変でしょう？　晧月様の大切な愛あい玩がん少年なのではないのですか？」

「馬ば鹿かを言うな」

　じっと炎輝を睨にらんでいた晧月が大きな声で一いつ喝かつした。部屋の空気がビリビリと震ふるえる。晧月の隣となりに座っていた男など飛び上がりかけていた。

　しかし、炎輝は動じない。それどころか、晧月を煽あおるように翠玉の顎を再び摑んで上向かせる。

「隠かくしたって無む駄だですよ。この子、貴方と間違えてボクの寝込みを襲いに来たんですから」

「違っ……」

　僕は晧月様を襲ったりなんかしない。一目、お顔を見たかっただけなんだ。

　酷ひどい誤解に、喉のどがきゅっと詰つまり声がかすれる。

　円卓の男達が翠玉と晧月の顔を見比べながらひそひそと耳打ちを始めた。

　何だか部屋の雰囲気がとても悪い。

「なぜ彩の国にあのような髪かみと目の色をした者が」

「しかも見習い薬師の格好をして大和殿の中を歩き回っているなど」

　その原因を作ったのは紛まぎれもなく僕で……。

　怖こわくて、翠玉は晧月を見ることができなかった。

「西の果てにはこんな髪や目をした者がいるといいます。幾いくらで仕入れたんですか？　ボクも欲しいなあ」

　晧月は椅い子すから立ち上がりながら円卓の男たちに向かって言った。

「この子は賢輪の親戚だ。戦いくさで両親を亡なくし金華にやってきた」

　そして炎輝に向かってまた声を荒あらくする。

「年とし端はもいかない子供を傷つけて。恥はじを知れっ」

　荒い足音を立てて傍に寄って来た晧月は翠玉の顎を摑む炎輝の手を振ふり払はらう。

　手を離された途と端たん、顎がジンジンと痛みだした。

「政務は、しばし中断だ」

　晧月に強い力で背中を押され、政務室を出された。

「晧月様。申し訳ございません」

　廊下に佇たたずんでいた賢輪が駆かけつけてきた。

「いい。翠玉を外に出せば問題が起こるかもしれないというのは、散々話し合ったろう。これまで政務を行って来た官かん吏りたちのことだ。炎輝の話を頭から信じることはない。面おも白しろおかしく噂うわさ話ばなしはするだろうが」

「ごめんなさい。晧月様、僕……」

　間違えて炎輝の部屋に入らなければこんなことにはならなかった。いや、寝しん台だいに寝ている男が晧月かどうか確かめようと思わなければ、見習い薬師の衣ころもを着ているところを見てもらいたいと思わなければ……。

　たくさんの後こう悔かいが浮うかんできて、翠玉は顔を両手で覆おおった。

「行くぞ、翠玉」

　晧月は再び翠玉の背中を押すと廊下を歩き出した。ついてこようとする賢輪に、「少し、二人だけになりたい」と静かな声で言う。

　もしかして、もう屋敷には置けないと言われるのだろうかと翠玉は怯おびえた。

　寝込みを襲うとか愛玩少年とか意味はよく分からないが、円卓に座る男たちがその言葉を聞いた途端、晧月を非難するような目で見た。自分の存在が晧月の評判を下げてしまったのは確かだ。

　晧月の後に続く、翠玉の歩みが次し第だいに遅おそくなる。遅おくれがちな翠玉に気付いて、晧月はたまに振り向き手招きする。幾つか廊下の角を曲がり、廊下の真ん中あたりにある部屋の扉とびらを薄うすく開け、誰だれもいないことを確かく認にんすると晧月はその部屋の中に入って行く。

　翠玉は、部屋の入り口に立った。中を覗のぞき込むと、椅子や机が置いてあるだけでさほど広くはない。

「こっちへ」

　窓辺に立つ晧月が翠玉を呼んだ。

　ビクビクしながら近寄っていって目の前に立つと晧月が腰を屈かがめ覗き込んできた。

「顎あごが赤くなっている。痛くないか？」

　親指の腹で顎を撫なでられた。晧月が触ふれてくれただけで、痛みが散っていくようだ。

「僕、賢輪様に晧月様は王城で戦っているから、邪じや魔まをしてはいけないと言われていました」

「賢輪に？」

「はい。でもさっきまでその意味が分かっていませんでした。薬の補充作業でお部屋を回っていたら寝台で眠ねむっている炎輝様が晧月様に見えてしまって、すぐその場を去ればよかったのに近寄ってしまいました。お願いです。もう騒ぎになるようなことはしません。だから、屋敷から追い出さないでください」

「人間のお前を傍そばに置くと決めたんだ。追い出しはしない。炎輝が、お前が俺の寝ね込こみを襲おうとしたと騒いだことにはびっくりしたがな」

　晧月が低い声で笑った。

「それ、どういう意味ですか？　僕、晧月様を襲うなんてこと絶対にありません」

「意味を知らないのか。じゃあ……賢輪に後で聞け。俺より上手うまく説明してくれるだろう」

　晧月の反応からすると、寝込みを襲うというのは大っぴらに言えることではないらしい。言葉の意味は知りたいが、賢輪に聞いたら恥はずかしい思いをしそうだ。

「見習い薬くす師しの長衣、着てくれたのだな。よく似あう。初めて人間として外に出て、戸と惑まどうことも多かったろうに頑がん張ばったな」

「僕は賢輪様に教わったことをしただけで……」

「いいや。頑張った。そんなに謙けん遜そんするな」

　晧月に頭を頭ず巾きん越ごしに撫でられ、翠玉は泣きだしたくなってしまった。

　花を摘つんで喜ばせようとすれば人間の姿に変わって迷めい惑わくをかけてしまう。見習い薬師の長衣の礼を言おうと思ったら、やっぱりまた迷惑をかけてしまった。

　半泣きの顔をチラッと見た晧月は、両手を広げて、「来い」と翠玉を呼ぶ。

「あの……。でも……」

　すぐにでも飛び込んで行きたい。

　でも先ほどの炎輝の件が、翠玉を慎しん重ちようにさせた。

「……誰かに見られたら、遊んでいると思われてしまいます」

「遊ぶ？」

　ぷっと吹ふきだしながら、晧月はさらに大きく両手を広げた。

「このまま帰すのは可哀かわい想そうだ」

　晧月は翠玉の背中に手を回すとぐっと引き寄せ、今度は後頭部に手を回す。

　胸むな元もとに額を押し付けられた。ほんのりとした花の匂においがする。

「炎輝にあんなことをされてとても怖かっただろう。お前は臆おく病びようなところがあるから。でも、泣かずによく耐たえた。偉えらいぞ」

　僕のせいで晧月様の評判は絶対に下がったはずなのに。なのに僕の心配を……。

　我が慢まんしていた涙なみだがどっと溢あふれ出す。

「褒ほめた傍からお前は泣くのか」

　晧月は翠玉の顎を取り上向かせると困ったように笑って、額に唇くちびるを落としてくれた。

「もうこれ以上の泣き止やませ方を俺は知らない。だから、泣き止んでくれ」

　額に落とされる口づけは前回よりも長く続けられ、翠玉の涙は次第に乾かわいていった。
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「銀華の化け猫ねこですか？　彩の国の伝説や銀華地方の風土の書しよ棚だなにあると思いますが、数はそんなに多くないと思います」

　文淵殿で神しん獣じゆうのことを調べる前に、銀華の化け猫のことを知りたいと晧月が言うと、明陽は晧月をそれらの書物がある書庫に連れて行ってくれた。

「急にどうされたのですか？　晧月様の調べものと言えば、神獣のことばかりでしたのに」

「銀華で拾った子猫がまるで人の言葉が分かるかのように返事をする。そういえば銀華には化け猫伝説があったと思って興味が湧わいてな」

　神官家の香こうは賢輪に調べさせていたが、苦戦していた。あの香は神官が一から野草を摘んで手作りしている。香が作られるのも神官家の敷しき地ち内で、どのような野草をどれぐらい調合して作っているのか知る者は神官家以外いない。

　翠玉の記き憶おくは未いまだ戻もどっていない。賢輪が言うには、日中は後にくっついて懸けん命めいに野草のことを学ぼうと頑張っているが、屋敷に戻るとぐったりしてしまう日もあるらしい。屋敷に閉じ込めておくよりいいだろうと思って外に出させたが、少し無理をさせているようだ。

　政務室で炎輝に心無いことを言われたことも、さぞかし応こたえたことだろう。

　見た目は少年でも中身は赤子のようなものなのだから、早く子猫に戻してやった方がいい。

　暗い書庫を灯タン籠ロンの明かりだけで進んでいく。随ずい分ぶん奥の方までやってきて、明陽が立ち止まった。手に持つ灯籠を、書棚に向ける。

「こちらが彩の国の伝説を集めた書棚になります。銀華の化け猫の書物は、これとあれと……あとは」

　そこから、明陽は書物を幾つか引き抜ぬいた。

「随分、少ないな」

　明陽の腕うでの中の書物は十冊に満たない。

「金華の化け猫や、白華の賢けん者じやの犬ほど、銀華の化け猫は有名ではありませんから」

　さっそく、書物を開いて銀華の化け猫について探さぐって行く。

「ふうん。銀華の猫は、深い山に住んでいるらしい」

「こっちには夜になると人間を化かしに里に下りてくると書いてあります」

　明陽が蠟ろう燭そくの明かりを書物にかざしながら言う。

「ただ少年に化けるだけかと思っていたが、伝説はそれだけではないようだな」

「私も、住み処かは岩いわ肌はだの穴とか、初めて知りました」

　と明陽は興味深げに言った。

「だがこれではないな。俺が知りたいのは、銀華の化け猫の詳しよう細さいな変化方法だ」

「まさか晧月様。飼っている猫に変化方法を教えて、人間に化けさせるつもりですか？」

「そんなところだ」

　二人で銀華の化け猫のことについて書かれた書物を全すべて調べたが、新たに得られたのは、月の光を好むとか人に三年飼われれば化け術を得るという情報だけだった。

「三年……。子猫ではなくもう立派な成猫だな」

　仮に晧月と出会う前に誰かに飼われていたとしても、拾ったときの翠玉は生まれたばかりといっていい大きさの子猫だった。三年という期間は当てはまらない。

「銀華の化け猫伝説のことについて書かれた書物はもうこれ以上は……」

　伝説と風土の書棚を確認し終わった明陽は申し訳なさそうに言った。

「書物を専門に管理するお前が、銀華の化け猫の書物はもうこれ以上ないというのだから仕方がない。国記や神記には書かれていないだろうし、万ばん策さく尽つきたか」

「あとは、併へい合ごうされた国の書物をまとめた書庫を調べてみるとか。言葉が異なるので、書物を開いたところで徒労に終わってしまうかもしれませんが」

「せっかくだ。そちらも探してみよう」

　そちらの書庫へと向かった晧月は中に一歩踏ふみ込んでむせた。ひどい埃ほこりだ。

「申し訳ありません。我々官かん吏りもこちらの書庫は滅めつ多たに使うことが無く……」

「のようだな」

　書物がはみ出したり逆さまになって乱雑に並んでいる書棚を見て晧月は頷うなずく。

「ここも、伝説や風土で書棚が分かれているのか？」

「いいえ。こちらは地方別になります。銀華は、彩の国に併合される前はたくさんの小国があったと聞いているので、冊数は期待できると思います」

　銀華地方の書棚までやってきて、手分けして書物を開いていく。ほとんどの書物は記号のようにしか見えない。

「言語が異なるというのは難なん儀ぎなものだ」

　埃から来るくしゃみを何度もしながら、晧月は書物を捲めくっていく。書物によっては彩の国と似ている文字もあったが、ごくわずかなので意味を推測するのが難しかった。

　書棚には、何故なぜか箱も置かれてあった。埃だらけの蓋ふたを開けた明陽が中を覗のぞき込んで何やら呟つぶやく。

「銀……化け。……もしかしてこの絵は、銀華の化け猫？」

　明陽は、開けた箱の中から絵を取り出し、灯籠の明かりをかざす。

　そこには十匹ぴきほどの猫が描えがかれていた。毛の色は茶色や黒と様々で、目は皆みな、黒い。どの猫も毛は短かった。

　絵の左横に書かれた説明書きのような文字に晧月は目をやる。

「銀華の……化け……猫、と書いているように見えるな」

　再び絵の方に目を落としたが、翠玉のように白く長い毛で鮮あざやかな緑色の目をした猫はやはりいない。

「違ちがうな」と言うと、明陽がまた箱の中を漁あさり始める。晧月も中を覗き込んでみたが、どれも絵は端はしが焼け焦こげていたり染しみができていたり酷ひどい保管状態だった。

　また晧月がくしゃみをすると、明陽がすまなそうな顔で言った。

「昔の官吏はきっと、戦火で焼けたり傷いたんだりした絵を箱に集めておいて、時間があるときに修しゆう繕ぜんや整理をしようと考えていたのでしょう。他ほかの仕事が忙いそがしく忘れてしまったのだと思います」

「まず彩の国の書物が優先だからな、それは仕方がない。他に銀華の化け猫の絵はありそうか？」

　明陽は、猫の絵はないが、変わった獣けものの絵ならあると晧月に差し出した。

　墨すみ一色で書かれたもので、赤や黄色の彩さい色しきを施ほどこすこの国の絵と違い素そ朴ぼくな印象を与あたえる。

「……これ、獅し子しでしょうか？」

　晧月の手元の絵を覗き込みながら、明陽が自信なさそうに聞いて来る。それもわかる気がした。いかつい顔に太い四し肢し、それに細長い尻尾しつぽは獅子に見えなくもない。だが、何故か背中に鳥のような翼つばさが描かれていたのだ。

　獅子といえば初代皇こう帝ていの神獣だと彩の国に住む者なら誰だれでも知っている。五十以上の国を初代皇帝と一いつ緒しよになって攻せめ落とし、戦いくさの最中に命を落とした。

「文字は書かれていないな。何を思って昔の官吏はこれを歴史書として保管したんだ？」

「もしかしたら文字を持たない国だったのかもしれません。初代皇帝の御み代よにはそういう国があったと聞いています」

「とするとこれはただの絵ではなく、歴史書なのか」

　見れば見るほど不思議な絵だった。初代皇帝の獅子を他国が記録したものだとしても、獅子に翼が生えて空を飛んでいるなどありえない。神記にはそんなことは書かれていなかったし、父親と契ちぎりを交かわした神しん獣じゆうにも翼はなかった。

　では、彩の国以外に神獣がいたのかと言うと、そんな話も聞いたことがない。もし、異国に神獣がいたとすれば、神獣対神獣の戦になっていたはずだ。神記や歴史書にそう書かれていることだろう。

「絵の下部では神しん殿でんのような場所に男が立っていますね。手を振ふっているように見えます」

「まるで獅子が男から旅立っていくような感じがするな。この獅子が神獣だとしたら、神記とは翼がある部分と天に帰って行く部分が大きく違う」

　他にもないか探させると明陽の手がすぐ止まる。

「これ、同じ絵師の別の絵ですね。絵の雰ふん囲い気きが似ています」

　絵は合計三枚あった。

　一枚目の絵は、男と翼の生えた獅子が距きよ離りを取って向かい合っていて、二枚目の絵は戦場の絵で男と獅子が一緒に戦っていた。兵士が折り重なって倒たおれている中で、男も神獣も傷だらけだ。

　そして三枚目の絵を見て、晧月の手が止まる。

　獅子が男にぴたりとくっつき、鼻を首筋に埋うずめていた。

　どこかで見たことのある光景だ。

「こんなにいかついのに、小動物みたいに可愛かわいいですね。じゃれているみたいに見えます」

　箱の中を探し終え立ち上がった明陽が、晧月の手元を覗き込んで言う。

「俺の子こ猫ねこは、この獅子のように鼻を押し付けて俺の体の匂においを嗅かいでいる」

　この絵の中の男も冷たい鼻先を押し付けられてくすぐったかったのではないだろうか。

　神獣はきっとスンスンと鼻を鳴らしていて……。

　……どうかしている。

　子猫から三角耳と尻尾の付いた人間に変化した翠玉と、翼の生えた巨きよ大だいな神獣を重ねるなんて。そもそも神獣が人間に変化するという話は一度も聞いたことがない。

　馬ば鹿かな想像をしたと、一人笑う。

　空いている書しよ棚だなに一枚一枚絵を置いた晧月は、ふと思いついて、四枚の絵を並べ替かえてみた。

　出会い、接近、戦、そして別れ。

　四枚の絵は時系列に並べることができるような気がする。

　明陽が並べた絵を見て言った。

「この絵は、獅子と男の一連の記録と考えることができそうですね」

「もっと獅子の絵がないか調べてくれ。銀華に昔あった国の歴史書というのが少し気になる。空飛ぶ獅子の絵が幾いく枚も出てきたということは、この国の絵師は記録すべき事態だと思って歴史書に描いたのだろう」

「つまり、この翼の生えた獅子が神獣かもしれないと？」

「頭から信じたわけではないが。父の神獣にも翼は生えていなかったしな」

「もしかして、古い時代の神獣には翼があったとか？」

「わからん。神官家が神獣の全てを秘ひ匿とくしているのだから、その可能性もないとは言い切れない」

「くまなく調べてみます。駄だ目め元もとになるかもしれませんが、語学学者にも異国の書物を読んでもらい神獣のことが書かれていないか探さぐらせます」

「頼たのむ」

　晧月は先に調べた銀華の化け猫の絵を持って文淵殿を後にした。神獣の手がかりになるかもしれない歴史書が見つかったのは幸運だったが、肝かん心じんの翠玉にいい報告ができないのが辛つらい。

　だから、数日が過ぎても晧月は銀華の猫の絵を見せることができなかった。

　銀華の化け猫の絵を見せたら、子猫に戻もどれないと泣くのではないか。

　だったらもっと明るい情報が見つかってからでいいのではないか。

　正直、翠玉の泣き顔を見るのが苦手だ。どう慰なぐさめていいのかわからなくて、結局、子猫時代と同じく懐ふところの匂いを嗅がせ、母猫が子猫を可愛がるように唇くちびるを押し付けてしまう。

「どうしたものか」

　夜半に自室で神記を読んでいても、晧月は上の空だ。そこに賢輪がやってきた。夜が更ふけてからやってくるのは珍めずらしい。よほどのことがあったのだろうと部屋に通すと賢輪は腕うでに持っていた籠かごを机の上に置く。

「神官家の香こうを調べ終わりました」

　賢輪は籠から木の皮や赤い実を取り出し並べていく。

「よく調べることができたな。もしかして香の情報を入手する代わりに、下級神官に微笑ほほえみでもくれてやったのか？」

　野草を一本手に取りくるくる回しながら冗じよう談だんを言うと、

「ええ。そんなところです」

　と賢輪はにっこり笑った。

「お香の材料は、桂けい皮ひ、ウイキョウ、丁子。あとは安あん息そく香こう、乳にゆう香こう、龍りゆう脳のうなどです。高価で入手し難にくいものが多いのですが、特段変わった効能を持つ野草は使われていませんでした」

　答えに拍ひよう子し抜ぬけする。お香は薬事殿で薬くす師しに頼めば作ることが可能なのに神官家はわざわざ自分達で作っている。得体のしれない野草を使っているのではないかと思っていたのに、変わったものはないとは。

「じゃあ、この中に猫が好むような野草は使われていなかったか？」

「木天蓼マタタビのように猫が恍こう惚こつとなる野草はこの中にはありません。もしかしたらこれらの野草を混ぜ合わせれば猫が好む匂いが発生するのかと思って、試ためしに私も幾つか作ってみたのですが」

　賢輪は籠の中から三角形のお香を取り出した。

「王城の広場に遊びにくる猫に嗅がせてみましたが、酔よっぱらったようになる猫は一いつ匹ぴきもいませんでした。それに実際にお香を燃やしても、翠玉が言う花のような香かおりもしません。むしろ青草に近い匂いがします」

「あいつだけがいい匂いだと反応するのは不思議だな」

　晧月はお香を手に取って眺ながめた。

「これを嗅いで子猫から人間に姿を変えたのだとしたら、再度嗅がせたら、何かしらの反応があるのだろうか。例えば姿が戻るとか」

「ありえるかもしれませんね」

　もし、子猫に戻れたら気き兼がねなく懐に潜もぐり込めて翠玉は喜ぶだろう。でも、少年の翠玉は晧月の目の前から消えてしまう。

　そう考えると少し、寂さびしくなる。

　晧月の迷めい惑わくになるからと傍そばに寄りたいのを我が慢まんしているいじらしい様子や、貰もらった見習い薬師の長衣に喜ぶ笑え顔がお。子猫に戻ってしまえばそんな姿は見ることはできないのだ。

　この感情は何というのだろう。人間の姿をしていても翠玉は晧月の中で子猫の扱あつかいだったはずなのに。人間同士が育はぐくむ愛とは少し違ちがう感情が芽生えつつあるのを実感して、晧月は戸と惑まどいを密ひそかに覚えた。

　この感情が育っていけば、どうなる？

　親子のような、兄弟のようなはっきりとした形になるのだろうか？

　それとももっと別の……。

　別の形を予想して、晧月は首を振った。

　駄目だ。翠玉は、子猫なのだから本来の姿に戻るのが一番望ましい。

　育ちつつある思いを振り切るため、晧月はすぐに案を出した。

「明日の夜はどうだ？　日中は軍事訓練の指揮のみで政務の仕事はないから早く屋や敷しきに戻ることができる。俺の部屋で食事をと伝えてくれ」

「分かりました」と賢輪が頷うなずいた。
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　王城の裏手には小高い山がある。景けい望ぼう山さんという名で、登ると金華の街が一望出来る。この山には薬の材料となる野草がたくさん生えていて、見習い薬師たちは勉強も兼かねてよく摘つみに行かされる。

　翠玉は子猫のときに世話になった飛承とその仲間とともに、そこで野草を摘んでいた。

　最近、かなり冷え込んできて見習い薬師たちは揃そろいの斗逢マントを身に着けている。分厚い生き地じだがそれでも首周りはすうすうする。だから、風が吹ふくたびに「寒い。寒い」という声があちこちで上がった。

「雪になるかもね。さっさと摘んで帰ろうか」

　と飛承が雲の多い空を見上げて言った。

「この青い葉は葛くず。こっちは生しよう姜が。どちらも根が薬になるんだ」

　茂しげみにしゃがみ込んで隣となりの飛承から今日摘む野草を習うと、翠玉はそれをせっせと土から抜ぬいてザルに入れていく。

「翠玉。次はクコの実をお願いしてもいい？」

　葛と生姜を摘み終わると、飛承が頭上の赤い実がなる木を指さす。

「綺き麗れいな色ですね」

「お酒に漬つけておくと成分が溶とけだして滋じ養よう酒になるんだ」

　何年も前から薬事殿で学んでいる飛承は野草に詳くわしい。いずれ立派な薬師になるだろう。

　翠玉は木に登ってクコの実に手を伸のばしながら考えた。

　僕は、どうなんだろう。

　先のことを考えると、もやもやした気持ちになる。

　薬の補ほ充じゆうや野草摘みをしたときに貰える「ありがとう」や「頑がん張ばったね」という言葉は嬉うれしい。何より、晧月に偉えらいぞと褒ほめられるのが、翠玉の一番の喜びだ。

　でも、人間の姿でいると、晧月に迷惑をかけてしまう。

　いつもの堂どう々どう巡めぐりが始まってしまって、翠玉はふうっと大きく息をつく。それでも、手はずっと動かしていたようで、ザルにはこんもりとクコの実が入っていた。

　木の枝に立ったまま手を休めていると、木々の隙すき間まから茶色の草が生える平原が見えた。

　何か蠢うごめいている？

　翠玉は目を凝こらした。

「あれは……兵？」

　平原に大勢の人間と馬がいるようだ。

　赤と白の旗をそれぞれ持った人間が馬に乗って、向かい合っている。

　王城の一歩手前まで入り込んできた敵を、彩の国の兵が防いでいるのだろうか？

「て、敵。皆みなさん、敵です！」

　翠玉は甲かん高だかい声を上げた。慌あわてたためザルをひっくり返し、山盛りのクコの実がバラバラと真下に落ちていく。ちょうどそこにいた少年が「痛てえよ、翠玉！」と叫さけんだ。

「ご、ごめんなさい。でも、敵が……」

　すると少年らが顔を見合わせた後、一いつ斉せいに笑い出した。

「平原の兵のことか？　あれは軍事訓練だ。晧月様が行っているんだよ」

　翠玉は胸をなで下ろした。一人の少年がするすると木に登って来て翠玉の隣となりに立った。

「彩の国の兵も強くなったよなあ」

　真下にいる少年も言う。

「そうそう。軍事訓練が始まったとき、珍めずらしくてこの山を下ってこっそり見に行ったね」

「将軍はちゃんと馬に乗れないし、兵士はちょっと剣けんを振ふり回しただけで息切れを起こすし、信じられないくらい弱い軍だったよなあ」

　翠玉には少年たちの話が噓うそみたいに思えた。

「本当ですか？　銀華で出会った兵は皆、とてもきびきびしていました」

「銀華？　ああ、お前、そっちの出身なんだっけ。確かに今の軍は強いよ。東の大陸にある四国のうち、一番強いんじゃないかって言われている。でも、先せん帝ていのときは、神しん獣じゆう頼だよりの戦いくさをしていたから、兵なんておまけみたいなものだったんだ。だから、晧月様が神獣と契けい約やくをしなかったって話を聞いたときはびっくりしたぜ」

「ああ、本当に」「全くだ」と地上で野草を摘んでいる他ほかの少年たちが同意する。

「皆さん、どうしてそのことを知っているんですか？」

「最近、下っ端ぱの神官が、官かん吏りや薬師を摑つかまえてひそひそ耳打ちをして回っているからな。神獣と契約を交かわさなかった晧月様を退位させようって魂こん胆たんなんだろう。炎輝様はあからさまに次期皇こう帝ていの座を狙ねらっているから」

「晧月様が少年遊びに夢中で神獣を娶めとらなかったなんて変な噂うわさも出回っている。まさか、お前じゃないよな？」

　隣の少年が翠玉をつま先から頭のてっぺんまで見回した。

「ぼ、僕は……」

　少年遊びって何？

　炎輝様が言っていた寝ね込こみを襲おそうとか愛あい玩がん少年と同じ良からぬ言葉？

　晧月様、また僕のせいで……。

　翠玉は混乱して枝から足を滑すべらせた。地面に落下し、したたか腰こしを打ち付ける。とっさに手をつこうとしたせいで、掌てのひらをすりむいてしまった。

「翠玉、大だい丈じよう夫ぶかい？　あ～あ、手から血が出ている。手当てしなくちゃね」

　飛承は翠玉を起こし、まだ木の上にいる少年を叱しかった。

「ちょっと、翠玉をからかうのは止やめなよ。晧月様にだって失礼だよ」

「あの……僕……」

　早く子こ猫ねこに戻もどらなくちゃ。

　僕のせいで皇帝を退位させられるなんてあってはならない。いつも夜よる遅おそくまで大和殿で政務をされている晧月様の努力が無む駄だになってしまう。

　血が薄くにじむ掌を見ながら茫ぼう然ぜんとしていると、背中を飛承にぱんと叩たたかれた。

「しっかりしな。これぐらいの怪け我がで」

　飛承は、翠玉が怪我をして落ちこんでいると思ったらしい。

　違うんだ、そうじゃなくて。

　知らないところでまた晧月様に迷惑をかけていたことに気づけない自分が情けなくてたまらないんだ。

　近くの小川に連れて行かれた。木の上にいた少年も飛び降りて心配げな顔でついてくる。

　飛承は翠玉に手を洗わせた後、口袋ポケツトから陶とう器きの器うつわを取り出し翠玉の掌に塗ぬった。そして包帯を巻いていく。

「晧月様は大丈夫だよ。いくら神官家が皇帝家に歯向かっても、民たみが許しはしない。晧月様は皇帝になってからいろんな改革を行って彩の国を豊かにしてきたんだから。動きがあるとしたら、晧月様が戦で窮きゆう地ちに立たされたときだ」

「でもさあ、隣りん国ごくがどんな奇き襲しゆうを仕し掛かけてくるかわからないんだぜ。神獣に頼らないと決めた晧月様は御ご立りつ派ぱだとは思うけど」

　ついてきた少年が、晧月のことが理解できないというように肩かたをすくめた。

　野草を摘んでいた場所に戻ると、すでに晧月と神獣の話題は終わっていて、最近、金華の街にできた食べ物屋の話題に移っていた。楽しい話題でも、翠玉は心が重くて一言も発することができなかった。

　とうとう小雪が舞まい始め、野草摘みはそこで終しゆう了りようとなった。山を下って薬事殿に戻り敷しき地ち内にある井い戸どで飛承たちは野草を洗い始める。手に包帯を巻いている翠玉は黙だまって傍そばに佇たたずんでいた。

「翠玉、ちょっといいですか？」

　賢輪がやって来て手招きされる。翠玉は少年たちの輪から離はなれ近寄って行った。

「体調はどうですか？　疲つかれていませんか？」

「はい。大分慣れました」

「ならよかった。今夜、晧月様がお部屋でお食事はどうかと言っています」

「……僕とですか？」

　景望山での噂が頭の中を駆かけ巡る。

　普ふ段だん、忙いそがしくて夜中にならないと屋敷に帰ってこない晧月が翠玉と一いつ緒しよに食事をしようというのは何かあるに違ちがいない。

「そんな険しい顔をしないで。貴方あなたにとっていい話ですよ」

　賢輪は翠玉の肩を軽く叩く。

「いい話？」

　夜になり、賢輪に連れられて翠玉は晧月の部屋に向かった。

　池に面した外廊ろう下かは吹ふき込んでくる風が日中よりますます冷たい。空を見上げると、綿雪が夜風に吹かれて舞っていた。

「どうりで寒いはず。今夜は積もるかもしれません」

　賢輪が白い息を吐はき出しながら言う。

　晧月の部屋まで行くと、「翠玉をお連れしました」と言ってすぐに賢輪は去っていった。

　すでに長机の上に食事が用意されていて、晧月が椅い子すに座っている。部屋の隅すみに灯ともされた蠟ろう燭そくが時々揺ゆれ、壁かべに映る晧月の影かげを揺らしていた。

　緊きん張ちようして戸口に立っていると、晧月が手の包帯に気付いた。

「どうした、それ？」

「木から落ちてしまって。でも、すりむいただけなので平気です」

「ならいいが。突つっ立ってないでこっちに来て座れ」

　手招きされ、翠玉は椅子に座った。出来立ての点心や小こ葱ねぎの散った雲吞汁ワンタンスープからは湯気が上がっている。

「人ひと払ばらいをしてあるから頭ず巾きんをとってもいいぞ」

　頷うなずいて頭から外すと、頭巾に潰つぶされていた三角耳がプルプルと頭の上で動く。

「ずっと忙しくて、声もかけてやれなくてすまなかった。毎日どうしている？」

「今日は、景望山に野草を摘つみに行きました」

「そうか。何を摘んだんだ？」

「葛くずや生しよう姜がです。クコの実も大量に摘みました。木に登っているときに平原で軍事訓練が行われている様子が見えました」

「軍事訓練を行う日は政務を休みにしていてな。夜に時間が取れるからお前を食事に誘さそったんだ。景望山に登って疲れているところを悪かったな」

　翠玉はぶんぶんと首を振る。

　それ以降はあまり会話が進まなかった。晧月に何を言われるのかと考えると美味おいしい食事も、味がほとんど分からない。

　食事が終わり、晧月が茶器にお茶を注いで出してくれた。お茶は程ほどよく冷めていて、猫ねこ舌じたの翠玉でも飲みやすい。

　ふいに晧月が聞いてきた。

「文淵殿という建物を覚えているか？　お前が花を摘んできたところだ」

「はい。確か、官吏がお仕事をする場所だと」

「あそこには政務記録とともに、歴史書が収められている。彩の国の歴史の他、伝説や風土を記録したものもあるから、銀華の化け猫について調べてみた。少年の姿に化けて人を騙だますということしか俺は聞いたことがなかったが、月の光を好んだり、森の中の岩いわ肌はだに住みたがるようだ。お前にその傾けい向こうはないように見られる」

　晧月は椅子から立ち上がると寝しん台だいまで行って赤子ほどの大きさの箱を手に戻って来た。そして、

「これは、銀華の化け猫の姿を描かいたものだ」

　と言って箱の蓋ふたを開ける。

　銀華の化け猫の絵！

　翠玉は思わず身を乗り出した。

　自分と同じ姿の猫が銀華にいるなら、心強い。変へん化げの方法を聞けるかもしれない。

　一いつ瞬しゆん、期待で胸が膨ふくらんだが、表紙が開かれてそこに描かれている猫を一目見た途と端たん、翠玉は落らく胆たんした。

「……茶色や黒の毛の短い猫ばかりですね」

「子猫のお前の姿とはかなり遠い。目の色も違う。伝説の内容も類るい似じ点てんはなかった。とすると、お前はたまたま銀華の森にいただけで、銀華生まれの猫ではないのかもしれない」

　たった一つの可能性が消えてしまい、翠玉は肩を落とした。自分が何者なのかわからないのは辛つらい。

「人間の生活はお前には少し負ふ荷かがかかりすぎていると賢輪から聞いている。やはり、子猫の姿が自然体でいられて楽なのだろう。記き憶おくが戻もどるのを待たず、子猫の姿に戻ってみるか？」

「そんな方法があるのですか？」

「試ためしてみなければわからないがな」

　翠玉は長衣の袖そでから出ている毛のない手を見つめた。

　本当に子猫の姿に戻れるとしたら、こうやっておしゃべりをすることもなくなる。

　偉えらいぞと褒ほめてもらえることもないだろう。

　突とつ然ぜん、人間の姿になってしまって大変だったけれど、たくさんの経験をした。撫なでられるだけの子猫ではできなかったことだ。

　でも……。

　翠玉は膝ひざの上で拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめる。

　僕が人間の姿で晧月様の傍にいると、知らないうちに迷めい惑わくをかけている。子猫の姿に戻れば、もうそんなことは起こらない。

　晧月は口袋から手しゆ巾きんを取り出し、それを開く。中には三角形のお香こうが五個入っていた。

「これは賢輪が作った、神官家と同じ野草で調合されたお香だ。変化を促うながす匂においならば、もう一度匂いを嗅かげば元に戻ることだって考えられる」

　翠玉は黙ってお香を見つめた。

「……やってみます」

　喉のどの奥がきゅっと詰つまって、涙なみだ声ごえになってしまった。

「あまり嬉うれしそうではないな」

「子猫に戻れるかもしれないと思うと……感動して」

「本当か？」

　聞き返されて、翠玉は何度も頷いた。

「戻れるなら……早く変化したいです」

「分かった」

　晧月は椅子から立ち上がり寝台の隣となりの小机にある三本足の香こう炉ろを持ってきた。陶器のそれは、翠玉の目の色と同じく緑色をしている。

　晧月の足元に、赤い布が敷しかれた箱がそのまま残されているのに翠玉は気づいた。

　子猫に戻ることができたなら、あの箱が再び僕の家になる。

　晧月様と別々の夜を過ごすこともなくなり、おかしな噂うわさも立たなくなる。

　双そう方ほうにとっていいことだらけだと翠玉は自分に言い聞かせる。

「お前が子猫に戻ったら、会話をすることもなくなる。寂さびしいものだな」

　しんみりとした口調で言われ、決心が鈍にぶりそうになった。急いで、机の香炉に手を伸のばす。

「もうか？」

　頷いて手巾の上のお香を摘つまむ。黙もく々もくと香炉の中に入れ、翠玉はようやく顔を上げた。

「……僕、……自分の部屋で嗅ぎます」

　香炉を持ち上げようとすると、晧月が三本足の一本をぐっと摑つかんで引き止める。

「つれないことを言うな」

「でも僕、子猫のときにおかしくなったから、……晧月様にそんな姿を見せたくないです」

　六角堂に入り込んで初めてお香の匂いを嗅いだとき、気分が高こう揚ようして疲つかれ果てるまで走り回ってしまった。子猫の自分が人間より大きいなんておかしな夢を見たし、笑いも止まらなかった。人間の姿でお香の匂いを嗅いだら、自分がどうなってしまうか予測がつかない。

「俺は人間のお前をきちんと見送りたい」

　晧月様、どうしてそんなことを言うの？

　人間の僕がいなくなってしまうのを惜おしんでくれているって勘かん違ちがいしてしまうよ。

　翠玉はとまどいながら、香炉から手を離はなす。

　晧月が長い間、翠玉を黙だまって見つめていた。

　やがて一言、

「いいんだな？」

　と念を押す。

　静かに頷くと、香炉に入ったお香にゆっくりと火が点つけられた。薄うすく煙けむりが立ち上り、花の香かおりが漂ただよい出した。呼吸をするたびに、翠玉の頭はぼうっとしていく。

　なんて濃こい香り。

　晧月の体の匂いが花器に挿さされた一輪の花としたら、お香はその数百倍はありそうだ。

　自然と体に力が入らなくなってくる。

「あ……」

　椅い子すに座っているのに体がぐらつき、転げ落ちそうになった。さっと手を伸ばした晧月に抱だきかかえられる。

　何だか体がおかしい。

　呼吸をするたびに、背中や腰こし、腕うでなど晧月と接せつ触しよくしている部分がこすれ、体におかしな刺し激げきが走る。

　変な声が出てしまいそうだ。

　走った訳でもないのに息が上がり、下した穿ばきに隠かくされた尻尾しつぽが千切れんばかりにバサバサと揺ゆれて痛い。

　子猫から人間に変わったときは気分が高揚していただけだったのに、今回はどうしてこんなに苦しいのだろう。

「辛いのか？」

「尻尾が痛くて」

「確かに、さっきから騒そう々ぞうしいな」

　晧月は片手で長衣の裾すそを捲ると下穿きに手を入れる。

　中で激しく暴れまわっている尻尾を根元から摑まれ翠玉は悲鳴を上げた。

「……ん、……ぁう……っ」

　鋭するどい、けれども蕩とろけるような刺激が背骨を走る。もう手を離はなしてくれと全身を激しく振ふって晧月の手から逃のがれようとしたが、尻尾を引っ張り出されてしまった。手を離されても、未いまだ晧月に尻尾を摑まれているような感覚がある。それどころか、腰全体がじんわりと痺しびれてきて、股またをぎゅっとこすり合わせなければならないほどむず痒がゆくなってきた。

　気づかれたらどうしよう。

　胸むな元もとに顔を埋うずめようとすると、顎あご先さきを摑んで阻はばまれてしまった。

「目が潤うるんでいる。顔も赤い。子猫のとき、お香の匂いを嗅いでおかしくなったと言っていたが、まさかその手のものか……」

　晧月様が変だと思うほど、僕の体の反応はおかしいんだ。

　翠玉は息を止める。だが、すぐに苦しくなって、次の呼吸を深くするはめになった。お香の濃い匂いが体に取り込まれ、疼うずきが増していく。

「……ん…ぅ……っ」

「一いつ旦たん、止やめよう。赤子のようなお前に、発情は苦痛なだけだ」

　晧月の腕の中で激しく首を振る。

　きっと、一からやり直すと辛くなる。

　こんな形で変化するのは恥はずかしいし、怖こわいけれど、絶対に今、勢いで変化してしまった方がいい。

「ん……あぁ……」

　一段と強い疼きが襲おそってきて、翠玉は悶もだえた。

「見ていられない」

　晧月は翠玉を寝しん台だいに寝かすと、長机の香炉を手に持ち廊ろう下かへと向かう。

「晧月様……。駄だ目め……」

　お香の匂いが薄まって、呼吸が楽になった。

「ああ」と呻うめいて翠玉は顔を覆おおう。

　もう少しで子猫に戻れたかもしれないのに。

　少年の姿をした僕は、一刻も早く晧月様の傍そばから消えなければならないのに。

　起き上がろうとして翠玉は体の異変に気付いた。

　下半身がさきほどよりさらにむず痒くなっている。股をぎゅっと締しめると、ジンッとした刺激が襲ってきた。恐おそる恐る手で触ふれると、硬かたくはりつめている。

　もう香炉は遠ざけられたのに、どうして？

　戻ってきた晧月が翠玉の顔を覗のぞき込んだ。

「顔が真っ赤だ」

　そして、焦あせった顔で翠玉の首筋に手を当てて「熱い」と呟つぶやく。

「は…っ…あっ」

　晧月の冷たい手で肌はだを触さわられて、どれだけ自分の肌が火ほ照てっているのか初めて気づいた。

　変な声まで漏もれてしまう。

　口を押さえ体を丸めると、下半身のむず痒さが極きわまって耐たえるのが辛つらい。

「神官家の香こうなのだから、もう少し慎しん重ちように使うべきだった。俺の落ち度だ」

　晧月に背中を撫なでられると、ゾクゾクとした刺激が走った。

　このまま傍にいたら、体が変に反応しているのが晧月にばれてしまう。

「僕……部屋に……」

　翠玉はなんとか体を起こし寝台から降りようとした。だが、足に力が入らず床ゆかにへたり込んでしまう。

「賢輪を呼ぶ。少し待っていろ」

「だ、駄目です」

　扉とびらに向かって這はって進もうとすると、晧月が前に立って行く手を阻んだ。

「神官家の香で発情がどれほど長く続くのかわからない。一人になるのは駄目だ」

「でも……」

「もしかして、お前、賢輪に診しん察さつを受けるのが恥ずかしいのか？　あいつは薬くす師しだぞ」

　翠玉は真っ赤になって床に突つっ伏ぷした。

　賢輪様にこの異常な体を見られたら、ただちに晧月様に報告されてしまう。

　そんなの嫌いやだ。

　晧月の困りきった声が翠玉の頭上に降ってきた。

「その様子では暫しばらく苦しむかもしれないぞ？」

「……我が慢まん……します」

　喘あえぎながら答えると晧月はしゃがんで翠玉の目じりに滲にじんだ涙なみだを拭ぬぐった。

「お前がこんなに羞しゆう恥ち心が強いとは」

　晧月は翠玉を抱だき上げる。

「見られなければ、マシか？」

「え？」

　翠玉を抱き上げたまま部屋の隅すみに行き、蠟ろう燭そくの明かりを吹ふき消す。

　途と端たん、辺りは真っ暗になった。

　閉とざされた視界の中、晧月は慎重に足を進め、寝台に翠玉を寝ねかせた。

　すぐにぎしっと寝台が軋きしんで、晧月が上がってきたのが分かる。

　一体、何が始まるの？

「こ、晧月様。あの……」

　プチプチと音がして、長衣の釦ボタンが外されていく感覚がある。

「安心しろ。体の鎮しずめ方を教えてやるだけだ」

　長衣を脱ぬがされ、翠玉の胸にひやっとしたものが触れた。たぶん、晧月の手だ。手はするすると下に向かって下がっていく。素す肌はだを擦さすられて敏びん感かんになっている体がビクビクと震ふるえた。思わず体が縮こまってしまう。

「恥ずかしがるな。この暗くら闇やみでは何も見えない」

　耳元で晧月の低い声がし、胸元にあった冷たい手は下腹部まで下がっていく。下穿きまで辿たどりつき、さらりと布越ごしの陰いん部ぶを撫でられた。

「……っぅう……あっ」

「やっぱり相当、硬く張っているな」

　晧月様、どうして知っているの？

　僕、必死でばれないように頑がん張ばったのに。

　恥ずかしさで翠玉の体温は急きゆう上じよう昇しようする。

　するっと下穿きの中に晧月の手が入ってきて、長い指が陰部に絡からみついた。

「……あっ」

　ゆるりと動かされ、翠玉は寝台の上で身をくねらせた。

「こ、晧月様。や、……」

「ここをこうやって気が済むまで触るんだ。そうすれば、高こう揚ようした体も気持ちも収まる。一人でできるか？」

　手をそこに導かれ、翠玉は戸と惑まどってしまった。いくら暗くても、晧月の傍でこんなことはできない。

「無理か……」

　困り声の後、下した穿ばきを引っ張られる感覚があった。

「じゃあ、手早くすますぞ」

「あ、あの……」

　そのままずるっと引っ張られ、ひざ下まで落とされる。

「え？　何っ？　あっ……」

　ひんやりとした夜の空気にむき出しにされた陰部に、晧月の指が再び絡みついた。ゾクゾクする刺し激げきに体がのけ反る。

「んぅ……ッ…」

「さっき言っただろう。体の鎮め方を教えてやると。体の力を抜ぬけ」

　耳元で低い声でやんわりと叱しかられ、なぜかそれすらも刺激となった。

「あ、……あぁ、……あっ」

　摘つままれた陰部を上下に何度か動かされ、それに合わせるように声が漏れる。自分のものとは思えない甘い声だ。

　パシン、パシン。

　尻尾しつぽが狂くるったように寝台を叩たたいていた。

　晧月に刺激を与あたえられるたびに、どうしてか手の甲こうがチリっと熱くなる。

「やあ、あっ……あっん、あ……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。そのまま出せ」

　出すって、何を？

　そう問い返したいのに、口から出る声ははしたない。

「あっあぁぁ、あっ」

「体が幼いせいで、なかなか達せないな」

　慰なぐさめるように額に柔やわらかな感かん触しよくがあった。たぶん、唇くちびるだ。額に唇を落とされるのが大好きなはずなのに、何故なぜか今は苦しい。

「もうすこしだ。頑がん張ばれ」

　花の香かおりがふわっと漂ただよい、翠玉の体の興奮が増してゆく。

　晧月の唇が翠玉の首筋を這い、陰部に絡みつく手の動きはますます速くなった。蕩とろけるような刺激が体中を駆かけ巡めぐって行ってどうしていいのかわからなくなる。一定の速度で手を動かされる度たびにその感覚は襲おそってきて、波間の木の葉のように翠玉は翻ほん弄ろうされた。

　終わりのない刺激が苦しい。

　たまらず晧月の太い腕うでを摑つかんで爪つめを立ててしまっていた。

　先ほどから熱さを感じていた手の甲は、火傷やけどをしたかのようにひりひりし始める。悶もだえながら薄うすく目を開くと、自分の手元が蠟燭の明かりをともしたようにぼんやりと光っていた。

「光が……」

　手の甲には、見たこともないような模様が浮うかび上がっていた。

　ぼんやりとした光のせいで、雲のようにも見えるし、木の葉の形をしているような気もする。もしかしたら、鳥の翼つばさなのかもしれない。

　でも、どうしてこんなものが自分の手の甲に浮かび上がるんだろう？　>>>♥

「晧月様っ。これ、何っ……？　あっ、あっ、ああっ！」

　翠玉の首筋に唇を落としていた晧月が光に気付き、陰部から手を外す。

「何だ、これは……」

　与えられていた刺激が急になくなり、翠玉の体が一気に緩ゆるんだ。

「っ、ん───あ」

　尻しりが浮き上がりそうな気持ちのよい感覚が押し寄せてくる。知らず知らずのうちに息を止め、体をつっぱらせていた。

　晧月の肩かたを摑んでいた手の甲の光は、彼の顔がうっすらとわかるほどの輝かがやきを放ち、翠玉が激しく体を震わせたと同時に消えた。

　がくっと翠玉の体の力が抜ける。

「翠玉、無事か？　今の光は、一体何だ？」

「わかり……ま……せん」

「変へん化げの一部だろうか」

　また闇に戻った部屋で晧月の声が遠い。

　呆ぼう然ぜんとしていると陰部の先端を掌てのひらでくるむようにして拭ぬぐわれた。ぬるっとした感触があり、甘い痺しびれが走る。

　僕、もしかして粗そ相そうを……？

　しかも、晧月様の掌に。

「こ、晧月様。ごめんなさいっ。僕っ……僕っ」

「あぁ、このことか？」

　説明しようとする晧月の声は、混乱しきった翠玉の耳には届かなかった。




　　　　＊　＊　＊




「……夜明けか」

　寝しん台だいに腰こし掛かけていた晧月はふと顔をあげ、薄うす明あかりに包まれた部屋に気づいた。

　一いつ睡すいもしないまま、朝を迎むかえていた。

　背後から微かすかな寝息が聞こえる。体を捻ひねって枕まくら元もとを見ると、疲れきった顔で翠玉が眠ねむっていた。

　ようやく眠ってくれた。

　先ほどまでずっと泣いていたのだ。

　賢輪が作った香だとしても、野草の材料や調合量は神官家独自のもの。何かの反応はあるかもしれないとは思っていたが、まさか発情するとは。

　それに、達する間ま際ぎわに翠玉の手が光ったのは何だったのだろう？　翼のような模様が浮き出ていた。達したと同時にその光は消えてしまったが。

　明陽に調べさせなければいけないなと思いながら、泣きはらした目で眠る翠玉の頰ほおを撫なでる。

「すまなかった」

　翠玉を早く子こ猫ねこの姿に戻もどしてやりたいからといって、急ぐべきではなかった。

　神官家の香が発情を促うながすもので、翠玉があんなに羞恥心が強いと分かっていたなら決して試ためさなかった。

「晧月様。起きてらっしゃいますか？」

　扉とびらの向こうで控ひかえめな声がして、晧月は顔を上げた。

「賢輪。こんな、朝早くにどうした？」

　賢輪は晧月が起きた頃ころを見計らって朝食を持ってくるが、今朝は余りにも早すぎる。

「翠玉のことが気になったのと、お伝えしたいことがありまして」

「入ってきてくれ」

　賢輪は部屋に入ってくると、寝台の傍そばまで近づいてきて眠る翠玉に目を留めた。

「あのお香こうでは、子猫に戻れなかったのですね」

　残念そうに言った後、寝台に腰掛ける晧月に向かって真しん剣けんな表情で言う。

「でも、晧月様。翠玉を慰めるためなのでしょうが、一晩一いつ緒しよに過ごすというのはいかがなものでしょうか？　翠玉がらみのおかしな噂うわさをご存じでしょう？」

　下っ端ぱの神官たちが、官かん吏りや軍人、さらには薬事殿の見習い薬くす師しにまで面おも白しろおかしく伝えていると賢輪から報告は受けていた。晧月が少年遊びに夢中で、彩の国を守ってくれる神しん獣じゆうさえないがしろにしたというものだ。

　懐ふところで温めて育てた大切な子猫を他人からそういう目で見られるのは心外だった。もし、翠玉がこの噂を耳にしたら、自分のせいでとまた悔くやむだろう。

「部屋に戻したくても心配でな。出来なかった」

「何かあったんですか？　翠玉の目、腫はれているようですけれど」

　賢輪は寝台まで近寄ってきて、翠玉の顔を覗のぞき込みながら言った。

「それに、晧月様も疲つかれた顔をされています」

「神官家の香は、翠玉には発情を促すようなものだったのだ。お前を呼ぼうとすると恥はずかしいから嫌いやだと言って、仕方がないから俺が……」

「発情だなんて、子供の翠玉に辛つらい思いをさせてしまいましたね」

「目覚めたらそれとなく慰めてやってくれないか」

「かしこまりました」と答えた後、賢輪は「あっ」と軽く声を上げた。

「実は、朝早くにお部屋にお邪じや魔ましたのは、晧月様にお会いしたいという者がいて、どうなさるのか伺うかがいたかったのです」

「こんな時間にか？」

「相手は明陽という若い官吏で、晧月様が大和殿に向かわれる前に是ぜ非ひお会いしたいと。一いつ介かいの官吏にそのようなことはできないと伝えたのですが、翼の生えた獅し子しの件でと伝えてくれたら必ず会って下さると言い張るもので」

「……翼？」

　書庫から発見された古い絵と、昨夜、翠玉の手の甲に浮かんだ翼の模様。奇き妙みような共通点に、晧月は訝いぶかしんだ。

「どうかされたんですか？」

「いや、昨夜……」

　晧月は翠玉の達する間際に起こったことを、話して聞かせる。

「発情したら手の甲に翼が？」

「ああ。そして明陽がお前に言付けた翼の生えた獅子とは、文淵殿で見つかった古い絵のことだ。不思議な絵なので、明陽に調べさせていた。文淵殿の書庫に住んでいるような男が、こんな朝早くに俺の屋や敷しきにまでやってくるのはよっぽどのことだ。何か発見したに違ちがいない」

「私もお話を聞かせて貰もらってもいいでしょうか？」

「もちろんだ。隣りん室しつに呼んでくれ」

　賢輪が待たせている明陽を迎えに行くために部屋を出ていく。晧月は翠玉を起こさないように静かに夜着から長衣に着き替がえた。

　隣室へと入り、椅い子すに座って明陽を待つ。

　少しして賢輪とともに「申し訳ありません。こんな朝早く」と恐きよう縮しゆくしながら明陽が入って来た。小こ脇わきに黄色い布の包みを抱かかえている。目の下には薄い隈くまができていた。

「昨晩、神獣の件でとんでもないことが立て続けに分かりまして。晧月様を文淵殿の書庫で待ちきれなくて押し掛かけてしまいました」

「あまり眠っていないようだな」

「このところ、ほとんど睡すい眠みんはとっておりません」

　賢輪が明陽を長机まで案内すると、彼はその上に包みを置き布を解いた。

　一番上に古びた書物。その下に男と獅子が距きよ離りをとって向かい合う絵が入っている。

　明陽は書物を脇に寄せ、絵を長机の上に四枚並べていった。

「こちらの国が特定できました。銀華の森の近くにあった小国で、やはり文字を持たない国でした。絵は彩の国でいう歴史書で、空飛ぶ獅子がこの時代にいたことを記しているようです」

「この時代？」

　明陽の後に続いて席についた賢輪が聞いた。

「この国は、初代皇こう帝ていの御み代よまで存在していました」

「つまり、その頃、翼つばさの生えた獅子が銀華にいたということですね。その当時の彩の国にとっては脅きよう威いだったのではないですか？」

「私もそう思い、彩の国の歴史書を開いてこの国の歴史を確かく認にんしてみました。しかし、翼の生えた獅子のことは一いつ切さい書かれておりません。膨ぼう大だいな記録を残してきた彩の国なのに、翼が生えた獅子という珍めずらしい生き物のことを書いていないのは少し疑問が残ります。とすると、この国が自国のことではなく彩の国のことを記録していたのではないかと考えることができます」

　賢輪が目を見開いた。

「初代皇帝の獅子には、実は翼が？」

「私は晧月様に命じられて、この三年、神記に書かれている以外の神獣情報がないか調べて参りました。しかし、一つも新たな情報は出てこなかったのです。少し不自然すぎる気がしませんか？　神官家の方々が神記以外の神獣情報が書かれた書物を削さく除じよしたと考える方が自然な気がします」

　明陽の話を聞き終えた晧月は、改めて翼の生えた獅子の絵を見つめた。

「となると、どうして父が契けい約やくした神獣には翼が無かったのだろう？　雲国との国境線沿いの戦場で見た神獣の背中には翼をもがれたような傷きず痕あとはなかった」

「それなんですが」

　明陽が、包みの中から小さな書物を取り出した。

「こちらは、あの絵が描かかれた国とは別の国の書物です。同じく銀華周辺にありました」

「捕ほ……虜りよ、その次はなんと書いているのでしょう？　彩の国にはない文字ですね」

　賢輪が書物の背表紙に顔を近づける。

「捕虜記と読みます。比ひ較かく的てき、彩の国と文字が似ているのは、この国が銀華周辺にあったからです。中身を語学に詳くわしい者に調べさせました。この書物はこの国と戦いくさをし、捕虜として捕つかまえた兵のことについて書かれているのではないか、との回答でした。その捕虜の中には彩の国の神官も含ふくまれていて神獣の秘密についてしゃべらされているようです」

「そんな重要なことが、異国の書物に？」

　賢輪が身を乗り出し、捕虜記を摑つかんだ。

「賢輪様。異国の書物だからこそです。これこそ、神官家の方々が最も隠かくしたい神獣情報かと思います」

「教えてください」

　明陽は一呼吸を置いて話し始めた。

「『なぜ神獣が彩の国だけにやってくるのか？』とこの国の者が尋たずねたところ、神官は『神獣は英えい雄ゆうの匂においを好むからだ』と答えています。そして『初代皇帝以降、英雄の匂いは薄うすくなった。だから、我々は英雄の匂いによく似た匂いを香で作り出し、皇帝が青年期に差し掛かると香を焚たいて神獣を呼び出す』と」

「野草の種類と調合量さえ知っていれば、誰だれでも神獣を呼び出すことができたのですね」

「幼帝として即そく位いした二代目皇帝を補ほ佐さした神官が、神獣のことを研究したのだろう。そして知った秘密を自分達だけのものにし、急速に力を付けた」

　晧月の言葉に明陽が深く頷うなずく。

「呼び出された神獣は、皇帝と契約を交かわすと彩の国の民たみは聞かされてきました。皇帝は彩の国のために戦い、神獣もまた死ぬまで身を捧ささげるのだと。しかし、この絵では神獣は戦が終わると天界に帰っているように見えます。おそらくこの契約というのは、神官家の方が都合のいいように作り出した言葉なのではないでしょうか」

　明陽は包みの中から新たな絵を取り出す。その絵を見た晧月は眉まゆを曇くもらせた。余りにも妙みような絵だったからだ。

　初代皇帝らしき男が人間と性交している。人間の方は、胸が真っ平らだが髪かみが長く表情は柔やわらかで、男性なのか女性なのか判別つけがたい。

「翼の生えた獅子を描いた同じ絵師の作だと思われます。よく見てください。この部分」

　人間の頭部には耳、尻しりの付け根には尻尾しつぽが付いていた。頭部の耳は大きく垂れていて、尻尾は鞭むちのように細く先にしか毛が生えていない。そして、手の甲こうには翼の模様が描かれている。

　驚おどろいた賢輪が立ち上がり、椅子が派手な音を立てて後ろに倒たおれた。賢輪は食い入るように絵を見つめている。

「……神しん獣じゆうは人間に変へん化げするというのですか？」

「捕虜記によれば、天界から初めて降りてきた神獣は処しよ女じよ神獣と呼ばれ、英雄の匂いを嗅かぐと昂たかぶって人間に変化したそうです。そして、抱だかれると一つだけ願いを叶かなえることができたと」

　晧月は固く目を閉じ、小さな声で呟つぶやいた。

「なんと哀あわれな」

　雪深い銀華の森から猛もう吹雪ふぶきの雪原を渡わたってやってきた子こ猫ねこの姿が瞼まぶたの裏に浮うかんでくる。秋の終わりの銀華で追い払はらった神獣は……翠玉。

　どこかでひどい怪け我がをし記き憶おくを失っても、匂いのせいで辿たどりついた。英雄の匂いとは、そこまで神獣にとってよいものなのだろう。しかし、それを体から発する男は英雄ではないのだ。二代目も三代目も父親も、そして自分も。

　明陽は絵の人間の手の部分を丸で囲った。

「この手に浮き出ている翼の印が未いまだ誰とも契約を交わしていないという証しよう拠こなんだそうです。ですのでこの絵は性交の絵ではなく、願いを叶えるための儀ぎ式しきを描いているものと思われます」

　そこから、急に明陽の歯切れが悪くなった。

「神記で歴代の神獣の翼が確認できないのは……」

　代わりに晧月は、膝ひざの上で拳こぶしを震ふるわせながら答える。

「一つだけ願いを叶えるという力を使って翼を奪うばった。そうだろう？」

「どうしてそんな残ざん酷こくなことが」

　賢輪が口元を押さえた。

「天界に戻もどさず、兵器として仕立て上げるためだ。きっと処女神獣を兵器として利用することは、二代皇帝の御代から神官家主導で行われ三代目、父の代と通例化していったはずだ」

　神獣について調べ続けて四年。神官家が彩の国の歴史から抹まつ消しようした真実をついに手に入れた。もうあいつらを王城にのさばらせてはおけない。

「賢輪、明陽。手伝って欲しい。今こそ、神官家を王城から追い出す。明陽は、語学学者を総動員してかつて銀華地方にあった国の書物を解読させろ。ぐうの音も出ないほど、神獣のことを調べあげ、神官家に突つきつけてやる。炎輝のやつは証拠がないと騒さわぎ立てるだろうが、おそらく皇帝すらも立ち入りを禁じる神官家の屋敷に秘密はたんまりと詰つめ込まれているだろう。賢輪、お前は俺と一いつ緒しよに神記と他ほかの国の書物に書かれた神獣との相そう違い点をまとめろ。出来上がり次し第だい、政務の場で神官家を徹てつ底てい的に糾きゆう弾だんする」

　明陽が部屋から去って、賢輪が大きく息をついた。

「翠玉が神獣だったなんて。記憶を失っても本能的に辿りついてしまったんですね」

「……ああ」

「王城に置いておくのは危険ではありませんか？　初代皇帝の血筋を汲くむ炎輝様に、万が一翠玉の正体が知れて強ごう引いんに抱かれてしまったら、翼を奪われ二度と天界に戻れない体にされてしまうかもしれません」

「あいつの記憶さえ戻れば、天界に帰れと言える」

　晧月は椅い子すの背にもたれ、天てん井じようを見つめた。

「翠玉の記憶が戻らなくても可能な方法があります。晧月様が翠玉を抱いてあげるのです。そして、一つだけ願いを叶える力を使って天界に戻れと言う」

「俺が……抱く？　あいつは、発情に混乱して泣なき叫さけぶほどの子供だ。無理に抱いたら心に傷が残る」

「しかし、下手をしたら一生地上に縛しばり付けられてしまうかもしれないんですよ。そんなの恐おそろしいです」

　それきり賢輪が黙だまり込んでしまったので、部屋は沈ちん黙もくに包まれた。




　翌日から彩の国は大雪となった。底冷えする中、晧月は神官家を王城から追い出すための対策に追われていた。大和殿でわずかな時間を縫ぬって明陽が集めた資料に目を通し、屋や敷しきに言語に詳しい学者を呼んで銀華周辺の国々の書物を翻ほん訳やくさせ、神獣の秘密を一つ一つ検証していく。

　翠玉はあの日以来、自室に引き籠こもったきり出てこない。

　発情で高ぶってしまったことと晧月にそれを鎮しずめてもらったことが、未いまだ尾おを引いているらしい。もちろんこのような状態で、翠玉が神獣であると伝えられるはずもなかった。

　何かにつけて晧月は、神獣は彩の国に不要だと言ってきた。子猫姿の翠玉にも語ったことがある。それに賢輪からも、晧月が神獣のせいで神官家と対立関係にあり大変な思いをしていることを聞かされているはずだ。

　自分が彩の国に存在することで、晧月に迷めい惑わくをかけてしまうと思いかねない。

　抱ほう擁ようや額への口づけといった慰なぐさめの手段を失い、近づき方がわからない。賢輪が傍そばについて面めん倒どうを見てくれるので安心だが、やはりいつかはきちんと話さねばならないだろう。

　十日ほどして神官家が言い逃のがれできないほどの神獣情報を集め精査を終え、晧月は、部屋の書物の積み上がった長机で伸のびをする。

「翠玉のところに行こう。いつまでも顔を合わすのを延ばし延ばしにしていては……」

　覚かく悟ごを決めて椅子から立ち上がり、部屋から出ていく。外廊ろう下かから見える庭は一面雪景色だ。池の水は凍こおり、四阿あずまやの屋根にはこんもりと雪が積もっている。だが、空だけは久しぶりの青空が広がっていた。

　翠玉の部屋までやってきて、扉とびらの前で一度咳せき払ばらいをする。

「翠玉。いるか？」

　少し待ってみたが返事がなかった。恥はずかしくていない振ふりをしているのだろうかと思って耳を澄すませてみたが、どうも部屋に人の気配が感じられない。

「開けるぞ」

　やはり返事がなく、仕方なくそのまま扉を開ける。部屋は無人だった。寝しん台だいの布ふ団とんが大きくめくれ上がっていて、急いで部屋を出ていった感がある。

　どこに行ってしまったのだろう。

　外廊下から庭を眺ながめると足あし跡あとが付いているのを発見した。庭に降りその足跡を追っていくと、庭の隅すみに植えられている刺ツー叶イエ桂グイ花フア（柊ひいらぎ）の木の枝に背せ伸のびして手を伸ばしている水色の頭ず巾きんをかぶった少年の姿があった。

「刺叶桂花の葉は鋭するどい。怪我をするぞ」

　晧月が声を掛かけると、ビクッと体を震わせて翠玉は振り向いた。

　すっかり警けい戒かいされてしまっている。

　翠玉は片手に小さな盆ぼんを持っていた。何に使うのだろうかと思いながら、刺叶桂花に手を伸ばし枝を折る。

「この枝でいいか？」

　盆の上に載のせてやると、翠玉はぺこりと頭を下げた。

　翠玉の目線に合わせて腰こしをかがめると、翠玉は顔を赤くし数歩後あと退ずさった。踵きびすを返しかけて、雪に足を取られ、盆とその上に載った刺叶桂花の枝が少し離はなれた場所に飛んでいった。

　晧月は翠玉を助け起こし雪まみれになった体を払ってやった。そして、飛んでいった盆と刺叶桂花の枝を渡す。

「部屋に飾かざるのならもっと太い枝の方が良かったか？」

　前髪についた雪を払ってやる。すると翠玉は、顎あごが鎖さ骨こつにくっつきそうなほど俯うつむいてしまった。雪と見まごう色の見事な白はく髪はつに指を絡からめると、薄うす桃もも色いろだった翠玉の耳が、熟した赤林りん檎ごのように変化していく。

　問いかけると翠玉が赤い顔のまま首を振り、消え入りそうな声で言った。

「……雪うさぎ」

「ああ。それで、盆と刺叶桂花の枝か」

「賢輪様がこの前、作ってくださって……」

　つまり、自分でも作ってみたくなって庭に出たのだろう。

「せっかくだ。一緒に作らせてくれないか？」

　翠玉が地面を見つめたまま頷うなずく。

　晧月が包みを小こ脇わきに抱かかえたまましゃがんで盆の上に雪を載せ始めると、翠玉も隣となりに座った。だが、膝を抱え顔を伏ふせている。

　雪で楕だ円えん形のうさぎの体を作って、刺叶桂花の葉をちぎり耳に見立てる。そして近くに生えていた南天の木から小枝を折り、たわわに実った南天の実を二粒つぶ、耳の下に埋うめ込んだ。

「できたぞ」

　翠玉の足元に盆を差し出すと、顔を上げた翠玉は黙って雪うさぎを見つめている。

　何もしゃべらず、反応も示さないなら、今日はこのまま去った方がいいのだろうか？

　晧月がそう考えていると、翠玉は周りの雪をかき集め盆に載せ、晧月が作ったものよりも一回り小さな雪うさぎを作り始めた。

「いっ……」

　刺叶桂花の枝から葉をちぎろうとしていた翠玉は、小さな悲鳴を上げた。痛そうな顔で見つめる親指には、ぷっくりと小さな赤い雫しずくが出来上がる。

「刺ささったのか。どれ」

　手を取って自分の口元によせ、血の出ている親指を食はんだ。

「ン、……っ」

　と喘あえいで、翠玉は手を引こうとする。

「血が止まるまで少し待て」

　一度口から翠玉の親指を離し、注意を与あたえて再び口に含ふくむ。たちまち、翠玉の顔が真っ赤に染まっていく。ふらつく足元に気付き、腰に手を回すと一気に翠玉の体の力が抜ぬけていった。　>>>♥

　血が止まったのを見計らって腕うでから解放する。逃にげていくかと思ったら、戸と惑まどった顔で晧月の傍に立っている。

　晧月は作りかけの二匹ひき目の雪うさぎを仕上げて、盆を翠玉に差し出した。

「この寒さだ。部屋に飾っておいても暫しばらく楽しめそうだな」

　ポンと肩かたを叩たたくと、翠玉は声を掛けたときと同じように体をビクッとさせる。

「悪い。前と同じと考えてはいけなかったな」

　屋敷の方に戻もどりかけると、

「……ごめん……なさい」

　と謝る声が聞こえてきた。

　振り向くと翠玉が俯うつむいている。

「晧月様とお会いできてすごく嬉うれしいのに……体がいうことを聞かなくて。言葉も……うまく出てこなくて」

　あの夜から十日以上過ぎている。しゃべるのにいっぱいいっぱいの状態だったら、抱だいてやるにはどれほどかかるだろう。

　手を繫つなぐところから初めて、口づけや愛あい撫ぶの気持ちよさを教え込んで……。

　晧月は肩を震ふるわせている翠玉を見つめる。

　恥ずかしがり屋なこの少年が愛いとおしかった。そして、別れるために愛し、体を重ねなければならない日がいずれやってくることをたまらなく辛つらく感じた。




「今日は、政務を始める前に皆みなに伝えたいことがある」

　翠玉を部屋に送り届けた後、晧月は大和殿へと向かった。政務室には、政務が始まる時間になると、官かん吏り、神官、軍人の代表者たちが集まってくる。

「何ですか？　政務室に入ったら一いつ瞬しゆんの無む駄だ話も許さない晧月様が珍めずらしい」

　炎輝が怪け訝げんな顔で晧月を見る。

「調べものをしていたら、面おも白しろい物を見つけてな。まずはこれから見て欲しい」

　円えん卓たくに皇こう帝てい家の家系図を広げると、「歴史の授業でも始めるつもりですか？」と炎輝から呆あきれ声が上がった。他ほかの男たちも不可解な顔をしていたが晧月は構わず、神記を家系図の上に置いた。

「……神記？」

　首を傾かしげる炎輝に晧月は言う。

「ああ、そうだ。お前の祖先が二代目皇帝の御み代よに独自で作り上げた書物だ」

「神官家が独自に神記を作っただなんて一体、何を言い出すんですか？　神記は歴代の皇帝と神官と官吏の手によって編まれた重要な国の書物です」

　キンキンとした声で責める炎輝を無視し、晧月は神記を家系図の二代目皇帝の名前がある場所に移動させる。

「神記は皇帝と神官が神しん獣じゆうについて語り、官吏がまとめたもの、だったな、炎輝？」

「はい。神官が独自で作るなどありえません」

「では、幼くして皇帝となった二代目は、神獣に関してどんなことを語ったんだ？」

　急に炎輝の目が泳ぐ。

「た、確かに二代目皇帝は若くして即そく位いされました。しかし、その分、当時の神官は……」

「そうか。お前の祖先は神記を作る際、神獣に関して真実を語ってくれたか」

　晧月が神記を開き中に挟はさみ込んでいた翼つばさの生えた獅し子しの絵を円卓に載のせると、炎輝の顔色がさっと変わった。

　官吏と軍人の代表者がしげしげと絵を見つめる。

「異国の歴史書を収める書庫で発見した。銀華の森の傍そばにあった文字を持たない小国の歴史書だ」

　炎輝は、動どう揺ようを露あらわにしたように早口で捲まくし立てる。

「晧月様はこの翼の生えた空飛ぶけったいな生き物が、神獣だと言いたいのですか？　加か冠かんの儀ぎ以降、御ご乱らん心しんの噂うわさがありましたが、翼の生えた獣けものを今度は神獣と言い出すとはいよいよ末期のようですね」

　炎輝が引きつった笑えみを浮うかべたので晧月は、神獣のことが書かれた書物を数十冊円卓の上に置いた。

「では、翼の生えた獅子が神獣ではないと仮定しよう。この獅子は銀華地方にあった数々の国の書物に記録されている。こんな獣がいる国は脅きよう威いだったに違ちがいないからな。だからこぞって記録した。だが、彩の国には一いつ切さい、翼の生えた獅子の記録がない。歴史書、軍記、そして神記と膨ぼう大だいな書物を残してきた彩の国なのにおかしいとは思わないか？」

　晧月が問い詰つめると、円卓に座る男たちがざわめき始める。

「お前の祖先は、彩の国に噓うそを記録させ、神獣の都合の悪い部分を明かさなかったのではないか？　そしてお前もまたその都合の悪い部分を代々継けい承しようしてきたのではないか？」

「神官家は何を隠かくしてきたのですか？」

　官吏の質問に、晧月は答えた。

「元々、神獣には翼が生えていて、皇帝家の男の匂においにつられてやってくる。そしてその匂いは、似た匂いの野草を組み合わせることで作ることが可能だ」

　軍人がけたたましい音を立てて椅い子すから立ち上がった。

「ということは、神官家の人間でしか神獣を呼び出せない秘術とは」

「真っ赤な大噓だ」

　晧月は続けた。

「まだあるぞ。地上に初めてやってきた神獣は契ちぎりを交かわした相手の願いを叶かなえる力を持っているそうだ。彩の国の皇帝は、その願いを使い、神獣から翼を奪うばって兵器代わりとしてきたのではないか？　おそらく始まりは二代目幼帝の時代からだろう。お前の祖先が入れ知ぢ恵えするには楽な存在だったろうからな」

「炎輝様。そんな重大なことを今まで皇帝家に隠してきたなどゆゆしき事態ですぞ」

　軍人が口角泡あわを飛ばしながら、円卓をバンバンと叩く。

「神獣の秘密はこれで明らかになった。誰だれにでも呼び出すことが出来ると分かったのだから、神官家は彩の国には無用だ。数々の特権は廃はい止し。王城からも即そつ刻こく出て行ってもらう。皆、異論はないな？」

　晧月が周りに問うと、炎輝以外の全員が頷うなずいた。

　炎輝はわなわなと体を震わせ、晧月に訴うつたえる。

「異国の書物を信じ、神官家を排はいするなど横暴すぎます！」

「身の潔白を証明したいというならさせてやろう。今から、外部の者に神官家の敷しき地ちをくまなく調べさせろ。異国の書物に書かれていたような神獣の秘密を記した資料が一切出てこないのならば、信用してやる」

　皇帝すらも立ち入らせないあの場所は神獣の秘密を隠すのに適した場所だ。必ず何か出てくる。

　確信をもって扉とびらに向かって歩き始める晧月に、炎輝が慌あわてて行く手を阻はばもうとする。

「お待ちください。今すぐだなんて」

「今でなければ意味がない」

　晧月は炎輝を押しのけて大和殿の廊ろう下かを歩き始める。晧月が神官家に乗り込むのを止められないと悟さとった炎輝は、晧月を追い越こし大和殿を出ていこうとする。代々神官家の人間が受け継ついできた神獣に関する書物をどこかに隠そうとしているに違いない。

「衛兵。炎輝を拘こう束そくしろっ」

　大和殿の入り口近くまでやってきて晧月は叫さけぶ。しかし、衛兵は呆ほうけたように空を見上げていて晧月の声に気付かない。外に飛び出した炎輝も急に立ち止まった。

　一体、何事だ？

　晧月は大和殿の外に出て、金華の街に建つ狼煙のろしの塔とうから一筋の赤い煙けむりが上がっているのに気づいた。

　───赤煙。

　晧月の後からやってきた軍人と官吏が、背後で息を吞のむ。

　国境線を囲む三国のうちのどこかが、彩の国を攻せめようとしている。赤煙ということは、かなりの軍勢に違いない。

　金華の街と王城を繫ぐ門を一頭の馬が潜くぐる。通常、皇帝家の人間以外、王城の広場を馬で通ることはできない。唯ゆい一いつの例外は、国の緊きん急きゆう事態を告げる役職にある伝令だけだった。

　門を潜って王城に向かって一直線に馬を走らせる男を見ていた炎輝は、すっかり落ち着きを取り戻した顔で晧月に言った。

「どうやら晧月様は、神官家の捜そう索さくなどしている場合ではなさそうですね」

　王城の階段下までやってきた伝令が馬から飛び降り、階段を上って来るのとは逆に、炎輝は階段を下っていく。

　入れ違いに晧月の傍に伝令がやってきた。銀華の森へ偵てい察さつの旅に出させていた楊毅だ。旅支じ度たく用の長衣の裾すそは泥どろだらけで、長く辛つらい旅をしてきたことが見て取れる。

　拝礼もそこそこ、楊毅は話し始めた。

「晧月様、今すぐに戦いくさの準備をっ!!　雲国、風国、空クウ国コクの軍隊が銀華の関に集結しつつあります」

　楊毅の言葉に誰もが耳を疑う。彩の国と隣りん国ごくの三国が争うと同時に、三国は三国で小こ競ぜり合いを続けていた。

　風国は彩の国の西にあり、銀華が両国の境目だ。そこに北にある空国と南にある雲国が軍隊を集結させたとは……。

「つまり三国が手を組んだということか？」

「そんなのあり得ません。あの三国ですよ？」

　晧月の背後にいた官吏が、悲鳴を上げながら楊毅の前に踏ふみ出してくる。

　楊毅が首を振ふりながら答える。

「あの三国が手を組むとはにわかには信じがたいかもしれませんが、事実です。銀華の森を偵察後、神獣が隣国に行ってしまったのではないかと探たん索さくの手を広げました。捜索部隊を三つに分けて各国境に送ったところ、いつも国境沿いに駐ちゆう留りゆうしている雲国と空国の軍隊が見えないと、防衛にあたる彩の国軍から報告を受けました。何らかの事態が発生し自国に軍隊を戻もどしたのかと思いましたが、風国の国境沿いの軍は逆に三倍にも膨ふくれ上がっていたのです。雲国、空国の白と青の武具を着た兵の姿もそこで確かく認にんされました。三国は結けつ託たくして彩の国に一いつ斉せい攻こう撃げきを仕し掛かけるつもりでいます」

　晧月の傍に軍人が青い顔で寄ってきて囁ささやく。

「対一国ならまだしも三国連合軍と彩の国軍では、兵力に差がありすぎます。加冠の儀を行って神しん獣じゆうと契けい約やくし戦に連れて行きましょう」

「ならんっ」

　晧月は厳しい口調で言った。

「お前は歴代の皇こう帝ていが神獣にしてきたむごい仕打ちをもう忘れたのか？」

「翼を奪えとは申しておりません。ですが、今回の戦は神獣なしには勝ち目は……」

「何を弱気になっている。すぐに兵を整え戦支度を。三国が同時に攻撃を仕掛けるというなら、彩の国軍は迎むかえ撃うつ」

　そう宣言し、大和殿に向かって踵きびすを返したときだった。

　独特の青草の匂いが鼻を掠かすめる。

　祈き禱とうの時間でもないのに、神官家が香こうを焚たき始めたようだ。

「神獣を呼ぶつもりか」

　炎輝は狼煙の塔から赤い煙が上がる様を見て、皇帝の座を奪う好機がやってきたと思ったのだろう。神獣と契約を交かわし、願いを叶える力で神獣を兵器に仕立て上げ、華はな々ばなしく戦場に登場するつもりだ。

「絶対にそんなことはさせん」

　晧月は低い声で呟つぶやいて、急ぎ足で大和殿の中に入っていった。
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　ふと気が付くと、晧月と一いつ緒しよに作った雪うさぎがお盆ぼんの上で溶とけて形を失おうとしていた。

「雪、足してあげなくちゃ」

　急いで薄うすい布ふ団とんを背中に羽織ってお盆を手に持つ。庭に向かいかける途と中ちゆう、今朝のことが思い出され翠玉は俯うつむいてしまった。

　せっかく、晧月が会いに来てくれたのに、きちんと話ができなかった。

　どれだけ時間が過ぎても、あの夜に晧月に見せてしまった姿が恥はずかしくて堪たまらないのだ。

　陰いん部ぶに刺し激げきを施ほどこされ悶もだえた自分。

　聞いたこともないような甘い声を上げた自分。

　晧月はお香の匂においで苦しむ翠玉に、仕方なく手を貸してくれただけなのに。

　優やさしい晧月は笑いもしないし、からかいもしないだろうが、どうしても意識してしまう。

　できるなら、あの夜以前の自分に戻りたい。過度な刺激を知らない自分に。

　記き憶おくを失ってしまえたらいいのに、と翠玉は思った。

　自分は何者なのか肝かん心じんなことは思い出せないのに、消し去りたい記憶はいつまでも頭にこびりついている。

　盆を持つ手の甲こうに視線を落とした。

　あの夜、達する寸前に光った手の甲。そして、不思議な模様。

「もしかして、今朝、何か分かったから伝えに来てくださったのかな……」

　あんな子供のような態度しか取れなかった自分に落ちこみながら、部屋の扉を開けた。

「お香の匂い……」

　日が暮れて真っ暗になった外には神官家の香の匂いが濃こく漂ただよっていた。翠玉は咳せき込みながらしゃがんだ。立っていられない。

　屋敷は入り口の方向がなんだか騒さわがしく、泣き声のような声も聞こえてくる。普ふ段だん、静かな晧月の屋敷がこんなにうるさいのは初めてだ。何か、あったに違ちがいない。

　鼻を押おさえ、ふらつきながら屋敷の入り口へと向かうと、そこには女官や使用人が大勢集まっていて、門の方を気にしていた。誰かを待っているらしい。

　集団の中に目を真っ赤にしている賢輪の姿もあった。傍そばに寄っていくと賢輪はさっと目元を拭ぬぐった。

「お香の匂い、辛いでしょう。神官家が夜の祈禱とは比べものにならないほどのお香を焚いているようです」

「どうしてですか？」

「……戦がね、始まるから、神獣に祈いのっているんですよ。彩の国は隣国の三国と戦わねばならなくなりました」

　初めは翠玉は、賢輪が何を言っているのかわからなかった。

　戦？

　三国と戦う？

　三国いっぺんに戦を挑いどまれて勝ち目はあるの？

　晧月様も当然戦に……。

　すぐ傍にいた女官が取り乱しはじめた。

「賢輪様。晧月様の下もとに再度、神獣は現れてくれないんでしょうか？　神獣がいなければ彩の国は……」

　女官の不安は他ほかの女官に伝でん播ぱしていき、すすり泣きが聞こえ始める。

「お前ら、メソメソ泣くんじゃないよ。まだ戦は始まってもいないのに、そんな弱気でどうする」

　料理人の来儀が女官らを叱しかりつける。

「そら、晧月様がお戻りになったぞ」

　橋の上に揺ゆらめく灯タン籠ロンの明かりが見えた。ぼんやりと晧月の体の線が見える。数歩後ろには同じく灯籠を持った楊毅がいた。

「晧月様。お帰りなさいませ」

　女官らは一斉に晧月に詰つめ寄っていく。

「今回の戦、大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

「金華まで火の手が襲おそってくることも考えられますか？」

「お前ら、いい加減にしないか」

　来儀が声を荒あららげたが、不安を感じる女官らを抑えることはできなかった。

　晧月は灯籠を使用人に預けると、屋敷の入り口に集まっている全員の顔を見回して言う。

「銀華は古くから小競り合いが起こってきた場所だ。敵を食い止める関も一ノ関から三ノ関まであり、彩の国に地の利はある」

　それでも、女官らはむせび泣いていた。使用人も肩かたを落とし俯いている。晧月は肩を叩たたき、抱ほう擁ようし、怯おびえる女官や使用人を慰なぐさめて回った。そして、翠玉と賢輪に声をかけ私室に向かって歩き出す。

　人のいない場所までやってきて晧月はぴたりと足を止めた。

「賢輪。お前はいつも薬くす師しの長として俺と一緒に戦場に来てくれたが、今回は代理を立てる。お前は金華に残り、翠玉と屋敷の者たちを守れ。今回の戦は正直、蓋ふたを開けてみなければわからない。もしも関が破られた場合、敵は次に金華を狙ねらう。そのときは、皆みなを連れて北の離り宮きゆうに向かえ」

　賢輪は何か言いたげな表情で一歩踏み出すが、晧月の意志は変えられないと分かったのか最後には「……はい」とうなだれる。

　晧月は今度は翠玉の傍にやってきて腰こしをかがめた。

「翠玉。俺に万が一のことがあった場合、お前の今後は賢輪が決める。賢輪の指示は俺の言うことだと思って聞け」

　万が一という言葉が翠玉の心に重く響ひびいた。

「明け方には金華を発たつ。見送りはいらない」

　翠玉の頭を撫なでようと手を伸のばしかけた晧月は、すんでのところでそれを止めた。寂さみしげに笑って翠玉に背を向け、自室の方向に歩き出す。

　もしかして、これでお別れ？

「……晧月様」

　名前を呼んでも、どんどん晧月の背中は遠ざかっていく。

　晧月に触ふれられるのが嫌いやだと誤解をさせてしまった。

　そうじゃない。自分が自分で分からなくなるほど刺激に溺おぼれてしまう様子を晧月に見られたのが恥ずかしかったのだ。

　追いかけようにも足が動かない。

　傍に行こうと意識するだけで、体が固まってしまう。

　廊ろう下かを歩いていた晧月は、角を曲がって姿が見えなくなってしまった。

　今なら追いかければ姿を見ることはできるが、戦場と金華で離はなれ離れになってしまえば、それは叶かなわなくなる。

　晧月が、万が一となってしまったらそれこそ……。

　翠玉の心がきゅっと締しめ付けられる。

　ああいう言葉を口に出したということは、よっぽどの戦いくさなのだ。

　御ご無ぶ事じでと伝えたい。

　満足に動かない唇くちびるの代わりになるものはないだろうかと翠玉は考えた。脳のう裏りに青い花が浮うかんでくる。

「……そうだ。お花」

　以前、文淵殿で摘つんだ花を渡わたしたとき、晧月はとても喜んでくれた。

　部屋の前に置いておいたら、僕からだと気づいてくれるだろうか。

　翠玉は賢輪をその場に残し、屋敷を飛び出した。

「翠玉。どこに行くんです？」

　賢輪の叫さけび声が聞こえてきたが、立ち止まらなかった。橋を渡り門を抜ぬけ、広場へと続く小道を歩いているとお香こうの香かおりがさらに濃くなっていく。

　神官家の方向に近づくにつれ、ますます体が昂たかぶって息が上がり始めた。

「……苦しい」

　翠玉は喘あえぎながら白しら壁かべにもたれる。それでも何とか歩いていると、闇やみ夜よに複数の低い男の声が聞こえてきた。

「夜の祈き禱とう……始まったんだ」

　得体のしれない恐きよう怖ふに、翠玉はその場にしゃがみ込みそうになる。屋敷に逃にげ帰ってしまいたかった。でも、青い花は文淵殿でしか咲さいているのを見たことがない。

　耳を塞ふさいで文淵殿まで駆かけて行った。

　軒のき下したに咲く青い花を摘み取って屋敷に戻もどり、晧月の部屋の前に花を置こうとすると、扉とびら越ごしに楊毅の声がした。

「銀華の森をくまなく捜さがしましたが、神しん獣じゆうの姿は見当たりませんでした」

　───神獣。

　翠玉は聞き耳を立てる。

「森は木々がなぎ倒たおされていて、神獣はそこを通ったものと思われます。森が途と切ぎれた先は深い谷底で、崖がけ崩くずれもあって危険な状態でした。なぜか、神官家の連中がそこで祈禱を上げていました」

　続いて晧月の声がした。

「奴やつらは、神獣が死んだと考えているのか」

　そんな。彩の国に神獣が現れれば戦も楽になるのに、死んだかもしれないなんて。

　翠玉の頭は真っ白になる。

「偵てい察さつ、御ご苦く労ろうだった。下がってくれ」

「はい」

　足音が近づいて来て、我に返る。慌あわてて晧月の部屋の前から去ろうとしたが、今一歩遅おそかった。扉が開き、楊毅と目が合う。

「何をしている？」

　ぎろっと睨にらまれて、「あ、あの、僕……」と翠玉はどもってしまった。

「晧月様の部屋の前で聞き耳を立てて、怪あやしい奴め。さては間者か？」

　楊毅は、銀華で拾われた子こ猫ねこのことは覚えているかもしれないが、少年になった翠玉のことは知らない。疑うのも当然のことだった。

　声を聞きつけて、晧月が廊下まで出てきた。

「楊毅。お前はもういい」

「ですが」

「この子は、俺達の仲間だ。賢輪に薬師となるための指導も受けている」

　楊毅が去り、翠玉は晧月と二人きりになった。

「……盗ぬすみ聞きしてしまいました。神獣は死んでしまったんですか？」

「いや、神官家の人間がそう思っているだけでちゃんと生きている」

「じゃあ、晧月様と一いつ緒しよに戦に赴おもむくんですね？」

「彩の国は、神獣を必要とはしない。どんなことがあってもだ。それより何の用だ？　別れは先ほど済ましたはずだろう」

　急に恥はずかしさが襲ってきて、翠玉は顔を伏ふせた。無言で青い花を差し出す。

「こんな夜よ更ふけに、俺のために花を摘みに行ってきたのか？」

　頷うなずいた瞬しゆん間かん、風向きが急に変わった。屋や敷しきにも祈禱の声が聞こえてきて身を縮こめる。

　翠玉の頭ず巾きんに晧月の手がかけられた。ゆっくりと水色の布が剝はぎ取られる。

「夜の祈禱の声が響く中、外に出るのは相当、怖こわかったろう。三角耳が寝ねてしまっている。神官家が香を焚たいているせいで、体だって辛つらいだろうに」

「……これしか、晧月様に近づける方法が無くて。あの夜以来、僕、上手うまく晧月様とおしゃべりができないから……」

「体を楽にさせるためとはいえ、お前にはすまないことをした」

　翠玉は激しく首を振ふった。

「僕は……晧月様に体を触さわられるのが嫌なんじゃなくて……変な自分を見られるのが恥ずかしいんです」

「お前は随ずい分ぶん俺を意識してくれていたのだな。香と俺の体から漂ただよう匂においのせいで疑ぎ似じ的な恋こいを覚えたか」

　顔を上げると、晧月は憐あわれむような目で翠玉を見ていた。そして、翠玉の手の中の花をすっと抜き取る。

「……恋？」

「偶ぐう然ぜんにもこの花の名は初はつ恋こい草そうという。彩の国では、初めて好きになった相手に渡す花だ。今回はただの花として受け取ろう」

　……晧月様はもしかして僕が、匂いに騙だまされて花を摘んできたと思っているの？

　晧月が言う、恋というものがよくわからない。でも、幾いくらお香の匂いで体が昂っていたって自分の感情はわかる。

　晧月に触られるのは嫌ではない。子猫のときみたいに寄り添そいたいと思っている。

　翠玉は震ふるえながら、花を握にぎる晧月の手を摑つかんだ。

「この青い花は……ただの花じゃないです」

　じっと翠玉の顔を見つめていた晧月は、翠玉の手首を摑むと部屋の中に引き入れた。寝しん台だい横の小机の傍そばまで連れていき花器に花を挿さす。そして振り向きざま、翠玉をきつく抱だきしめた。

　お香の匂いのせいで猛たけっている下半身が晧月の腿ももに当たって恥ずかしい。けれど、今は羞しゆう恥ちよりも、晧月と離れてしまう寂しさが上回る。

　晧月の背中に手を回し泣きながらきつく抱きしめ返した。恥ずかしがり屋の翠玉が出来る精せい一いつ杯ぱいの行動だ。

　だが、晧月は翠玉の耳元で悲しいことを言う。

「俺を好きになっては駄だ目めだぞ」

「……どういう……意味……んっ」

　額に唇が落とされた。続け様に瞼まぶたに頰ほおにと唇は落ちてきて、最後に翠玉の唇を奪うばった。入ってきた舌が翠玉の口内を蹂じゆう躙りんする。香の匂いと晧月の体の匂いが混じり合って、晧月の長衣をきつく摑んでいなければ、一人では立っていられない。

「戦が終わって無事金華に戻ってきたとしても、俺はお前に嫌いやなことをする。だから、今晩は匂いに騙されたことにしておけ。じゃないと俺も辛い」

　一いつ瞬しゆん、唇を離はなした晧月はそう伝えると、さらに深い口づけをしてきた。　>>>♥




　晧月が銀華に旅立ってからというもの、一日一日が長い。息をするのも苦しい日が続いていた。というのも、戦せん況きようを伝える伝令が金華にもたらす報告が芳かんばしくないからだ。

　三国は全兵を投入して関を破ろうとしているらしい。彩の国軍は一ノ関、二ノ関、三ノ関と守りを厚くしているが、一ノ関はもしかしたら破られてしまうかもしれないと伝えられていた。

　晧月が置かれている状じよう況きようを聞くたびに、翠玉は胸が潰つぶれそうになる。

　初恋草を渡しに行った晩、素す直なおな気持ちを告げたら、「駄目だ」と言われ立てなくなるほどの深い口づけをされた。のちのちもっと嫌なことをすると何度も脅おどされた。

　慣れない口づけは、香こうの匂においもあいまって、翠玉の体を昂たかぶらせ苦しめた。

　晧月は、翠玉がこういうことが苦手だとわかっていたはずだ。

　僕の気持ちが離れるよう、わざとあんな口づけをしたの？

　それでも翠玉は晧月を嫌きらいになれない。

　優やさしい晧月があんな風だったのは、きっと何かあったに違ちがいない。

「どうか、御ご無ぶ事じで」と繰くり返し祈いのっていると、部屋に険しい表情をした賢輪がやってきた。

「翠玉。伝えたいことがあります。皆みな、客庁（大広間）にいるので貴方あなたもそこに」

　廊ろう下かに出ると相変わらず、強いお香の香かおりがした。日に日に匂いは濃こくなっている気がする。

　客庁には、すでに女官と使用人が集まっていた。中央には黒い武具を身に着けた戦いくさ姿すがたの男がいる。口くち髭ひげを蓄たくわえ、体格は立派だ。

　目立たぬよう壁かべ際ぎわに立っていると、隣となりで賢輪が言った。

「彼は銀華から戦況を知らせに来た伝令です。伝令は通常、大和殿にしか報告に行きません。わざわざ、この屋敷に来たということは、晧月様が向かうように命令したのでしょう。覚かく悟ごして聞きなさい」

　伝令は語り始めた。

「彩の国軍は現在、劣れつ勢せいです。二ノ関が破られ、三ノ関も時間の問題となってきました。この屋敷にいる方々は早急に金華を離れよとの晧月様からの御ご命めい令れいです」

「一ノ関どころか、二ノ関まで!?　晧月様は御無事なのか？」

　真ん前にいた料理人の来儀が詰つめ寄ると、伝者の表情は著いちじるしく曇くもる。

「最前線で指揮を執とられ……満まん身しん創そう痍いの状態です」

「おいたわしい」

「そんな……晧月様」

　翠玉はその場にしゃがみ込んでしまいたかった。

　三ノ関も時間の問題だなんて、晧月様の命すら危ない状況じゃないか。

「……賢輪様、晧月様は……どうなって」

「今も戦っておられます。だから、私たちも希望を捨てずに……」

　途と中ちゆうから賢輪の声が擦かすれる。現状の厳しさが伝わってきて、耳を塞ふさいでしまいたくなった。

「皆、晧月様の命令通り金華を離れましょう。行き先は、白華の離り宮きゆうです」

　賢輪は動どう揺ようする女官や使用人たちに向かって言う。

「賢輪様。白華の離宮に持っていくものは？」

「向こうに食料などあるのでしょうか？」

　傍に、わっと人が寄ってきて次々と質問をする。

　……この屋敷を離れる？　晧月様と一緒にすごした思い出がいっぱいあるのに。

　翠玉は客庁を出て、ふらふらと歩き出す。

　廊下に出ると、池に浮うかぶ四阿あずまやが見えた。四阿には橋が架かかっていて、屋敷の門へと繫つながっている。

　晧月に連れられて、あの門を潜くぐり屋敷にやってきた日のことが思い出される。

　茫ぼう然ぜんと屋敷の中を歩いていると、いつの間にか晧月の部屋の前にいた。扉をそっと開ける。寝台と長机、それに椅い子す。銀華からやってきたときと部屋の様相は何一つ変わっていないのに、主だけがいない。

　寝台の横に立ち、寝しん具ぐに触ふれる。

「ここで、晧月様は僕を抱だいて眠ねむってくれた。子こ猫ねこのときも、三角耳と尻尾しつぽのついた人間になってしまった夜も」

　寝台横の小机には、初恋草を飾かざった花器と神記が置かれてあった。

「僕が摘つんできた花を花器に挿さして、綺き麗れいだと言ってくれた。神記には神しん獣じゆうのでたらめが書いてあるって教えてくれた」

　読めはしないが、子猫時代の思い出を確かめたくて翠玉は神記の表紙を開く。

「絵？」

　表紙の裏には素そ朴ぼくな墨すみ絵えが挟はさまれてあった。男と翼つばさの生えた獅し子しが向かい合う奇き妙みような絵で、捲めくるとその下にも数枚ある。

　二枚目は獅子が男の胸むな元もとに顔を埋うずめている絵だった。獅子は男より何倍も体は大きいが、甘えているかのように見える。

「次は……」

　紙を捲る翠玉の手が止まった。

　男と髪かみの長い人間が抱き合っている。髪の長い人間は、頭部には大きな耳、尻しりの付け根には鞭むちのように細長い尻尾を生やしていた。

「これは……僕と同じ種類の獣けもの？」

　人間の手の甲こうには、あの夜に浮き出た模様と同じものが描えがかれている。

「……翼の模様だ」

　何故なぜ、晧月はこの絵のことを教えてくれなかったのだろう？

　耳、尻尾、それに翼。

　絵と自分は完全に一いつ致ちしている。

　翠玉が何者か知りたがっていたのだから、古い絵にお前によく似た獣が描かれているぞと教えてくれたはずだ。

　銀華の化け猫の絵を発見したときのように。

「……晧月様、もしかして」

　───僕に教えたくなかった？

　男の胸元に顔を埋める獅子の絵を凝ぎよう視しする翠玉の体が、震え始める。

　横顔で描かれる獅子の顔はうっとりとしていて、目は三日月型に細められていた。その様子は、晧月の懐ふところの匂においを嗅かぐ自分と重なる。

　獅子は初代皇こう帝ていの神獣だと晧月は言っていた。

「でも、六角堂の獅子には翼なんか彫ほられていなかった。でたらめな書物に挟み込まれていたんだから、この絵だって……」

　必死に否定するが、

　でたらめな絵に描かれた人間と自分の姿が一致するのは何故なの？

　だから、晧月様はこの絵の存在を告げなかったのではないの？

　と心の中の自分が問いかけてくる。

　目から涙なみだが零こぼれだし、頰を濡ぬらしていく。

「僕は……神獣なのかな」

　晧月様は銀華で、神獣との契けい約やくを望む民たみの気持ちを裏切るのが辛つらそうだった。

　金華に戻もどってきても、神獣の秘密を握にぎる神官家との争いに苦しんでいた。

　寝台に激しく突つっ伏ぷすと、かすかに晧月の匂いがした。

　大好きな晧月の匂い。でも僕がこの匂いに反応するのは……。

　翠玉は呻うめいた。

「僕はっ、存在するだけで……迷めい惑わくをかけていたのかな」

　もうどうしていいのかわからなくて、晧月の部屋から飛び出した。荷物を持って廊下を慌あわただしく行き来する女官らの脇わきを擦すりぬけて、外に向かう。

　小道は王城を離れ避ひ難なんしようとしている人間で溢あふれかえっていた。人の流れに逆らうようにして、翠玉は歩き始める。

　広場までやってくると、荷物でいっぱいの荷車を押す衛兵や、大きな包布（風ふ呂ろ敷しき）を背負った官かん吏りが門の方向に向かっていた。王城の要である彼らが逃にげて行こうとするほど酷ひどい状況なのだ。

　六角堂のある神官家の庭の方からは、これまでにないほど濃いお香の匂いが漂ただよっている。

　子猫から人間になったときも、手の甲が光り、翼の模様が浮き出たときも、きっかけは神官家のお香だった。

「僕が本当に神獣なら、濃くお香が焚たかれている六角堂に行けば体が変化するかも。……そうしたら、晧月様を助けに行ける」

　翠玉はよろめきながら六角堂に向かう。香の匂いに酔いすぎて、神官家の庭に敷き詰められた小こ砂じや利りを踏ふんで歩いている感覚がない。なんとか扉とびらを開けると、中では香こう炉ろからもうもうと煙けむりが上がっていた。一呼吸しただけで肌はだがゾクリと粟あわ立だつ。下した穿ばきの中で尻尾が暴れ始めた。

「……お願い。どうか変へん化げを」

　どんなに窮きゆう地ちに陥おちいっていても、晧月が戦場に神獣がやってくることを喜ばないのはわかっていた。戦が終われば彩の国に居場所が無くなることも覚悟している。

「でも……助けに行きたいんだ」

　翠玉は香炉にもたれた。煙のせいで目が痛み、下半身に充じゆう血けつが極きわまって、苦しさは頂点を迎むかえる。それでも、神獣化できるなら耐たえようと思った。

　どれだけ時間がすぎたことだろう。深く呼吸を繰り返すと、体から脂あぶら汗あせが滲にじむ。手の甲が光り翼の模様は浮き出たが、一向に神獣化の兆きざしが無い。

　ぐぐぐっと体の奥から得体のしれない力が突つき上がってくるのに、何かにせき止められているかのように解放できない。

「どうして？　変化してよ。頼たのむよ」

　この体は何をためらっているんだろう。

「おや？　六角堂に神官家以外の人間がいるとは」

　背後で声がして振ふり向くと、入り口に誰だれか立っていた。目を凝こらしても涙で滲んでよくわからない。

　声の主が近づいてきて、翠玉の傍そばにしゃがみ込んだのがわかった。

「晧月様のところの翠玉じゃないか。負け戦いくさに怖こわくなって神獣を拝みにやって来たのかい？」

　この声は炎輝だ。

「煙で目をやられているようだね。可哀かわい想そうに」

　急に目元の薄うすい皮ひ膚ふを触れられ、全身が粟立った。

「や、やめてください」

　手を振り払はらおうとすると、腕うでを抜ぬかれるほどの勢いで引っ張られた。

「これは……処しよ女じよ神獣の印」

　口と鼻を布で覆おおい、手に大量のお香こうを載のせた皿を持った炎輝が、目をランランと見開いて翠玉の手の甲を見ている。

「崖がけ下したに落ちて死んだかと思っていたのに、晧月様のところにいたとは。しかも、真っさらな状態で」

　けたたましい笑い声が六角堂に響ひびいた。

「誰だれの目から見ても晧月様が君に入れあげているのは明らかだ。つまり、処女神獣を抱かないことがあの方の愛ということか。傑けつ作さくだ」

　炎輝は翠玉の目の前で、お盆ぼんに山盛りの香を香炉に入れていく。ぱっと灰が舞まい上がり、辺りが曇くもった。

　翠玉は激しく咳せき込む。濃こい匂いが喉のどの奥に入り込んできて、目の前がチカチカした。

　なら、銀華に行って晧月様に……。

　這はって六角堂の扉とびらに向かいかけると、炎輝がそれを阻はばんだ。

「おっと。どこに行こうっていうんだい？　皇帝家の血も流れているボクが、処女神獣をそのままにしておくわけないだろう？」

　炎輝の手が伸のびて来て、長衣の襟えり元もとから入ってくる。肌を爪つめで軽く引っ搔かかれて、翠玉の全身に刺し激げきが散っていく。

「あっ、あっ、ああっ！」

　お香の匂いがさらに入り込んで息が苦しい。気が遠くなっていく。

「いい反応だ」

　ぐったりとした翠玉を炎輝が抱き上げた。

　瞼まぶたが閉じられる寸前、翠玉の視界に企たくらんだように笑う炎輝の顔が映った。




　翠玉は、真しん珠じゆ色いろをした雲の絨じゆう毯たんから下界を眺ながめていた。全すべてが淡あわい色に包まれた天界と違ちがって、下界は緑色をした大地や橙だいだい色いろの太陽の光、澄んだ青空など色に溢あふれている。

『さあ、行っておいで。戦ばかりの地上が平和になるよう努力するんだよ』

　背後で父の声がする。

『気をつけてね。地上に降りたら本能のまま匂いを辿たどりなさい。きっと出会うべき人間と出会うはずよ』

　優やさしい母の声もした。振り向いたら泣ないてしまいそうだったので、頷うなずくだけにした。翼を広げるとそのまま雲の絨毯から飛び降りる。

　体に風を受け、全身の毛がそよぐ。

　──これは、夢。天界から旅立った日の夢だ。

　僕は地上に平和をもたらす人間のために、下界を目指したんだ。

　深い森へと降り立った。どこかで鳥の鳴き声がする。小動物が茂しげみを駆かけるカサコソという足音も。巨きよ木ぼくの根元には花が咲さいていて、嗅ぐと甘い香りがした。

　顔を上げると、風に吹ふかれて散る赤や黄色に染まった木の葉が、木こ漏もれ日を反射してキラキラと輝かがやきながら翠玉の体に降ってきた。

　楽しくなって、前まえ脚あしを掲かかげてひとしきり木の葉と戯たわむれる。地面に溜たまった木の葉の上に寝ね転ころがるとほっこりとした太陽と土の匂いがした。

　僕が出会うべき人間も、こうやって遊ぶのが好きかな？

　幼いなと笑われてしまうかな？

　体についた木の葉を振り落とし、起き上がった。鼻をひくひくさせ森の空気を吸い込む。

　清せい浄じような森の匂においに混ざり、どこかくらっとするような、体の奥にざわめきを感じる匂いがした。

　もしかして、これが、僕が出会うべき人間の匂い？

　胸を高鳴らせ、ふんふんと鼻を鳴らしながらその匂いを辿っていくと神殿のような場所に着いた。

　下界は夕暮れを迎え、橙色の光が建物を照らす。建物はとても古びていて屋根はなく、石作りの柱と床ゆかだけが残っていた。

　床より一段高くなった祭さい壇だんのような場所に、髪かみの長い男が背を向けて立っていた。腰こしに飾り気のない短刀をさしている。男の足元には香炉が置かれていて、一筋の煙が立っている。

　息を吸い込めば吸い込むほど、頭がクラクラとし陶とう酔すい感かんに包まれる。

　きっとこの人だ。

　僕の持つ願いを叶かなえる力を、地上の平和のために使ってくれる人だと嬉うれしいな。

　喜びに尻尾しつぽを振り上げブンブンと左右に振り回す。

　翠玉はグルッと喉を鳴らし男の傍そばに寄っていくと、男は振り向かずに言った。

『とうとうやってきたか』

　冷たい声だ。

　怖こわい人なのかな？

　緊きん張ちようしながらさらに近寄っていって、鼻先を背中にそっと押し付けた。巨木の根元に咲いていた花のようないい香りがふわっとして蕩とろけそうになる。

　男が急に振り向いた。

『去れ』

　夕日が眩まぶしいのか目を細めている。

　もしかして、怒っているの？

　下界が物もの珍めずらしくて、森の景色を楽しんだり木の葉で遊んでいたから待ちくたびれてしまった？

　翠玉は数歩後あと退ずさりをし、またグルッと喉を鳴らした。すると、男は腰の短刀を鞘さやから引き抜いた。

『俺は神獣と契約するつもりはない。二度と俺の目の前に姿を現すな。彩の国、いや、この下界を歩き回ることも許さん。さっさと天界に帰れ』

　僕、ずっと貴方あなたに出会いたかったのに。

　地上の平和を一いつ緒しよに作りたかったのに。

　翠玉は絶望して男に背を向けた。メソメソ泣きながら、建物を抜け森の中へと入っていく。鬱うつ蒼そうとした森は暗く、風もないのに、時折茂しげみが蠢うごめく。

　やがて森の終わりがやって来た。崖がけになっていて、もうこれ以上は歩けそうにない。

　背中の翼つばさを羽ばたかせ迷う。

　もう天界に戻ろうか。

　理由もなく、あんなに嫌きらわれているんだから。

　いや、もしかしたら何か誤解しているのかもしれない。もう一度、話をしてみよう。

　男がいた場所に戻ろうと踵きびすを返すと、目の前に数十人の白い長衣を着た人間が立っていた。皆みな、翠玉より小さいが槍やりや剣けんを構えている。弓を引きしぼって、翠玉に狙ねらいを定めている者もいた。

　尋じん常じようではない雰ふん囲い気きに翠玉は崖沿いを走って飛び立とうとした。

「待て」「逃にがすな」と叫さけび声を上げて男たちが追いかけてくる。

　弓が次々と射られ、体の横を掠かすめていく。怖くて翼を大きく広げることができない。走っていると急に体が大きく傾かたむいた。翠玉の体を支えきれない崖が、崩くずれてしまったのだ。

　真っ逆さまに谷底に落ちていく。頭を強く打ち付け、痛みに呻うめいているうちに気を失った。

　そこから記き憶おくは飛び飛びになる。

　目を開けると辺りは大きな血だまりができていた。打ち付けた頭がズキズキと痛む。

　僕は死んでしまうのかな。

　こんな暗い場所で、家族もいない場所で一いつ匹ぴきっぽっちで。

　落ちてきた崖からは、ずっと複数の男の低い声が聞こえてきていた。




　瞼を開けると、寝しん台だいに寝ねかせられていた。

　あの低い声……。王城で神官らが唱えていた弔とむらいの経と同じだ。

　僕は死んだと思われていたんだ。

　ぼんやりとした頭で、先ほどまで見ていた夢を反はん芻すうする。

　あれは、僕が怪け我がをする前の記憶だ。

　谷底で血だまりの中目覚め、最後の力を振りしぼって谷を抜け出た。森に辿り着いて気を失った。

　目覚めた時には、もう記憶がなかった。

　自分が誰なのか分かったらどんなにいいだろうと思っていたが、戻ってきた記憶は、ものすごい痛みを伴うものだった。

　神獣の僕は、晧月様に出会う前から嫌われていた。

　首を少し傾かたむけると、ツヤツヤとした夜着を身に着け、寝台に腰こし掛かける男の背中が見えた。

　肩かたまでの髪かみに、細い首の後ろ姿は、晧月ではない。男の向こうには、壺つぼや絵がところ狭せましと置かれた部屋が見えた。

「……ここ、どこですか？」

　腕を寝台に突つっ張りなんとか体を起こそうとすると炎輝が気づいた。

「ようやくお目覚めかい？　六角堂で気を失ってしまったから、ボクの部屋に連れてきたんだよ」

　炎輝はそう答えた後、ゆっくりと寝台に上がってくる。翠玉は後退しながら、自分が裸はだかであることに気づいた。

「どうして自分は裸なんだって顔をしているね？　決まっているじゃないか」

　炎輝の目は獲え物ものを狙う獣のように鋭するどくなり、口元に薄うす笑わらいが浮うかぶ。

　壁かべ際ぎわに追いつめられてしまった。

　目の前で膝ひざ立だちになった炎輝は、翠玉の顎あごを取る。

　無理やり上向かせられた。恐きよう怖ふで歯の根が嚙かみ合わずカチカチと鳴り、足の間に挟はさまれた尻尾しつぽが普ふ段だんの倍も太くなっていた。

「そんなに怖こわがらないでくれよ。それに、これは処しよ女じよ神獣の務めだろう」

「い、……嫌いやです」

　摑つかまれている顎を振ふり切って逃げようとすると、寝台の飾かざり棚だなに背中を押し付けられた。膝の両頭をぐっと広げられ、そこに炎輝が強ごう引いんに入ってくる。

「嫌？　戦いくさが終わるようボクが願ってやろうと言ってもかい？」

　炎輝は、腰こし紐ひもを解き夜着をするすると脱ぬいだ。

　温い。けれど、この体温は翠玉が恋こい焦こがれる男のものとは違う。

「晧月様を助けたいだろう？　君がこのままボクに素す直なおに体を預けるなら、あの方の命が助かるんだぞ」

　翠玉は顔を上げた。

　この人は知らないんだ。加か冠かんの儀ぎの日に僕の心に刻きざみつけられた大きな傷を。

　神獣化すると嫌われる。

　神獣化すると怖い目にあう。

　僕の体は記憶を失ってもそのことを覚えていた。だからどんなに濃い神官家の香こうを嗅かいでも神獣への変へん化げには至らなかった。

　荒々しく炎輝は翠玉を寝台の上に組み伏ふせた。そして、体重をめいっぱい掛かけて押おしつぶしてくる。

「ほら、嗅げよ。嗅げ!!　相手ではなく匂においに惹ひかれる獣けものの分際で何をえり好みしている」

　翠玉は炎輝の体の下で限界まで顔をそらす。

「……無理です」

　願いを叶える力が処女神獣の自分にあっても、神獣化できなければ戦場には駆かけつけられない。

　それに、翠玉のことを家の中に閉じこめて誰にも見せたくないと言う男が、晧月の命を助けるなんて殊しゆ勝しような心を持ち合わせているだろうか。

「無理だと？　匂いは同じなのに何故なぜ拒こばむっ!!　神しん獣じゆうに頼たよらない彩の国なんて理想論ばかり繰くり返す男のどこがいいんだ？」

　体を起こした炎輝が自分の指を舐ねぶった後、翠玉の足を抱かかえ上げた。

「晧月様から高級な飾り物のように大切に扱あつかわれて、神獣の本分を忘れたか？　君は本来、兵器として使われる獣なんだよ。調子に乗るな」

　予想もしない言葉が炎輝の口から吐はき出されたことに、翠玉は一いつ瞬しゆん抵てい抗こうを忘れる。

「……兵器？」

「歴代の神獣は皇こう帝ていのために兵器として尽つくし、彩の国で一生を終えた。君もこれから同じ運命を辿たどるんだ」

「神獣には翼があります。地上が平和になれば天界に……っぐ」

　口を塞ふさがれた。

「この世界が荒れようが平和になろうが、君は永久に戻もどれないよ。処女神獣が持つ願いを叶かなえる力で翼を奪うばい、兵器として死ぬまで使うんだから」

「死ぬ……まで」

「恨うらむなよ。歴代の皇こう帝ていがしてきたことだ」

「ああっ……」

　翠玉の口から呻き声が漏もれた。

「ごめんなさい。ごめんなさい」

　何度も謝ると炎輝が満足そうな顔で翠玉の髪を撫なでた。

「自分の立場をようやく理解したかい？　その態度に免じて許してやるよ」

　翠玉は炎輝に謝っているのではなかった。相手は遠く離れた銀華で戦う晧月だ。

　晧月様は当然、歴代の神獣が兵器扱いされていたのを知っていた。だから、匂いに惹かれてやってきた僕に短刀を引き抜ぬいて『去れ』と怖い声で追い払はらった。

　恐おそれられるのが一番の方法だと考えたのだろう。

　熱い涙なみだが溢あふれ出し、目じりの際きわを垂れていった。

　晧月様は、出会う前から僕のことを案じていてくれた。

　顔も知らない、姿を見たこともない僕を。

　嫌われてなんていなかった。

　子こ猫ねこの僕、少年の僕、そして神獣の僕。

　どんな僕でも愛されていたんだ。

　もう何も怖くない。

　手の甲こうが光り出し、翼の模様がくっきりと浮かび上がった。

　神官家の香こうを嗅いだときとは比べものにならないぐらい、心がじわっと温かなもので満たされていく。

　ああ、僕は変われる。

　翠玉は確信した。

　晧月様の懐ふところに入れてもらったときと同じような幸せを、今、感じている。

　本来の姿に戻もどって晧月の下もとに駆かけられるのが、嬉うれしい。

　だって、出会う前から僕は晧月様に大切にされていたのだから。

　指先が形を変えていく。鋭するどく長い爪つめが生えている。肌はだには白いふさふさとした毛が生え始めた。どんどん腕うでは太くなり前まえ脚あしと化していく。

「一匹で戦場に乗り込む気か？　人間にハッパをかけられなければ動けない臆おく病びような獣が役に立つわけないだろう。加冠の儀のように晧月様に去れと言われるのがオチさ。さあ、すぐに人間の姿に戻れ。そしてボクに抱かれろ。そのあと、すぐに銀華に乗り込んで晧月様を助けてやる」

　だが、翠玉は変化を止めなかった。晧月がきつい態度で去れと言うのは愛情だ。だから、怖くなんかない。　>>>♥




　急速に人の形は失われ、翠玉は巨きよ大だいな猫と化していく。寝台を飛び降りて、部屋の扉とびらを突き破り庭に飛び出す。

　夜空に大きな月が出ていた。

　背中の翼つばさを何度か羽ばたかせると、地面に積もった粉雪がふわふわと舞まい上がる。

　力強い翼の動きに、大きな体がふわりと浮く。

　夜空に向かって一直線に舞い上がり、銀華のある西に向かった。

　雲から雲へと飛び移って駆けているうちに、うっすらと空が白んでいく。やがて、背後の地平線に朝あさ陽ひが顔を出し輝かがやき始めた。

　前方に大きな森と雪原が見えてくる。森は木々がまばらなところがあり、そこに、青や白の武具をつけた兵の集団が固まっているのが見える。きっと敵国の兵だ。数万人はいるだろう。青や白の武具をつけた兵は幾いくつもの小集団となって断続的に雪原へと向かっている。

　雪原では黒い武具を着た兵の集団が剣けんや槍やりを振り回して、やってきた敵国の兵を撃げき退たいしていた。彩の国の兵だ。しかし、倒たおしても倒しても森の中から敵兵は湧わくように出てくる。

　雪原の中央に赤い武具を身に着けた髪の長い男を見つけた。晧月だ。襲おそい掛かかって来る敵兵と戦っている。だが、敵兵が多すぎて背後を守ってくれる者はいなかった。

　晧月の背中を狙ねらって敵兵が剣を振りかざしている。

　危ない!!

　翠玉は空から一直線に雪原へ降下するが、今、一歩遅かった。晧月の背中に剣が突き刺ささった。

「うっ」と呻うめいて晧月が雪原に膝をつく。武具の隙すき間まから血が溢れ出て足元が鮮せん血けつに染まっていった。

　止とどめを刺そうと剣を振りかざす敵兵の真正面に翠玉は降り立って「グルルルッ」と威い嚇かくの唸うなり声を上げた。

　突とつ然ぜん天から現れた神獣に敵兵は蒼そう白はくになり、這はうようにして雪原を逃にげていく。つられて他ほかの敵兵も銀華の森に逃げ帰っていった。

「……神獣が戦場に」

「晧月様はいつの間に神獣と契けい約やくを」

　傍そばにいた彩の国の兵は突然現れた巨大な猫にざわめき始める。

　背中を押おさえ俯うつむいていた晧月は、急にできた影かげに顔を上げた。

　体全体を一いち瞥べつした後、目を見つめた晧月は、

「翠玉だな？」

　と聞いてきた。

「はい」

「どうして戦場にやってきた。ここはお前の来る場所じゃない。今すぐ去れ」

　晧月は太刀たちを雪に刺して体を預け、立ち上がろうとしてよろめく。

「晧月様っ」

　楊毅が駆けよってきて晧月を支える。足元の鮮血の輪はますます大きくなっていった。

「……っ。ああ、問題ない。陣じん形けいを整え、再度攻こう撃げきを開始する。あと、獣けものを追い払え」

「しかし、神獣……」

「神獣ではない。戦場にやってきただけで耳を寝ねかせ体を震ふるわせる臆おく病びような獣だ」

　翠玉は前脚で自分の三角の耳に触ふれた。

　本当だ。ぺたっと寝てしまっている。尻尾しつぽで体を撫なでて確かめるとブルブルと震えていた。

　僕、晧月様の言うとおり戦場が怖こわい臆病者だ。

　でも、晧月様とみんなを助けたいんだ。

「今までいっぱい晧月様に守ってもらったから、今度は僕が晧月様を守ります」

　さっき言われた冷たい言葉が、嬉うれしい。溢れるほどの優やさしさと愛の裏返しだと知っているから。

　銀華の森から今度は大挙してやってきた敵兵に向かって、翠玉は大きく翼を広げた。

　力強く翼を左右に振ると、雪原に積もった粉雪が竜たつ巻まきのように舞い上がる。その風力は重い武具をつけた敵兵を簡単に吹ふき飛ばす。

　振り向くと、彩の国の兵には安あん堵どの表情が広がっていた。ただ、晧月だけが楊毅に支えられながらこちらを怒おこったように見ていた。

　敵兵は銀華の森から湧くように雪原に出てきたが、そのたびに翼で風を送って蹴け散ちらした。翠玉はじりじりと銀華の森まで追いつめていき、最後には白旗を上げさせた。







【４】




「では、最後にその粉を混ぜて。後は水を入れてください。だまにならないように丁てい寧ねいにかき混ぜて。そうそう上手です」

　翠玉は賢輪から刀傷に効く薬の作り方を教わっていた。場所は晧月の寝しん室しつだ。見習い薬くす師しの長衣を羽織り、三角耳を頭ず巾きんで隠かくしている。神しん獣じゆう時代の記き憶おくを取り戻し、子猫や、神獣にだって変へん化げ可能だが、晧月の前では人間の姿でいたかった。

　三国との戦いくさが終わり、つい先日金華へ戻って来ていた。怪け我がを負った晧月を気き遣づかいながらの帰き還かんだった。何度も晧月に、変化の仕方を思い出したなら天界に戻るよう言われたが心配でたまらなくて金華までついて来てしまった。そうしたら、王城で待ちかまえていた賢輪に晧月の手当てにあたるよう言われてしまったのだ。

「じゃあ、この薬を晧月様に塗ぬってあげてください。包帯の巻き方もこの前、教えたから大だい丈じよう夫ぶですね？」

　賢輪はそう言って翠玉を残し、晧月の部屋から去っていこうとする。

「し、賢輪様っ」

　焦あせって翠玉は賢輪の後を追いかけた。寝台と体の間に枕まくらを挟はさんで起き上がり、書物を読んでいる晧月をチラッと窺うかがう。晧月は金華に戻った途と端たん、寝室を政務室代わりにして、戦後処理や神官家を追い出す作業を始めていた。

「晧月様の手当ては、僕じゃ無理です」

「何、言ってるんですか、貴方あなたは見習い薬師でしょう？」

「でも……」

「怪我人の手当てはして当然です」

　さっさと賢輪は部屋から出ていってしまう。途と方ほうに暮れていると、パタンと書物を閉じる音がした。

「きびしいな、賢輪は」

　書物をよせようとして体を捻ひねった晧月が呻いたので、急いで駆けよる。

「大丈夫ですか？　晧月様っ」

「ああ。お前も賢輪の態度は気にするなよ。お前の了承も取りもせずゆくゆくは俺付きの専用の薬師にしたいなど」

　そっけなく言った晧月は、夜着を脱ぬぎ、うつぶせになる。

　晧月の背中は、三国との戦で受けた刀傷が走っている。他にも細かな傷がたくさんあった。

「し……失礼します」

　翠玉は、賢輪に習って作った薬を晧月の背中に塗り始める。

　賢輪様、僕を晧月様付きの薬師にしたいだなんてそんなこと考えてたんだ。……でも、晧月様はそんなの望んでなさそうだ。当たり前だよね。僕、彩の国に不要な神獣なんだもの。

　でもこの背中の傷がよくなるまでいさせて下さい。そうしたら僕、本当にこの国から……。

　黙だまって手当てを受けていた晧月は口を開いた。

「翠玉。お前はどうしたい？」

「僕……ですか？」

　居たい。晧月様の傍にずっと。

　でも、神獣の僕がそんなわがままを言っていいわけがない。

「僕は、……あの……」

　そこから言葉が出てこない。黙もく々もくと薬を塗っていくと、

「ああ、手つきが賢輪そっくりだ。俺は物心ついて以来、賢輪以外にさせたことはないが、お前の手当てもなかなかよいものだな」

「お褒ほめいただき、光栄です」

　手当てを終え、片づけを始めようとする翠玉を晧月は引き留めた。

「回りくどかったか？　俺もお前にこの国にいてほしいと言っているんだ」

「でも晧月様、前は天界に帰れって……」

「三国との戦の前まではな」

　手当てが終わり夜着を身につけた晧月は、仰あお向むけに寝台に横たわった。傍かたわらに腰こし掛かけるように翠玉に言う。

「俺は、神官家や皇こう帝ていが、無理やり神獣を戦に付き合わせていたのだと思っていた。でも、お前が耳を後ろに寝かせて体を震わせながらも戦場にやってきたとき、考えを改めた。神獣は、心から皇帝を助けたい、平和をもたらしたいと考えて地上にやってきてくれていたのだな」

　寝台の上に置かれた翠玉の手に晧月の大きな手が重ねられた。

「ありがとう。翠玉」

　あまりにも嬉うれしくて晧月に抱だき付くと、呻うめき声を上げさせてしまった。

「ご、ごめんなさい。晧月様」

「俺の傷を忘れるほど、嬉しかったということだろう」

　痛みに顔をしかめながら、晧月は苦笑いをする。

「お前がこの地上にいたいというなら俺は歓かん迎げいする」

「本当ですか？　嬉しい。……嬉しくて堪たまらないです」

　顔を覆おおうと、「また、泣かせてしまった」と言いながら晧月が頭を撫でてきた。

「ただ、一つ困ったことがある」

「何ですか？」

「お前が持っている願いを叶かなえる力のことだ。その力は危険だ。神獣の翼つばさを奪うばって兵器にするという過あやまちがまた繰くり返されるかもしれない」

「晧月様はそんなこと」

「俺がしなくても、皇帝家の血が流れる男は他ほかにもいる。特に炎輝はな。だから、お前の一つだけ願いを叶える能力を俺に使わせてくれないか？」

　それって僕を……抱くということだよね？　口づけしたり、裸はだかでその……。

　恥はずかしさに何も言えなくなった。体はカチコチに固まって、息すら上手うまくできなくなる。

　そんな翠玉を見て晧月は額に口づけを落としながら言った。

「お前に触れるとなると、傷つけやしないか泣かせやしないかと緊きん張ちようする」

「こ、晧月様も、き、緊張するんですか？」

「ああ。とてもな。一夜限り、耐たえてくれるか？」

「……はい」

　掠かすれた声で翠玉は返事をした。




　賢輪が広げた真っ白な絹の夜着に腕うでを通す。肌はだに触れた夜着はひんやりとしていた。腰こし紐ひもをキュッと結ばれた後、今度は首筋にポンポンとおしろいがはたかれた。首筋が終わると今度は手の甲こうだ。

　賢輪が翠玉の手を見て言う。

「翠玉は色が白いから、あまりおしろいは意味がありませんね。でも、しきたりですから」

　賢輪に連れられ廊ろう下かに出ると、灯タン籠ロンに明かりを灯ともした楊毅が待っていた。

「行こう」

　楊毅が先に歩き出し、賢輪に手を取られた翠玉がその後に続く。

　これは、皇帝家に伝わる、変化した処しよ女じよ神獣と抱だき合う際の儀ぎ式しきだ。

　純白の夜着やおしろいをはたくことなど、ありとあらゆる儀式を晧月は抜ぬかりなく行ってくれた。

　しずしずと廊下を進んで行くと緊張が高まってきて、床ゆかを踏ふむ感覚すらなくなってくる。

　晧月もまた真っ白な夜着を着て、部屋の扉とびらの前で待っていた。姿を見た瞬しゆん間かん、喉のどがカラカラに干ひ上あがって、おしろいをはたかれた手や首筋が汗あせばんだ。

　賢輪は翠玉を引き渡わたすと、楊毅とともにその場を去っていく。

　二人きりになると、途方もなく恥ずかしい。

　じっと顔を見られて体が火ほ照てる。黙っていると背中に手を回され、部屋に招き入れられた。

　蠟ろう燭そくの本数は普ふ段だんより抑おさえられ薄うす暗ぐらい。

　抱き上げられ、寝台まで連れて行かれた。晧月の胸むな元もとからはいつもより強く花の匂においがした。

　静せい寂じやくが辛つらい。恥ずかしくて晧月の顔をまともに見ることができず、ずっと胸に顔を埋うずめていた。

　ドクドクという普段より速い心臓の鼓こ動どうが聞こえた。

　晧月様も緊きん張ちようしているんだ。

　壊こわれ物のようにそっと寝台の上に置かれた。体を硬かたくしていると隣となりに晧月が寝ねそべり、抱き寄せられる。

「翠玉」

　切ない声に、体がじんと痺しびれる。

「大切に抱く」

　頰ほおや髪かみに口づけが落ちてきて、熱い息がかかる。三角の耳まで丹たん念ねんに食はまれ、体から力が抜けていった。

「一夜だけ、体を預けてくれないか？」

　晧月らしい真しん摯しさで請こわれ、声を出さずに頷うなずいた。

　唇くちびるが重ねられ丹念に上唇も下唇も刺し激げきされて、翠玉の口が緩ゆるんでいく。中に熱い舌がそっと差し込まれ舌を絡からまされると、くぐもった悲鳴を上げていた。

　並行して晧月の手が夜着の中に入っていく。

「ん……っ」

　指で胸の先を擦こすられて、最初はくすぐったかったが、ジンッとうずくようになった。何度も擦られているうちに下半身にまで刺激は伝わって充じゆう血けつが極きわまっていくのが分かる。先ほどよりも晧月の体から漂ただよう花の香かおりは強くなり、匂いに溺おぼれそうになった。

　晧月の手と舌に翻ほん弄ろうされているうちに、いつの間にか夜着を脱がされ、一糸まとわぬ姿にされていた。胸や脇わき腹ばらを舌が這はっていく。猛たけった陰いん部ぶにまで唇を寄せられて、翠玉の体が跳はねた。逃にげ出そうとすると腰を摑つかまれて押おさえ込まれる。根元まで含ふくまれて、部屋に甘い悲鳴が響ひびき渡った。

　晧月が小机に手を伸のばす。そこには小さな瓶びんが置いてあって、蓋ふたを開けると軟なん膏こうが入っていた。それを指に含ませた晧月は、翠玉の臀でん部ぶにあてがう。

　初めての感かん触しよくに体が突つっ張った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。ゆっくり進める」

　本当に言葉通りだった。晧月の指は翠玉の秘部をあやすように優やさしく刺激しながら奥へと入り込んで行こうとする。

「……あ、はっ、はあ……っ」

　指を抜き差しされるたびに、ひっきりなしに声が漏もれた。体が蕩とろけてなくなってしまうかと思った頃ころ、ようやく二本目の指が増やされもっと蕩かされる。そしてようやく三本目。

　おかしくなるぐらい喘あえがされた後、ようやく指が抜かれた。丹念に作られた道に、雄おすがあてがわれた。先せん端たんがめり込んでいくのがわかる。

「あっ……晧月、様っ。……あぁ」

　圧あつ迫ぱく感かんに翠玉は泣き叫さけぶ。それでもじりじりと晧月は腰を進めてくる。

　何度も緩く腰を突き上げられて、痛みが徐じよ々じよに気持ち良さに変わっていく。

　手の甲が光を帯び、まばゆく輝かがやき始めた。そして、それは全身に広がっていく。

「蠟燭の明かりなど要いらないな」

　翠玉に覆おおいかぶさっていた晧月は、寝台に手をついて体を起こし眩まぶしそうに目を細めた。

　繫つながったままの状態で全身を眺ながめられ、翠玉は手で顔を隠かくした。

　腰の下に晧月の手が入り込んできて抱き起こされた。手が払はらわれる。

　顔を直視できず、俯うつむいていると、「翠玉」と名を呼ばれた。顔を上げると優やさしい視線を注がれていた。

　前髪をかき上げられ、優しく唇を落とされる。

「はるばる天界からやってきた神獣よ。俺の願い事を叶えてくれるか？」

　彩の国の平和を願うのだろうか？

　それともご自分のこと？

　晧月の表情はますます柔やわらかいものになる。頷くと、晧月は翠玉の目元を親指で拭ぬぐった。

「翠玉という少年がいるのだが、とても泣き虫なんだ。どうかその子がいつも笑え顔がおでいられるようにしてほしい」

　僕が……泣かないように？

　つまり、願いを叶える力を僕のために使うというの？

　余りにも嬉うれしくて号ごう泣きゆうしながら翠玉は頷く。

　後から後から涙なみだが溢あふれてきて拭うのが大変だ。こんなに嬉しい涙を流すのは、生まれて初めてだった。　>>>♥

　翠玉は、晧月の首に抱だき付く。恥ずかしいと思っていた行こう為いは、いつの間にか幸せな行為に変わっていた。

　口づけを交かわし合うと、晧月の腰こしが揺ゆれる。翠玉を気き遣づかってじれったいほどゆっくりだったその動きは、「……もっと」とねだると、力強いものになった。

「ずっとこうやって溶とけ合っていたい」

　息を乱しながら、晧月が耳元で囁ささやく。肌から漂う花の香りに包まれて、幸せな気分で頷くと晧月が嬉しそうに笑う声がしてまた額に口づけを落としてくれた。











終









　あとがき




　初めまして。廣ひろ瀬せ航こうと申します。この度たびは、『皇こう帝てい陛下と恋こいする子こ猫ねこ』を手に取っていただきありがとうございます。

　中ちゆう華かファンタジーと皇帝とケモミミと私の書きたいものをいっぱいに詰つめ込んでスタートした『皇帝陛下と恋する子猫』。担当様と一いつ緒しよにプロットを作って書き始めたのですが、途と中ちゆうから話は全く違ちがう展開になり、出来上がるまでに大分時間がかかってしまいました。担当様にはご迷めい惑わくをおかけしました。本当に本が出るのかと不安になりましたが、たくさんの指し摘てきが励はげみになりました。

　また、『皇帝陛下と恋する子猫』を書く機会が与あたえられたのは、読者審しん査さ員の方々が私の応おう募ぼ作を選んでくれたお蔭かげでもあります。選んでくださった方々、ありがとうございました。本当に嬉うれしいです。思い起こせば締しめ切り当日、郵便局に行ってからも「ローマ時代のＢＬなんか受け入れられるのかな？」と心配でしたが、勇気を出して応募してよかったです。

　最後に、一次選考、二次選考と通過する度に自分のことのように喜んでくれ、『皇帝陛下と恋する子猫』を書いている間もずっと励まし続けてくれた二人の友人にお礼を。今、こうやってあとがきが書けているのは二人の励ましのお蔭です。どうもありがとう。
















皇帝陛下と恋する子猫　電子版特別ショートストーリー

『子猫のおもてなし』










　寝しなに賢輪が入れてくれるお茶は、花の香りがする。晧月の懐とはまた違う華やかな香りを楽しめるお茶の時間が翠玉は大好きだ。

　しかし、今日に限っては気が重い。

　賢輪から、とあることを伝え承諾してもらうよう言いつかっているのだ。

　その相手は晧月で、絶対に一筋縄ではいかないのは最初から予想がついていた。

　茶器を両手でくるみながら、ちらちらと目の前の晧月を伺う。

　晧月は少し疲れた顔で茶をすすっていた。それも無理はない。三国との戰で背中に傷を受けたのに、多少動けるようになった途端、さっさと政務に復帰してしまったのだ。まだ本調子ではないのに、休みらしい休みを取らず夜遅くまで働いている。

　賢輪はきちんと体を休めるよう提案していたが、晧月からは生返事が返ってくるばかりで、やり方を変えることにしたようだ。

　翠玉は賢輪からとあることを聞かされたとき、すぐさま、無理じゃないかな……と思った。しかし、賢輪は翠玉の師匠でもあるので逆らえない。

「じゃあ、翠玉。あとは頼みますね」

　お膳を下げ終わった賢輪が、ぱちんと片目を瞑りながら囁いた。

「は、はあ……」

　やりとりを見ていた晧月は、賢輪が部屋を出て行くと「何を頼まれたんだ？」と聞いてきた。

「いえ……あの」

　翠玉は、心の中で叫ぶ。

　賢輪様、やっぱり僕じゃ無理ですよ！　月に一度は絶対にお休みの日を作ってくださいって承諾していただくなんて！

　まだ湯気を立てている茶器を見つめる。

　僕、絶対、賢輪様に上手く丸め込まれたよね……。

『晧月様は私の言うことは聞きやしませんが、もしかしたら、翠玉がお願いという形をとれば聞いてくれるかもしれません。それに、皇帝付きの見習い薬師になったのですから、皇帝の体を気遣うのは当然です』

　なんて言うんだもの。

　でも、僕も晧月様のお体は心配。

　……上手く言えるかな？

　意を決して顔を上げると、晧月がじっと翠玉を見つめていた。

　う……。晧月様、そんなに凝視されたら、言いづらいです。

　また顔を伏せる。

「どうした？　さっきから落ち着きがないな」

　あきれたような声が降ってきた。

「こ、晧月様」

「ん？」

「……お、お願いが」

　ちらっと晧月を伺うと、茶器を机の上に戻した晧月が頰杖をついて、口の片端を少し上げている。

「お前が願い事など珍しい。何だ？」

　喜怒哀楽を表情にも声にも出さない晧月の声が珍しく弾んでいた。

「どうか、月一回……」

「月一回なんだ？」

「きちんと体を休める日を……」

「そう言えと賢輪に言われたのか？」

　翠玉は体を硬くした。

　あ、晧月様。怒っている。さっきとお声が違う。

「賢輪の奴め、俺がはいはいと流すから、お前を使ったな」

　ふっとため息をついて晧月が立ち上がった。

　もう寝ると言われてしまえば、ここで話が終わってしまう。明日、蒸し返したら、さらに機嫌を悪くさせてしまいそうな気がした。

　どうしよう。本音をお伝えした方がいいのかな。

　すごく……恥ずかしいんだけどな。

　ごきゅっと唾を飲み込んで、翠玉は晧月の後を追いかけた。

「確かに賢輪様にそう伝えるよう言いつかりました。でも、僕、晧月様が月に一度でも休んでくださるなら、夜の晧月様とだけでなく、昼の晧月様とも一緒に過ごせるから……うれしい……です」

　言葉を一つ紡ぐごとに体温が上がって、頰が火照る。きっと耳も真っ赤になってはずだ。

　でも、晧月から返事は返ってこなかった。黙って長衣から夜着に着替え始めたので、翠玉は慌てて着替えを手伝う。

　夜着を着終わると晧月はそのまま寝台に入ってしまった。

　手早く翠玉も着替え、寝台の傍に立つ。

「どうした？　早く入ってこい」

　目を瞑ってまま晧月が言う。

「晧月様。……怒ってますか？」

「お前からの願い事なんて滅多にないことだからな。楽しみにしてみれば、結局は賢輪に言わされただけとは」

「ごめんなさい」

「まあ、いいさ」

　布団の下から手が出て来て、傍に佇む翠玉の手首を摑む。少し強引に寝台の中に引き込まれた。胸元からふわっと花の香りがする。先ほど飲んだいい香りのする茶よりもっと幸せを感じられる甘い匂いだ。

「でも……まあ……」

　頭の上で晧月が呟く声が聞こえる。何か迷っているみたいだ。

　翠玉を抱く晧月の腕の力がぎゅうっと強まった。硬い胸に顔がめり込む。

　……窒息しそう。

　晧月様、どうしちゃったんだろう。

「翠玉」

「ふぁい」

　苦しくてうまく喋れない。くっと笑い声がして、腕の力が緩んだ。

「お前の願い事、叶えてやろう」

「ほ、本当ですかっ？」

　布団の中からひょこっと顔を出すと、晧月は翠玉を避けるようにさっと寝返りを打ってしまった。

　怒っていたのに急な心変わり。一体どうしたのだろう？

　じいっと見つめていると視線を感じたのか、相変わらず顔をそらしたまま晧月は言った。

「そんなに見るな」

「は、はい」

　翠玉は急いで寝台に潜り込む。晧月の体に抱き付いて、尻尾と足も下半身に巻き付ける。

　しばらく部屋は沈黙に包まれ、微かな呼吸音だけが聞こえていた。すっかり定位置となった胸元に顔を埋めると、ようやく晧月が口を開いた。

「夜の俺だけでなく昼の俺とも過ごしたいという台詞、かなり効いた」

　その台詞の直後、花の香りが強まった。

　それに、晧月の体温を普段より高く感じる。

　もしかして晧月様……照れて……。

　晧月様は大人でいつも冷静だから、照れるなんてこと絶対ないと思っていた。

　抱き合ったり思いを告げると、恥ずかしくていっぱいいっぱいになってしまう僕と実は一緒なんだね。

「お休みの日、何をしましょうか？」

　晧月の体に巻き付いていた尻尾が蠢いて、くすぐったそうな笑い声が上がる。

　翠玉の尻尾はたまにいうことを聞かなくなる。嬉しいと上下左右に激しく動いてしまうのだ。

　王城の裏手にある景望山に登る？

　変装して金華の街を散策する？

　晧月とお出かけする様子を想像すると尻尾はさらに活発に動いたが、天気のことを考えたとたん元気を失ってしまった。

　このところ金華は毎日のように雪が降っている。あまり雪の降らない地方なのに、今年は例外のようだ。晴れ間は午前中の一瞬。大抵どんよりとした空模様が続いていた。

「雪、降らなければいいのに」

　しゅんとすると、「お前と過ごせるなら俺は何でもいい」と晧月が言って、額に唇を落としてくれた。

　昼の晧月様と長い時間過ごすのは初めてだ。できるなら特別な時間にしたい。

　口づけを受けながら、翠玉は静かに目を瞑った。




　隣りで翠玉が起き出す気配があった。薄目を開けると、晧月が眠っているかどうか顔を覗き込んできたのですぐさま目を瞑る。布団の下では、翠玉のフサフサの尻尾が肌を撫でるものだから笑わないようにするのに苦労した。

　なんとか耐えていると、翠玉が体から離れた。

　ふっと風が起こって、甘く爽やかな香りが鼻を掠める。

　最近、翠玉の体に染みついた匂いだった。香りをまとう習慣でもできたのかと当初は思ったが、どう見ても自分を飾り立てるより庭で雪遊びをするほうがまだまだ楽しそうだ。

　誰かの入れ知恵だろうかと考えていると、そろそろと翠玉が寝台を抜け出て行った。衣擦れの音が少ししたかと思うと、やがてぱたんと扉が閉まった。

　着替えを済ませ部屋を出て行ったらしい。

　晧月は目を開ける。匂いの他にもう一つ気になることがあった。最近、翠玉の体に生傷が絶えないのだ。手には軽い火傷や擦り傷がありよく包帯を巻いている。

　薬事殿では、薬作りに熱湯や火も使う。棘のある野草も多い。これまでも怪我をして帰ってくることはあったが、最近妙にその回数が多い。

「何をしようとしている？」

　廊下の足音が聞こえなくなったのを確認し、晧月は起き上がった。今日は約束した月一度の休みの日。前の晩「晧月様は朝寝を楽しんでくださいね」と約束させられていた。

　甘く爽やかな匂い、急に増えた怪我。それに晧月に朝寝を約束させ、一人こっそり起き出す様子。

　何かしようとしている翠玉に気付いてしまっては寝ていられない。

　部屋の空気を入れ替えようと窓を開けると、雪の積もった庭を歩く翠玉の姿が見えた。

「おっと」

　と呟いて静かに窓を閉める。

「やっぱり起きてらしたんですね」

　ほぼ同時に部屋にお膳を持った賢輪が入ってきた。晧月は椅子へと腰掛ける。

「あいつが休めというから休んでみたものの、朝から放っておかれているんだが」

「まだ、お休みの日は始まったばかりじゃありませんか。そんな焦らずに」

　政務がある日は朝御飯も少し慌ただしく、翠玉としゃべる暇がない。だから今日は、二人でゆっくりしたかったなと思いながら朝御飯を黙々と食べる。

「茶は？」

　催促しなくても食後に出てくる朝の茶が今日は何故かない。

「今朝は少しお待ちを」

　口に出して言ったことはないが、晧月は賢輪がその時期の旬の茶葉を使って入れてくれる茶を楽しみにしていた。お膳を下げる賢輪に不満を隠して、「忘れたのか？　まあ、いいさ」と答える。

　再び賢輪が部屋に戻ってきたとき、手には茶器一式ではなく厚手の法衣を持っていた。

「遠出するなんて聞いていないぞ？」

「翠玉から晧月様に絶対に風邪を引かせないで欲しいと言いつかっているんですよ。それに遠出はしません。御安心を」

　意味が分からないまま夜着から長衣に着替え法衣を羽織る。賢輪に案内された先は、庭だった。こんもりと石瓦の屋根に雪を積もらせた四阿の中に、同じく法衣を羽織った翠玉がいる。

「晧月様。おはようございます」

　現れた晧月を見て、翠玉の顔にぱあっと笑みが広がる。

「ああ。……おはよう」

　だが、晧月はそれどこれではない。普段は屋敷と外を繫ぐ通り道にしか使っていない四阿がすっかり様変わりしていたのだ。石の椅子には[image: ]冲物クツシヨンが敷かれ、机にも絹の敷布が敷かれている。

「少しだけお待ちをっ！」

　翠玉は晧月の脇をすり抜け屋敷の方へ。傍で見ていた賢輪も「じゃあ、ごゆっくり」と言って屋敷へと戻っていく。

　一体、何が始まるというのだ？

　晧月は仕方なく景色を眺めていると、鈍色の空からチラチラと雪が降ってきた。

「今年はよく降る」

　まるで北の離宮で過ごした冬のようだ。あの頃は冬の間中、止まない雪は当たり前だったが、雪の少ない金華で過ごす時間が増えてくると青空が恋しい。

　黙って空を見上げていると、お膳に菓子と茶器を持った翠玉が危なっかしい足取りで戻ってきた。

　賢輪が朝の茶を出さなかったことにようやく合点がいって、晧月は[image: ]冲物の上に座った。

「賢輪様と相談して、薬事殿にある秘蔵の茶葉の中から選びました」

　そう言いながらたどたどしい手つきで翠玉が茶器に茶を注ぐ。見ているとはらはらして、つい「貸せ」と言いそうになるが、我慢我慢。

　火傷を白い湯気が上がると同時に晧月好みの匂いが辺りに漂った。

「賢輪様が晧月は朝のお茶の時間を大事にしているからとおっしゃっていたので、気に入っていただけるか……」

「いい匂いだ」

　匂いを嗅いでから一口飲み込むと、爽やかな花の香りが広がる。

「冬の朝にぴったりだな」

「こ、こちらも、もしよかったら」

　ツヤツヤとした黄色い小さな実が器に乗せられて差し出された。

「茶チヤー香シン金ジ桔エ蜜ミー銭チエンか」

　茶香金桔蜜銭とはお茶の香りがする金柑の甘煮だ。冬の時期に獲れる貴重な果物で、景望山にも生っている。茶香金桔蜜銭は料理人の来ライ儀ギの得意料理だ。にしては今回のは少し形が不格好なような。

「それ……僕が」

　晧月はふっと笑って、包帯の巻かれた翠玉の手を取った。

「もしかして、金柑の実の収穫からお前が？」

「あっ……と、そのう」

　ぐっと引き寄せ膝の上に抱き、すんと体の匂いを嗅いだ。

「どおりで最近、いい匂いをさせていると思った」

　膝の上に翠玉を乗せたまま叉子フオークで茶香金桔蜜銭を半分に割る。それを一口晧月は食べ、もう半分を翠玉に与えた。

「ありがとう、翠玉」

　唇を重ねると、お互いから柑橘系の香りがして思わず二人して笑う。

「今日は最高の休み……」

　礼を述べようとしたら、急に翠玉が膝の上か飛び降りた。

「晧月様。もう１つあります。うまくいくかまだ分からないけれど」

　翠玉は四阿から首を出して空を見上げる。相変わらず雪が降っているが、先ほどより雲が晴れたのか明るい。

　しばらく空を見ていた翠玉が「あっ！」と声を上げた。晧月の傍に戻ってきて手を取り、

「お急ぎください。一瞬かもしれないので」

　と急かす。立ち上がり四阿の端まで行って翠玉が手を伸ばす先を見上げると、「おお」という感嘆の声が漏れた。

　分厚い冬の雲が一瞬だけ途切れ、青空が広がっている。辺りには雪がちらついていて幻想的な風景だった。

　空を嬉しそうに眺めながら翠玉が言う。

「僕、薬事殿に向かうのがちょうどこの時間帯なんです。この景色を晧月様と一緒に見たくて」

「冬なのに花吹雪を見ているようだ」

　正直、政務を休むのは晧月の本意ではなかった。だが、翠玉の目がこんなにもこんなにも美しい世界を捕らえ、それを自分に見せたがっていたと思うと嬉しさがこみ上げてきてた。

　そっと翠玉の後ろに回って背中から抱く。

　唇を寄せたうなじは少し冷たく、金柑の香りがした。

　降ってくる雪を捕まえようとする翠玉の手のひらには包帯が巻かれている。

「子猫のおもてなし……だな」

　夢中になって空を眺めている翠玉には晧月の呟きは聞こえなかったようだ。振り向いて碧眼の瞳をキラキラさせながら晧月に聞いてくる。

「春は本物の花が舞うんですよね。僕、春という季節が初めてだから楽しみです」

　晧月は微笑んで答えた。

「次の休みは、桃の花でも見に行くとするか」

「ほ、本当ですか？」

　大きな瞳がさらに大きく見開かれる。

「ああ。今度は俺がもてなそう」

　晧月が約束すると、どこからかぼすぼすっと激しい音がした。翠玉がさっと晧月の腕の中から抜け出し、尻の辺りに手を当てながら顔を赤らめる。

　逃げようとする翠玉を捕まえ長衣を捲りあげると、下穿きの尻の部分が激しく揺れていた。

「嬉しくて、つい」

　臀部の辺りが大きく蠢き、またぼすっと音がする。

　尻尾の喜びようをみて、晧月は元子猫の少年を堪らなく愛おしく感じた。
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